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龍神様と巫女花嫁の契り



～神の子を身籠りて～
















開幕　満ちる夜







「――静しず紀き」

　月の光が落ちて、私の名を呼ぶ翠すいの瞳に熱情が煌きらめいている。

　――神様と人間は交わってはならない。

　頭ではわかっていても、どんなに理性が止めても、この視線に囚とらわれて誰が抗えるというのだろう。

　夜の縁側で私を組み敷く彼は、とても泣きそうな顔をしている。

　悲しみに暮れるその心を私が包み込んであげたい、愛しさでいっぱいにしてあげたい。欠けたもの、枯こ渇かつしたもの、飢えたもの……。それらを満たせるのはただひとつ、愛ではないかと思うから。

　だから私は、彼を引き寄せる。夜風の冷たさから、世界の無情さから守るように。

「触れたら後戻りできねえって、わかってんだろ……」

　後戻りできなくていい……触れてほしい、あなたに触れたい。

「心だけじゃ足りなくて、あなたの全部が欲しい」

　たとえ、望んだものと引き換えに……死ぬことになったとしても。
















一ノ舞　結んだ心、双龍の夢を見る







　地上とそこに生きる者を見守る神様が、庇ひ護ごすべき人間を憎み嫌うは禁きん忌き。

　後のちの私の夫……龍りゅう神じんの翠は親友の神様が人間に殺されたことで人間を恨み、魂が穢けがれて神かみ堕おち――あやかしになりかけていた。

　その穢れさえなければ、天てん界かい最強の龍神とも謳うたわれた翠。この事態を憂うれいた龍神の長おさ様は、私――原はら静紀を巫み女こにして、翠に龍りゅう宮ぐう神じん社じゃの奉まつり神になるよう命じ、夫婦の契ちぎりを交わさせた。私がひとたび舞えば弱った神様を癒やすことができる、白しら拍びょう子しの生まれ変わりだからだ。

　翠たち龍神のいる龍りゅう宮ぐうと、この地上にある龍宮神社には切っても切れない繋がりがある。それは遥か昔、龍神の先せん祖ぞが人間の女性――それも巫女と恋仲になり、夫婦の契りを交わしたところから始まる。

　神様は巫女の願いを聞き届け、その恩おん恵けいを与えるのが役目。そして龍宮神社の巫女の願いを受けるのは、主に龍宮にいる龍神の仕事だ。

　代々、龍宮神社の奉り神になる龍神は、そこの巫女と婚姻する習わしになっている。だが奉り神は人間に信しん仰こうされなければ消滅するため、進んで人間と契りたい神様はおらず、そもそも神様と婚姻できる力ある巫女も減っていた。龍宮神社には長らく奉り神がいないどころか、舞の奉ほう納のうで地上の願いを届ける巫女も不在。ゆえに地上に神様の恩恵が行き渡らず、神社周辺の町ではあやかし絡みの揉め事が起こっていた。

　私と翠の婚姻はそういった事情……つまり神堕ちを防ぎ、龍宮神社に神様の恩恵をもたらすためのもので、それが叶えば解消される。目的を果たすまでの、期間限定のかりそめ夫婦だったのだ。

　でも、神社に持ち込まれる依頼をこなしているうちに、人間嫌いの翠が少しずつ心を開いていってくれて、大切な親友を奪われた憎しみに苦しみながらも、人間を大切に思う彼の不器用さに惹かれてしまった私は……心から翠と夫婦になりたいと思った。

　翠も同じ気持ちだったようで、私たちは神堕ちを回避し、神社を再建したあとも一緒にいる。かりそめではなく、本物の夫婦として――。




「起きたか」

　瞼を持ち上げると、昼間の縁側で私に膝枕をしてくれている旦那様と目が合った。

　人にはない頭の二本の角つの。燃えるような紅あか色をした切れ長の鋭い目は、私を見つめるときに柔らかく細められる。その仕草がたまらなく好きで、私は彼の赤い髪に手を伸ばし、指を差し込んだ。

「……おはよう、翠」

　私が翠と夫婦になって、いくらかの月日が流れた。舞もそれなりに上達し、今日も私は世界でいちばん愛しい神様と、この神社にいついている。今やここが、私たち夫婦の家だ。

「この羽織……かけてくれたんだね。ありがとう」

　身体にかけられていた羽織を軽く持ち上げると、翠は軽く顔を背けてぶっきらぼうにこぼす。

「やわな人間は、風邪ひいただけでも死んじまうだろ」

「ん……心配してくれたんだ」

　ポカポカした日差しのせいか、まだ眠気が抜けきらない。うとうとしていたら、翠の大きくて骨ばった手が私の前髪を撫でた。

　気持ちいい……二度寝しちゃいそう。

　どこよりも安心できる彼の膝元で目を瞑る。

「私、いつの間に寝てたんだろう……」

「午後の稽古が終わって、俺の隣で茶を飲んでた辺りだ」

　思い出してきた。身体を動かして、お昼ご飯をたっぷり食べたあとだからか、縁側に寝っ転がった途端、睡魔に襲われたんだった。まだ太陽も沈んでないし、そんなに時間は経ってないみたいだけど、熟睡した気がする。

「翠がそばにいてくれたから、ぐっすりだったんだなあ」

　思ったままに言えば、翠が息を呑むのがわかった。

　瞼に透ける白い光が微かに陰り、柔らかな感触が額に落ちてくる。目を開ければ、凛々しく美しい翠の顔が間近にあった。

「こんな毎日がずっと続くといいね」

「そんなに惰だ眠みんを貪むさぼりてえのか。俺の嫁は一年後には、豚か牛になってそうだな」

「嫁を豚と牛呼ばわり……。あのね、私は翠と平凡な日常を末永～く続けたいなって意味で……」

「そうだな」

　ふっと笑いつつ、翠があっさり肯定する。

「……え？」

　出会った頃より幾分かマシになったが、鬼畜な彼らしからぬ素直な返しだったので耳を疑った。

「前に、俺の言葉をそのまま受け取るなっつっただろうが。わかってる、自分の嫁の考えくらいな」

　翠の指が私の頬をくすぐる。私は「もう……」と口元を緩ませた。さすがは旦那様、私を喜ばせるのがうまい。

「そろそろ、孫の顔も見たい頃合いだがな」

　神出鬼没、金の瞳に苧環おだまき色の長い髪をした幼女が縁側に腰かけている。

　狩かり衣ぎぬ装しょう束ぞくを纏まとった彼女は平安時代に日本一の舞い手と称しょうされた白拍子、静しずか御ご前ぜんだ。見てくれこそ二歳児だが、中身は三十歳の立派な大人の女性。そして本来ならば出会うはずのない、前世の私だ。

　彼女は人でありながら神様の力――神力を宿していた。その舞で神様の神力を高め癒やすことができ、彼女の生まれ変わりである私もその力を受け継いだ。

　静御前は転生するはずだったのだが、愛する人と添い遂げられなかったという未練があったために、魂の一部……欠片が地上に残ってしまったらしく、こうして目の前に存在している。とはいえ霊れい体たいで本来の姿を維持するのは疲れるようで、今みたいに幼女の姿でいることが多い。

「孫って……静御前は私のおばあちゃんですか」

　翠との子供かあ……。翠と婚姻して二年、私も二十七歳になった。意識してないわけじゃない。

　翠に似たら、さぞ美男美女になるんだろうな。どちらにせよ、翠の子供なら目に入れても痛くないくらい可愛いはず。

　でも翠との子供って、生まれてくるのは神様と人のハーフだよね？　翠みたいに龍に変わったりもするのかな？　そうなったら、学校に通うのとか大変だろうなあ。そもそも、学校とか行かせていいのかな。私はどう育てていけばいいんだろう。

　あれこれ妄想を膨らませていると、翠が予告なしにすくっと立ち上がる。おかげさまで翠の膝の上に載せていた私の頭は、ゴトンッと床に落下した。

「い、痛いじゃないですか……。立ち上がるなら、立ち上がるって言っ――」

「無理に子供を作る必要はない」

　幸せな空気が一瞬にして、ぱちんっと弾けて消える。

　子供を作る必要はないって……どういう意味？

「翠は、私との子供が欲しくないってこと？」

　これだけ一緒にいて、少しも望まなかった？

　思い返せば、夫婦生活は主に翠の口の悪さが原因で喧嘩したりはするものの、なんだかんだ満たされていた。けれど、一度たりとも夜の営みはない。ただ、同じ部屋で眠るだけ。翠の抱き枕だった頃と大差ない。

　黙ったままの翠に、胸にはモヤモヤばかり溜まっていく。

「私は、翠の子供なら欲しい」

　さすがに傷つく。まさか翠が、子供はいらないタイプの夫だったとは……。いろんな夫婦の形があってもいいとは思うけど、私は翠とは違って子供が欲しい。生まれてくる子が神様でも人間でも、翠との間に誕生した命をいっぱい愛したいのに……。

　なんか、悲しくなってきた。

　泣きそうになって俯けば、ため息と同時に翠の手が私の頭に落ちてくる。

「俺の言い方が悪かった。てめえを……失いたくないから言ってる」

「失うって……いくら人間が弱くても、それは大げさだよ。確かに昔の出産は命懸けだったかもしれないけど、現代は医療も発達してるわけだし……」

　神様の翠からしたら、人間はよっぽど脆弱に見えるのかもしれない。……などと考えていたら、足音が近づいてくる。

「翠様が言いたいのは、そういうことではないんじゃよ」

　振り返ると、長い白髪を後ろでひとつに束ね、白龍の文もん様よう入り白しろ袴ばかまを身につけているご老人――神主の宮みや光みつ吉よし綱つなさんがいた。

「吉綱さん」

「龍宮神社ではこれまでも巫女と龍神が婚姻したあと、神様のお子を宿した巫女がいたという記録が残っておる。じゃが、巫女は神力が強いというだけで人間じゃ。身籠ったお子の神力に耐えられず、例外なく亡くなっておる」

「……っ！」

　亡くなってる……！　だから翠は、子供を作る必要はないなんて言ったんだ。

「翠様は天界最強の龍神様、そして静紀さんは神様をも癒やす強い神力の持ち主。間違いなく力の強いお子が生まれる。そうなったら、人の身体では耐えられんじゃろう。ゆえに神様と婚姻した巫女の妊娠は、ご法度とされてるんじゃ」

「そんな……」

　じゃあ私は、翠の子供は産めないんだ。

　妊娠しているわけでもないのに、私は自分のお腹に手を当てる。すると足元に、黒猫がすり寄ってきた。

〝彼〟は普通の黒猫ではない。金と青のオッドアイで、尻尾は四本に分かれており、その先には青い炎がメラメラと燃えている。

　そして、黒猫の身体がぼわっと青白い炎に包み込まれたかと思えば、学ランを着た中学生くらいの男の子に変へん化げした。

　目にかかるほど長い前髪の下には、猫のときと同じオッドアイの瞳。その頭にはぴょこんと猫耳があり、お尻にも四本の尻尾。彼はあやかしのミャオ、見ての通り化け猫だ。

「……人間の命は短い。それをわざわざ縮めることはないんじゃない？」

「うん……そうだよ、ね。私も、翠と長く一緒にいたいし……」

　私に死んでほしくないという翠の気持ちを汲めば、子供は諦めたほうがいい。

　ただでさえ私は、長生きの翠より先に寿命がきて死んでしまう。翠のことを想うなら、時が許す限りそばにいるべきだ。でも……。

「理屈では受け入れ難い女の幸せ、というものがあるのだ」

　これまで黙って聞いていた静御前が、私の納得しきれない思いを代弁する。

「お互い、いつ死ぬかわからんからな。愛する男の命を繋ぎたい、生きた証が……子が欲しい。そう願う心は消えん。どんなに自分に言い聞かせても、な」

　そうか、静御前にはかの有名な源みなもとの義よし経つね様の子供がいた。でも、敵方であった源みなもとの頼より朝ともから『生まれてくる子が女児であれば生かすが、男児であれば殺す』と言われ、生まれてきたのが男児だったために由ゆ比いヶが浜はまに遺い棄きされてしまった。

　生まれてすぐに殺されてしまったけれど、静御前は知ってるんだ。追っ手にいつ討たれてしまうかわからない、そんな愛する人の生きた証を残したいと、そう願う心を。

　だけど、今の私には……その願いに素直に従う勇気がない。だって、私に長生きしてほしいという翠の幸せと、翠との子供が欲しいっていう私の幸せ、天秤にかけるまでもない。翠の幸せを守るのが正解……正解、なんだから……。




　夜、私は寝室前の縁側の柱に寄りかかり、夜風に当たっていた。

　翠は天界に呼ばれたとかで、数日神社を空けている。いつ帰ってくるかわからないのに、なんとなくこうして日付が変わるまで帰りを待ってしまう。

　私、どんだけ翠のことが好きなんだろう。

　ひとりで苦笑いしていると、襖が開く音がした。

「起きてたのか」

　大股で近づいてくる足音、振り返る前にドカッと隣に腰かける誰か。庭から視線を横に移すと、どこか沈んだ表情をしている翠がいた。そのそばには、徳利とおちょこと好物のお饅頭が載ったお盆もある。

「おかえりなさい」

　いつもと変わらない笑みを返した。翠になにかあったのだろうことは、ひと目見ればわかる。だからこそ、私は彼にとって変わらず安心できる居場所でありたいのだ。

「春になったからって、夜は冷えるだろ。てめえはもっと、自分の身体のひ弱さを自覚しろ」

　翠は私にバサッと羽織を投げる。頭に載っかったそれを取れば、翠ははだけた黒い着物の胸元に腕を入れ、切なげに夜空を仰いでいた。

「今回みてえに俺が隣にいられねえときは、てめえが自分を労いたわれ」

　私は羽織に包くるまって、ちょんちょんと夜空を見上げている翠の腕を突く。すると翠は、こちらに目線だけを寄越した。

「これでよいですか、旦那様？」

「よいですか、じゃねえ」

　翠は私の鼻を摘まんだ。「ふがっ」と乙女の【お】の字もない反応をした私に、ずいっと顔を近づけて凄んでくる。

「こうして待ってたのは、今日だけじゃねえな？」

　さすがは旦那様、私の行動パターンを熟知していらっしゃる。

　私は頬を引きつらせて、両手で胸を押さえると「ぎくっ」とわざとらしく驚いて見せた。

「『ぎくっ』じゃねえ。おとなしく寝てろ、阿呆が」

　翠は腕を組んで、縁側に胡坐あぐらをかく。

「ふふ、ごめん。でも、翠がそばにいないと、なんかそわそわしちゃって。だから翠にいっぱい怒られても、やっぱり帰りを待っちゃうと思う、私」

　柱から背を離して、翠の真横に座り直す。こてん、とその肩に頭を預ければ、夜風の冷たさも和らいだ。

　しばしの沈黙が降りて――翠の深呼吸が聞こえる。

「俺が天界に呼ばれた理由だが……」

「……うん」

「人間の信仰心がなくなって、奉り神だった龍神が……また消滅しやがった」

「えっ」と声が出そうになったが、即座に唇を引き結ぶ。翠がせっかく心の内を話してくれているのだ、邪魔はしたくない。

「その龍神の葬儀だった」

　地上の社やしろに腰を据える奉り神は人間の信仰心を得られないと徐々に弱り、ついには消滅してしまう。それが神様のいる神社がほとんどない原因だった。

　困ったときだけ神頼みをするくせに、いざ恩恵が得られないと神様を責める。そんな人間を翠はずっと憎んでいた。

　龍神の親友――楊よう泉せんさんも人間の信仰を失って亡くなったから。

　楊泉さんを消滅に追いやった人間への憎しみのせいで魂が穢れ、神堕ち――あやかしになりかけるほどに傷ついていた。

　楊泉さんを思って、翠はよく空を見上げながらお酒を飲んでいたな。だから今日のも、弔とむらい酒なんだろう。

　私は徳利を持っておちょこにお酒を注ぎ、翠の手に握らせる。

「翠、私は翠を消滅なんてさせないからね」

　翠はおちょこに口をつけながら、私をちらりと見て「ん？」と片眉を上げた。

「みんなが翠への信仰を忘れても、私だけはあなたを信じ続ける。だって私は、翠の巫女だから」

「……巫女だけじゃねえだろ」

　今度は私が「ん？」と首を傾げる番だった。そんな私の顔を眺め、翠は口端を吊り上げる。

「巫女で嫁、だろうが」

「あ……ふふ、そうだね、私は翠の巫女嫁でした。だからね、あのね、なにが言いたいかって言うと……」

　私は翠の手を握る。

「悲しいときも、苦しいときも、私は翠のそばにいる。翠の感じてる痛みを分けてくれたら一緒に背負って、少しでも翠の心を軽くしてあげたいって、私はいつでもそう思ってるよ」

　私たちは夫婦だ。『自分は自分、他人は他人』ではなく、『相手のことは自分のこと』に変わった。運命共同体みたいなものだと、翠もそう思ってくれているから私に相談したのだろう。

「てめえには何年経っても敵わねえ。俺が欲しい言葉を、いつもかけてきやがる」

　愛しいものを見つめるように、翠は眉を下げて笑った。

　視線が絡み合う時間が長くなるたび、優しい光を宿していた翠の瞳には熱が混じる。それに気づかないほど、子供じゃない。

　私たちは見えない引力に引き寄せられるように、唇を重ねた。初めはそっと、次第に何度も角度を変えて重なり……。

「――静紀」

　とさっと、背中に硬い縁側の床の感触。翠に押し倒された私の鼓動は一気に速まる。

「……っ、くそ……触れたら後戻りできねえって、わかってんだろ……」

　それは私にではなく、自分に向けた苛立ちだった。

　月光が、彼の瞳に映る焦れた熱情をまざまざと私に思い知らせる。愛する夫の視線は抗う意思を奪うように、私の理性をじわじわと溶かしていった。

「俺を押し退けて、さっさと逃げろ」

　私を組み敷いている翠は、今にも泣きそうな顔をしている。私の手首を拘束している彼の手は熱く、そして震えていた。

　ああ、そっか……。翠は怖いんだ、私を抱いてしまうことが。それでもし、私に子供ができたら……命を落としてしまうかもしれないから。

　だけど、こんなにも心が求めてる。もっと深く愛する人と繋がりたいという衝動は、誰にも止められない。

「……どうして、自分の夫から逃げなきゃいけないの？」

「わかんねえのか。自分の意思の弱さに辟へき易えきするが、てめえを放してやれるほどの余裕は、俺にはなかったみてえだ」

　翠も、私を求めてる。そう確信したら、死ぬかもしれないのに、迷いなんて消え失せていた。

　――私は今、どうしようもなく……翠に触れたい。

「翠、私もだよ」

　仲間を亡くし泣いている心を包み込むように、彼を引き寄せる。

「静紀、シャレにならねえ」

　翠は私を引き剥がそうとしたが、構わず抱きしめ続けた。

「私も、翠から離れたくない。どうやっても心が翠を求めちゃって、逃げられそうにないよ……」

　ただ慰めたいからではない。その場の雰囲気に流されて、触れ合いたいと思っているわけでもない。

「私だって、死にたくない。でも……」

　悲しみに暮れるその心を私が包み込んであげたい、愛しさでいっぱいにしてあげたい。欠けたもの、枯渇したもの、飢えたもの……。それらを満たせるのはただひとつ、愛ではないかと思うから。

「心だけじゃ足りなくて、あなたの全部が欲しい」

「それは俺も同じだ。だが、それを望んで引き換えにするものが大きすぎる。わかってんだろ、てめえを失いたくない」

「私は失うんじゃない、得るの。翠を丸ごと私のものにできるんだから、なにも失わない」

「屁理屈じゃねえか」

　近づいてくる翠の顔を見つめていたら、ふと静御前の言葉を思い出す。

『お互い、いつ死ぬかわからんからな。愛する男の命を繋ぎたい、生きた証が……子が欲しい。そう願う心は消えん。どんなに自分に言い聞かせても、な』

　そうだ、私は翠のためにも残したいのだ。巫女の懐かい妊にんに関わらず、そもそも人間は神様に比べたら短命で、私は遅かれ早かれ翠を置いて逝ってしまう。

　でも、翠との子供が半分神様なら、その子は長生きかもしれない。そうすれば、私の命が尽きたあとも翠はひとりにならないし、今日みたいに悲しい夜に晩酌に付き合ってくれるような誰かがいてくれたら、それだけで寂しさも紛れるはずだ。

　私の命の先に翠の未来の幸せがあるのだと思えば、命を懸けても惜しくはない。ただ、翠がそれを望んでいないことが心苦しいけれど。

「できるだけ長く一緒にいるっていう未来への望みと、今望んでることが真逆すぎて、いろんな不安が頭に浮かんで、考えがぐちゃぐちゃになっちゃってるけど……。なにが正しいかわからないからこそ、自分の心に素直になりたい」

　これからのことなんて実際に見に行けるわけじゃないし、わからない。でも、今胸にある、翠を求める気持ちだけは確かに存在している。この心に素直になりたい。

「……心に従ったら、俺はてめえを抱くぞ」

「奇遇だね。私も心に従ったら、あなたに抱かれたいと思う」

　ぷっと、私たちは同時に軽く吹き出して、額を重ね合わせる。『いいんだな？』と問うような翠の眼差しに、頷いて応えた。

　肩から落とされる寝間着の着物。外気に触れる肩は少しひんやりとしたが、そこに「愛している」という囁きと口づけを落とされて熱が灯る。

「綺麗だ、静紀」

　余裕のない目が、性せい急きゅうな指先が、私の胸を痛いくらいに高鳴らせた。木の葉を揺らす風の音も遠くなり、翠の吐息と互いの衣きぬ擦ずれの音だけが聞こえる。

「てめえの姿形が変わっても、俺はずっと……てめえにだけ心を奪われ続ける」

「うれしい……私、なにがあっても、今この瞬間を後悔したりしないよ」

　月明かりに見守られながら心も身体も暴かれていく触れ合いは、羞恥心よりも不思議な幸福感で私を満たしていく。

「愛してる、翠」

「……っ、ああ、俺もだ」

　翠はくしゃりと顔を歪め、静かに涙を流した。うれしいけど悲しくて、幸せだけど切ない……いろんな感情が溶けた涙だった。

　喪失感に冷えてしまったその心ごと、私が包み込んであげたい。翠の首に腕を回し、その頭を自分から引き寄せた私は――。

「大丈夫、大丈夫だよ」

　涙の痕が残る翠の頬を唇で撫でたのだった。




　翠と結ばれたあと、布団まで運ばれたところまでは覚えている。疲れてすぐ眠ってしまったはずなのに、私は白い光の世界にいた。

　私は夢を見てるの？

　立ち尽くしていた私は、お腹に熱を感じて手を当てる。手のひらにとくんとくんと鼓動を感じたと思ったら、そこから光の球体がふたつ飛び出した。

「なに!?」

　光は仲良く交差しながら宙を舞い、驚いて後ずさった私の前にやってくる。人型を象ったそれは私の腕に収まると、パッと光が弾けて――。

「え……双子の、赤ちゃん……？」

　私は両腕で双子の男児を抱いていた。裸の赤ちゃんたちは赤い毛が薄く生えていて、まん丸の澄んだ瞳で私の顔を見るや、にへらっと笑う。

「可愛いな」

　つられて頬を緩めれば、赤ちゃんたちは神々しく輝いた。私は思わず「眩しいっ」と目を瞑る。瞼越しに光が小さくなっていくのを感じて目を開けたら、そこには――。

「赤い龍！」

　赤ちゃんは一対の小さな赤い龍になり、私にじゃれるように巻きつく。

「もしかして、この子たち……」

　無邪気に煌めく深紅の瞳、私の胸元にあるペンダントとよく似た鱗。思い浮かべるのは、ただひとりの顔だ。

「翠と私の……赤ちゃん？」

　双子の龍の背を撫でたとき、ふたりはまた眩い光を放ち、私の視界を白く染め上げていった。
















二ノ舞　身籠った神の子







　翠と結ばれてから、三週間が経った。意味深な双子龍の夢が頭から離れないまま、私は久しぶりに静御前――師匠に舞を見てもらっている。

　早朝からの練習は日課になっているが、独り立ちできてからは付きっきりで師匠に教わることはなくなった。

　けれど、舞の上達に明確な指標はないので、こうして定期的に師匠にチェックしてもらっているのだ。

「――天地あめつちの～、神にぞ祈る～」

　にしても……あの夢、なんだったんだろう。

　綺麗な目をしてて、翠にそっくりの赤い鱗を持つ小さな龍たち。あの子たちを腕に抱いたとき、じゃれるように身をすり寄せてきたとき、愛しさが込み上げてきた。いくら子供が欲しいからって、夢にまで見るなんて相当だ。

「朝なぎの～、海のごとくに～、波たたぬ世を～」

　今舞っている『浦うら安やすの舞』は、平和を願う巫女舞だ。前半の扇舞と後半の鈴舞とがあり、くるりと身をひるがえしながら舞う。

　この龍宮神社では正月や節分のご祈祷、季節ごとに開催されるお祭りで舞を奉納している。ありがたいことに私の巫女舞を目当てに神社に来てくれる参拝客も増えて、翠が奉り神になってからはご利益も実感してもらえているようだ。参拝客が来なくて、『死活問題なんじゃ！』と吉綱さんが嘆いていた頃が懐かしい。

　この神社で巫女を始めてからのことを考えていたら、ビュンッと扇が飛んできて、見事に私の額へとヒットした。

「い、痛い……久しぶりですね、師匠の飛び道具……」

　額をさすって、幼女――ではなく、静御前を窺う。

　舞の最中に考え事をするなんて、練習に身が入ってない証拠だ。最近は怒られることもなくなっていたので、定番の扇投げを食らうことはなかったのだが、今回ばかりは全面的に私が悪い。

「心ここに在らずの状態で舞っても動きに支障が出なくなったところは進歩しているが、舞は心を込めるもの。それが気もそぞろでは、意味がない」

「ごもっともです……」

　その場に正座をして、説教を甘んじて受け入れる。そんな私の額を、静御前は扇でペシペシと叩いた。

「まだまだ手のかかる弟子だな。それ、話してみろ」

　サボっているとは思わないんだな。なにかあった前提で話してくる静御前には、なんでもお見通しのようだ。

「……すみません。実は変な夢を見て……」

　夢に現れた双子の龍のことを話していたら、胃からなにかがせり上がってくるような不快感に襲われる。

「うっ……」

　口元を手で押さえると、静御前が「静紀、どうした」と少し焦ったように私の背に手を添えた。

「なんか、吐き気がして……朝ご飯食べてないからですかね？　ううっ、すみません。ちょっとお手洗い……っ」

　稽古場を飛び出して、お手洗いに駆け込む。トイレの手洗い台に手をつき、蛇口を捻って水を流す。いつ吐いてもいいように洗面ボウルの真上で下を向き待機するが、実際には出なかった。

　不快感が残る胃の辺りを押さえていたら、すっと大人の姿をした静御前が隣に現れるのが鏡越しに見えた。

「静紀、大事ないか？」

　心配そうに鏡の中の私を見つめる静御前に、ぎこちなく笑みを返す。

「平気です……。今日は体調が悪いので、稽古は休んでもいいですか？」

「それは構わん。早く横になって、身体を休めるのだ」

「はい……あ、朝ご飯もいらないって、伝えておいてもらえますか？　食べられそうになくて……」

「心配するな。私が吉綱に言っておく」

　私は静御前に付き添われながら寝室に戻る。

　ちょっと休めばよくなるだろう、そう思っていたのだが甘かった。この日から、私の体調はどんどん悪化していったのだ。




「……生理がこない」

　空腹時の吐き気、身体が常にポカポカしている感じといい、確実に私の身体はあの状態を指し示している。

　これってもしかして……。

　ひとつの予感を胸に、隠れて〝ある物〟を買いに行く。ドラッグストアで目的の物を購入すると、ショッピングモールのトイレの個室でさっそく使ってみた。

「……陽性」

　今さらだけど、神様との子供でも反応するんだ……。人と神様のハーフだから？

　妊娠検査薬には、くっきりと妊娠反応ありのラインが出ている。ショッピングモールに流れているＢＧＭや人のざわめきが遠ざかっていくような気がした。

「私、赤ちゃん、できたんだ……」

　妊娠検査薬をぎゅっと握りしめる。

　あの夢、ただの夢じゃなかったんだ。きっとあの子たち……双子の子龍は、私に妊娠を知らせてたんだ。

　お腹を押さえて、まだ感じられるはずのない我が子の鼓動を探す。

　あれほど欲しかったはずの赤ちゃん。うれしい、うれしくてたまらない。そのはずなのに……。

「どうしよう」

　私が母親？　それも神様の子供の母親だ。巫女として独り立ちしたのだってつい最近で、まだまだ未熟な自分が親になれるのか、子供を育てられるのか、不安ばかりが胸を占めている。

　子供ができるって、幸せな気持ちになるものじゃないの？　それとも、両手を挙げて喜べない私は薄情なのだろうか。

「とにかく、翠に話さないと……」

　――いや、話していいのかな？

　翠は私に生きててほしいから、子供は必要ないと苦い顔をしていたのだ。それについ最近、また仲間の龍神を亡くしている。巫女の妊娠は命懸けゆえにご法度、私が身籠ったと知ったら翠を悩ませることになる。

「言えるわけ、ない」

　産まないほうがいいの？　でも、私の中に新しい命が宿ってる。それがわかってて、産まないなんてこと……できるはずないよ……。

「ダメだ、翠には話せない。でも誰にも話さずに産むなんて、それも現実的に不可能だし……。私、どうしたらいいの……？」

　ずるずるとその場にしゃがみ込んで、俯く。すると、ふわっと両肩が温かくなり、顔を上げた。

「翠様に隠し通す気か？」

「静御前……」

　そっか、静御前は私の魂の一部。いつだって私と共に在り、必要時以外はこの身体の中にいる。私が悩んでいたところも全部、見られていたんだ。

「前々から、そうではないかと思っていたが……子供ができたのだな」

「うん……たぶん、あの夢に出てきた子たちだと思う」

「そのわりには、うれしくなさそうだな」

　温かな静御前の手の甲が、私の頬を軽くさする。その労わるような手つきに、目にはじわっと熱が広がった。

「だって私、子供ができたら……死ぬかも、しれないんだよ……っ」

　静御前の顔が歪んだ。瞬きと一緒に瞳から、一粒二粒と透明な水滴が弾き出される。

　巫女の懐妊に関わらず、そもそも人間は神様に比べたら短命で、私は翠を置いて逝く。だから子供が翠と同じくらい長生きで、ずっと翠のそばにいてくれるなら、翠の未来の幸せに繋がるかもしれないのなら、命を懸けて子供を産んでも惜しくはないって、そう思ってた。

　でも、いざ身籠ってみたら……死ぬのが怖い。子供のことより自分の命を心配する私は最低だ。けど、私を失いたくないと泣いた翠を置いていくなんて……。想像しただけで胸が引き裂かれそうだ。

「翠を悲しませる……だから言えない、言えない……っ」

「静紀……そうは言ってもな、夫婦のことは夫婦で共有したほうがいい」

　頑なに首を横に振る私に、静御前は深く息を吐いた。

　静御前は強い女性だから、子供の誕生を素直に喜べない私を母として無責任だと、情けないと叱るだろうか。

　叱責を覚悟していたら、静御前は予想に反して、私を後ろから抱きしめた。

「わかった、無理にとは言わん。お前の心が決まるまで、妊娠が露ろ見けんせぬよう私も知恵を絞ろう」

「どうして、『母親だろ、しっかりしろ！』って怒らないんですか？」

「静紀、母親が皆、妊娠してすぐに母親になれるわけではない。子が腹の中で育つように、母もまた成長してなっていくものなのだ。最初はどんな母親も不安で怖い。たとえ母として情けなくとも、そんな自分を責める必要はない」

「うっ……静御前～っ」

　私は静御前の胸に縋りつく。背中をさすってくれる手が優しくて、私はもっと泣きじゃくってしまうのだった。




　龍宮神社には霊やあやかし、神様や人間。それらが共存できるよう、仲を取り持つ役目がある。そのため不自然な災害や怪奇現象など、霊やあやかしが絡んでいるであろう問題を抱えた人たちの相談に乗るのも神社の務めだ。

　そして今日も、翠とミャオと共に悩める依頼主の女性の家へ出向いていた。

　依頼主は大体、神社に直接相談に来るのだが、今回は珍しく電話での依頼だったらしい。

　ふたりは神様とあやかしなので、本来は人には見えない。なので依頼主のもとへ行くときは、今のように私服姿の人間に化けて同行してくれる。

　私が巫女業に慣れてからは、このメンバーで依頼を受けに行くことが多い。神社を空けるわけにはいかないので、吉綱さんは留守番だ。

「……あ、ここの二階みたい」

　住所が書いてあるメモ紙を手に、アパートを見上げる。

　黒ずんだ外壁には、植物のツルがたくさん張りついている。アパート周囲は雑草が生い茂り、見るからにオンボロで不気味だ。

「……いかにも出そう」

　ミャオと同意見だ。ここに好んで住むことはないと思うので、家賃が安いとか、経済的な理由があるのかもしれない。

「と、とりあえず行こうか」

　錆びた手すりに掴まりながら、階段を上る。妊娠がわかってから、熱っぽくて怠だるい日々が続いていた。

「はあ……はあ……」

　息を切らしていたら、ミャオが振り返って気遣うような眼差しを向けてくる。

「……静紀、今日も具合悪い？」

「あ……ううん、運動不足だと思う」

　慌てて首を横に振り、私は笑顔を作った。

「だから大丈夫。早く、依頼主さんのところに行ってあげよ――」

　言ったそばから、私は階段を踏み外してしまう。「あっ」と、手すりに手を伸ばすも届かない。

「静紀！」

　ミャオが私の腕を掴むよりも先に、後ろから伸びてきた腕が私のお腹に回る。背中には、私を受け止める温かな感触。振り向こうとしたら、耳元で「手のかかる嫁だ」と低い声が。

「ごめん、手のかかる嫁で」

　苦笑いを返すと、私を抱き留めた翠が眉間にしわを寄せた。なにを思ったのか、手で頬をなぞってくる。

「少し痩せたな。前はもう少し肉付きがよかっただろ」

「そう、かな？　ダイエットの成果が出たみたいでよかった」

　とっさについた嘘にしては、なかなかだろう。顔が引きつりそうになるけれど、なんとか堪える。

「だい……えっと、だかなんだか知らねえが、すぐにやめろ。最近、飯も食えてねえだろ」

　それは、ご飯の匂いでも気持ち悪くなるからなんだけど……。

　特に空腹時は吐き気がひどい。甘いものも好きだったのに、この間、翠のお饅頭の香りを嗅いだら気分が悪くなってつらかった。

「静紀、最近ぼーっとしてる。なにか悩みでもあるの？」

　ミャオが数段下りてきて、耳と尻尾を下げる。せっかく人間に化けても、感情的になったり気が緩んだりすると耳と尻尾は出てしまうらしい。

　今はいくらか表情が豊かになったが、出会った頃はあまり感情を表に出さなかったため、この猫耳と尻尾を頼りにミャオの気持ちを汲み取っていた。

　よくなったとは言っても、まだまだ表情は乏しいミャオ。それが私のせいで、はっきりとした不安をその顔に浮かべている。

　妊娠したことを言い出せないまま時間だけが過ぎて、早くも一か月。油断をするとすぐに寝落ちしてしまうほどの眠気に襲われたり、涙もろくなったりして困っている。スマートフォンで検索したら、どれも妊娠初期の症状だということがわかった。

　ぼーっとしているのもそのせいなのだが、言えるはずもなく……。

「実は体重が増えたのが悩みで、眠れてなくて……たぶん、そのせいかも」

　肩を竦すくめてごまかすと、翠とミャオが視線を交わす。そしてミャオが、私の手から鞄を奪った。

「……嘘つくの下手すぎ」

　今度は翠が私をひょいっと横抱きにする。いつもなら米俵を運ぶみたいに肩に担ぐのに、私が具合悪そうにしていたからか、彼らしからぬお姫様抱っこだ。

「馬鹿正直で真ま人にん間げんのてめえが、俺たちを騙せると思うなよ。千年早ぇ」

「な、ナイスコンビネーション……」

　私を抱えて階段を上がっていく翠、荷物を持ってくれたミャオ。彼らなりの気遣いがくすぐったくもあり、嘘をついた居たたまれなさもある。

　ピンポーン、とミャオがチャイムを鳴らす。

　表札の【佐さ川がわ】……メモを吉綱さんから渡されたときも思ったけど、見覚えがある苗字だな。でもありふれた苗字だし……。

　懐かしい失恋の記憶が蘇りそうになったとき、ガチャリと扉が開く。中から出てきたのは――。

「えっ、佐川さん!?」

　そこにいたのは、可憐で控えめな性格ながらも気が利くところが男女問わず社員に人気だった元同僚の佐川陽よう子こさん。正確には結婚しているはずなので、佐川は旧姓だ。そして内心複雑だが……私の元彼、田た部べ敦あつしの奥さんでもある。

　佐川さんは婚約中に、私と敦が付き合っていたことを知らない。その気がなかったとしても、私は浮気相手だ。こんな恐ろしい偶然があるだろうか。

「は、原さん？」

　向こうも驚いている。まさか、こんなところで元同僚に会うとは思っていなかったのだろう。

「お、お久しぶりです」

　私は翠に抱えられたまま、会釈した。佐川さんはお腹が大きくなっていて、妊娠しているのは一目見ればわかる。

「てめえは……ああ、あのクズ野郎の女か」

「ちょっと、翠！」

　バシッと翠の肩を叩くと、佐川さんは「あながち間違いじゃないから」と苦笑した。

　そういえば、なんで表札が【佐川】なんだろう。翠とスーパーに行ったときは、佐川さんは敦のことを『あなた』と呼んでいたはずだ。結婚しているなら、苗字は田部になるはずだけど……。

「ここじゃなんだから、どうぞ入って？」

　私たちは中に促されて、リビングの絨じゅう毯たんに座らせてもらう。

「でもまさか、原さんが巫女になってたなんて驚いたわ」

「ですよね、いろいろあって今に至ります」

「そうなの……飲み物、ハーブティーでいいかしら？」

「あっ、お構いなく！」

　お茶を入れに行こうとする佐川さんのあとを慌てて追いかける。あんなにお腹が大きいのだ、お茶を入れるのも大変そう。

「私がやりますよ！　物の位置とかだけ教えてください」

「いいのいいの、これくらい自分でできないとだから、大丈夫よ」

「それを言うなら、これくらいやらせてください。お腹の中で赤ちゃんを育ててるだけでも大仕事なんですから、ね？」

　そう言った途端、佐川さんの顔が強張った気がした。

「ごめんなさい、お客様なのに……」

「いいえ、これくらいお安いご用です。……それにしても、ハーブティーですか。佐川さん、お好きなんですか？」

　佐川さんが沈んでいるように見えて、さりげなく話題を変える。

「あ……ふふっ、そうじゃないの。妊娠すると、カフェインＮＧなのよね。だからコーヒーに紅茶、緑茶にコーラ……いろいろ飲めなくて」

「え、そうなんですか？」

　知らなかった……。じゃあ、私も飲まないほうがいいのかな？

　佐川さんが笑ってくれたことにほっとしつつ、私は話に聞き入ってしまう。

「もちろん、まったくダメってわけじゃないんだけど、子供の成長に関わるって言われちゃうと、なんか飲むのためらっちゃって。でも、ただの水っていうのも味気ないし、ノンカフェインのハーブティーならＯＫだって産婦人科の先生に聞いたの」

「ああ、それでハーブティーを……」

　妊婦さんって、いろいろ制限があるんだな。私も一度は病院に行かなきゃいけないんだろうけど、でもお腹の子は神様の子でもあるんだし、普通の病院で診てもらえるのかな……？

「原さん！」

　佐川さんの声で我に返ると、指先に熱を感じた。「あっつ！」と慌てて手を引っ込める。どうやら、ティーカップから溢れるまでハーブティーを注いでいたらしい。それがこぼれて、手にかかってしまったようだ。

「これくらい平気――」

「手を貸せ」

　翠が飛んできて、私の手首を掴む。赤くなった指先に翠が手を翳かざした瞬間、青白い光が私の手を包み込み、ひんやりとした水の気配がして、徐々に痛みが引いていった。

「す、翠？　こんなところで力を使ったらダメだって！」

　佐川さんの目があるんだし、と言ったところで後の祭りだ。絶句して、私たちの手元を凝視している。

「言ってる場合か。てめえはもっと自分の心配をしろ」

「翠のおかげで、もう大丈夫だよ。それより……」

　冷や汗をかきながら、私は佐川さんに引きつった笑みを向けた。

「えっと、これには事情が……ありまして……」

　――ダメだ、全然言い訳が思いつかない。

　翠が神様であることを話したところで、不審がられるのが関の山。依頼に差し支える。どうしよう……。

　打つ手なしで途方に暮れていると、

「だ、大丈夫よ」

　と、なにが大丈夫なのかはわからないが、佐川さんに励まされた。

「うまく説明できないことって、あるわよね……」

　答えに窮している私に、気を遣ってくれたのだろうか。それにしては思い詰めた顔をしている。

　佐川さんも、そういう事態に陥った経験があるとか……？

　気にはなりつつも、スルーしてくれるのならありがたい。私は「そ、そうですよね」と調子を合わせた。

「目を離すとこれだ。調子が悪いときは素直に人に甘えておけ。それでもなにかしてえときは、俺を呼ぶくらいの頭は使え」

　翠のお小言は、優しさの裏返しだ。本気で心配してくれているときこそ、口が悪くなる。

　やっぱり好きだな、翠のこと。

　こうやって、何度も彼への想いを自覚させられる。

「ありがとう」

　心がほんわかするのを感じて、翠の手を握った。

　すると、佐川さんが「羨ましい」と寂しそうに呟いた。その表情は憂いているようにも見えて、胸がざわつく。

「佐川さん？」

「……！　私ったら、ごめんなさいね。さ、座りましょうか」

　取り繕うように笑った佐川さんと、リビングに戻る。

　私たちを待っていたミャオが『またなにかしでかしたんだ』という視線を送ってきたけれど、明後日の方向を見てやり過ごした。

「お腹が苦しくて、ここでごめんなさいね」

　佐川さんは申し訳なさそうに、ソファーに腰を下ろす。私は絨毯の上に置かれたクッションに座りながら、「そんな！」と顔の前で両手を振った。

「身重なんですから、気にしないでください。えと、あつ――じゃなくて、旦那さんはお仕事ですか？」

　うっかり敦の名前を呼びかけると、翠の眉がぴくりとする。

　今さらだけど、鉢合わせたら困る。もう二度と連絡してくるなとまで言われているのに、また敦と遭遇したら面倒だ。

　ハラハラして落ち着かないでいると、翠がギロリと睨んできた。

　なんだろう、この目は……果てしなく怖い。

　翠はびくびくしている私の耳元に顔を近づけてきて、小声で耳打ちする。

「前の男の名前を呼ぶんじゃねえ、しばくぞ」

　脅されてるのに、どうも私はそれがうれしいらしい。自惚れではなく、これはいわゆる嫉妬。浮気された経験がある身としては、そこまで私を好きでいてくれているのかと心が満たされる。

「ふふ、わかった。もう呼ばないよ」

「うれしそうにしてんな」

　翠がわざと怒った顔をするのは、照れ隠しだ。私の緩みきったほっぺたを引っ張っるのも、愛情表現のひとつ。

「……そこ、イチャつかないでくれる？」

　ミャオのじとりとした視線が痛い。依頼主の前だというのに、完全に夫婦の時間だった。

　ちょっと恥ずかしくなって肩を縮こまらせる私に対し、翠は平然としている。人間の体裁なんて、神様からしたら取るに足らないことなのだ。その図太さが羨ましい。

「本当に仲がいいのね」

　私たちのやりとりを眺めていた佐川さんが、口元を手で押さえてくすくすと笑う。

「前に敦からちらっと聞いたんだけど、ご夫婦なのよね？」

　そういえば、前にスーパーで会ったとき、翠が敦に向かって『俺の妻に気安く話しかけるんじゃねえ』と言っていたのを思い出す。あのときはまだ本当の夫婦じゃなかったけれど、私を庇ってそう言い切ってくれたんだよね。

　嫌な記憶が翠のおかげで幸せな記憶に塗り替えられている。翠が私の前に現れてくれなかったら、今も捨てられた過去に苦しんでいただろう。そう思うと、翠の存在は偉大だ。

「はい、夫婦になって二年になります」

「そう、じゃあそろそろ子供も考えてる頃？」

「あ……」

　ドクンッと心臓が跳ね、反射的にお腹に視線を落とす。実はもうお腹の中にいるんだけど、それを旦那に話せないでいますだなんて……口が裂けても言えない。

　黙り込んだ私に、佐川さんは気まずそうに眉を下げる。

「根掘り葉掘り、ごめんなさいね」

「あ、いいえ……」

　私のほうこそ変な態度を取って、気を遣わせちゃった。

　怪しまれたかもと翠の様子が気になって横を見たら、目が合ってしまった。なにか言いたげに開かれていく翠の口から、私はとっさに視線を逸らす。

「……そろそろ、依頼の話に移ろう」

　気まずい空気を察してか、ミャオが話題を変えてくれて助かった。

　ありがとう、ミャオ。

　感謝を込めてミャオに笑いかければ、返事の代わりなのだろう。佐川さんに見えないように、長い尻尾が私の背中にぴたりとくっついた。

「そうよね、雑談に花が咲いちゃったわ。産休に入ってから人と話すのが久しぶりで、つい」

「旦那さん、そんなに忙しいんですか？」

　それで、なかなか話せないとか？　でも敦の職場って、変わってなければ私がもともと働いてたＷＥＢ制作会社の営業部だったはず。毎回定時に帰れるわけじゃないけど、休みはしっかり取れていたような……。

「……実は、旦那とは妊娠がわかってから別れたんです」

「はあ!?」

　思わず腰を上げかけた私を諫めるように、翠とミャオの手が肩に載った。「話が進まない」と声を揃えて私を着席させる。普段は水と油で反発し合っているのに、こんなときばっかり意気投合するのだ。

「あの人、私と結婚してから浮気してたみたいで……」

「またなの!?　本当に懲りな――ふぐっ」

　怒りに叫ぶ私の口を手で塞ぎながら、翠がヘッドロックをかけてくる。妻に対してする行為ではない。

　佐川さんはプロレスを始めた私たちに戸惑いの眼差しを向けつつ、続ける。

「お風呂に入ってるときに旦那のスマホが鳴ってたから、画面を見たの。そしたら【美み緒お】って女の人からの着信で、浮気かもって……」

　敦の浮気性は、相変わらずのようだ。高嶺の花の佐川さんを奥さんにしておきながら、不安にさせるなんて最低。

「電話に出たら、もうビンゴ。敦の浮気相手だった。そこからは絵に描いたような修羅場よ」

　自嘲気味に微笑んだ佐川さんは、手元のティーカップへ視線を落とし、その縁を親指でさする。

「そのとき、私はもう妊娠してたんだけど、親になる実感もわかなくて……。敦とも子供が欲しいかとか、産む時期とか、全然話してなかったし、受け入れてもらえるのかなって不安で打ち明けられなかったの」

　その気持ち、ちょっとわかるな。翠は最高の旦那様だけど、そんな彼にさえ妊娠したことを話せないでいる。

　神様の子を宿した巫女は例外なく亡くなっている、だから子供は必要ない。それよりも私に長く生きてほしい。そう思っている彼が果たしてこの子を望んでくれるのか、知るのが怖くて今も伝えられていない。

「いろんな不安が、敦の浮気で爆発しちゃったのね。私、カッとなって『赤ちゃんができたから、もう私たちの邪魔をしないで！』って電話越しに怒鳴っちゃったの。そうしたら、『お前もお腹の子も呪ってやる』って。その数日後から……」

　佐川さんは自分の上着をめくった。露あらわになった大きなお腹には、黒くて太い血管のようなものが張り巡らされている。

「これ、どくどく脈打ってる……」

　血管のひとつひとつが生き物みたいに動いている。佐川さんは見るのもつらいのか、顔を背けていた。

「お腹が大きくなっていくたびに、この黒い血管みたいなのが増えていったの。でも、病院の先生には見えてないみたいで、もしかしたら本当に呪いかもしれないって怖くなって神社に連絡したのよ」

　身重で動けないから、電話で依頼してきたんだ。妊娠するだけでも怖いのに、こんなことになって……。佐川さん、心細かっただろうな。

「……微かに妖よう気きを感じる」

　ミャオの言う妖気というのは、あやかしの気のことだ。逆に神様は神気を纏ってるらしく、彼らは自分の生活圏であれば離れててもその存在を感じ取れるのだそう。

「呪いで間違いねえだろうな。その女はあやかしと結託して、てめえを呪ったってわけだ。腹で子供が育つと同時に、呪いも育つ」

「あや……かし？」

　聞き馴染みがないからか眉を寄せる佐川さんに、私は「幽霊みたいなものです」と補足する。他に言いようがない。

「このまま呪いが育ったら、どうなってしまうんでしょうか？」

　佐川さんは青ざめながら、翠に問う。

「女が言った通りになる。腹の子もてめえも死ぬ」

「そん、な……」

　相当ショックだったのだろう、佐川さんはへなへなとソファーの背もたれに寄りかかった。彼女のそばに行き、その手を握ると、佐川さんの不安を表すように冷たく震えている。

「翠！　もっと言い方を考えて！」

「事実を言ったまでだ。覚悟はしておいたほうがいい」

「翠の言いたいことはわかるよ。でも、そうならないようにするために、私たちがいるんでしょ！」

　私たちが言い合っていたら、佐川さんが「ううっ」とお腹を押さえて蹲うずくまる。

「えっ、佐川さん？　佐川さん、大丈夫ですか!?」

　額にびっしり浮かぶ脂汗。眉を寄せ、深呼吸を繰り返す佐川さんの顔は苦く悶もんに歪んでいる。

「お腹、お腹が……痛いっ……」

「救急車、救急車呼んで！」

　振り返りながら叫ぶと、ミャオが私の鞄からスマートフォンを取り出して連絡する。遠くで響くサイレンを、私は『早く……！』と祈るような気持ちで聞いていた。




　佐川さんは救急車で病院に搬はん送そうされ、診断結果は精神的ストレスによる腹痛だということがわかった。過度な緊張は早そう産ざんや流りゅう産ざんの原因になるので、できるだけ穏やかに過ごすように、とのことだ。

　佐川さんは頼れるご家族がいないらしく、私たちは家族ではないけれど、代わりにそばにいてほしいという本人の希望もあって付き添わせてもらった。

　壁際に立つ翠とミャオに見守られながら、私はベッドサイドの丸椅子に腰かけて、横になっている佐川さんの顔を覗き込む。

「佐川さん、今日は念のため入院だって」

　少し血色はよくなったが、一緒に働いていた頃の明るさは今の彼女からは感じられない。パサついた髪や、やつれた顔から疲れが滲にじみ出ている。

「原さん、身内でもないのに手続きとか手伝ってもらっちゃって、ごめんなさいね」

「…………」

　なんか佐川さん、家を訪ねてからずっと謝ってばっかりだな。

「『ごめんなさい』って、口癖ですか？」

「え……」

　自分で気づいてなかったのか、佐川さんは目を丸くして自分の口を押さえた。

「ハーブティーを淹いれようとしてくれたときも、お客様なのにごめんなさいって。私にそろそろ子供は考えてるのかって質問してきたときも、根掘り葉掘りごめんなさい。私たちの反応を窺ってる感じだったのが気になって……。気を遣いすぎです、もっと人を頼ってもいいのに」

　おどけるように肩を竦めると、佐川さんの目からぽろっと涙がこぼれ落ちた。

「さ、佐川さん!?　また、どっか痛みますか？」

　焦って彼女の手の甲をさする。佐川さんは私の手を見つめ、それから「違うの」とかぶりを振った。

「旦那と別れてから、ひとりでこの子を育てていかなきゃって気を張ってて……っ、でも、こんな呪いとかわけわからないことに巻き込まれて、不安だったの。けど、頼る人もいなかったから……っ、原さんの言葉がうれしくて……っ」

　こんなにボロボロの佐川さんと赤ちゃんを置いて、敦はなにをしてるの。

　もう別れている相手に文句を言ったところで、現状は変わらない。でも、敦の女癖の悪さが招いたことなのに、佐川さんだけが苦しむなんて理不尽だ。

「原さん、アパートで『お腹の中で赤ちゃんを育ててるだけでも大仕事』って、言ってくれたでしょう？」

　それって、ハーブティーを淹れてくれようとした佐川さんに、私がかけた言葉だ。

「はい……」

　私が頷くと、佐川さんは震える声で続ける。

「私、お母さんが頑張るのは当たり前だって思ってて、だけど誰も私の頑張りを見てくれない、それが苦しくもあったの。でも、原さんはそんな私の頑張りを認めてくれたんだって、そう思ったら泣きそうになった」

「それだけ、追い詰められてたってことですよね……」

「そうかも。私、こんなに涙もろくなかったんだけどな。こんなに弱くちゃ、お母さんになんてなれないわよね」

　これまで抱え込んできた不安そのものであるかのように、拭っても拭っても佐川さんの涙は止まらない。

「あの、ネットに載ってたんですけど、妊娠すると、こう……心が不安定になりやすくなって、悪いほうに考えがちになるんですって」

「そうなの？」

「はい、だから佐川さんが弱いわけじゃないですよ。それに、偉そうになに言ってるんだって思われてしまうかもしれないんですけど、飲み物に気をつけたりとか、佐川さんなりに一生懸命やってるじゃないですか」

　たかが飲み物、ではないのだ。これまでの生活が変わるって、それがたとえ些細なことでもものすごくストレスがかかる。

「旦那さんのこともあっていっぱいいっぱいだったはずなのに、ひとりでこの子を育てていかなきゃって思えるなんて、佐川さんは強いです」

「……っ、ありがとう」

　佐川さんが上半身を起こして、私に抱きついてきた。その背中をさすっていたら、しばらくして佐川さんが顔を上げる。

「原さん、私はこれからどうしたらいい？　もう、なにを聞かされても大丈夫。だから、私にできることを教えて」

　お母さんって、すごいな……。さっきまで不安でたまらないって顔をしていたのに、もうしゃんと前を向いてる。

「解決するのは俺たちだ。てめえは身体を休めるのが仕事だろ」

　翠がこちらに歩いてきて、私の隣に並んだ。

「うん、翠の言う通り、佐川さんは赤ちゃんのために健康でいないと。だから、今回のことは私たちに任せてください」

　ポンッと胸を叩けば、佐川さんは笑みを浮かべて「わかったわ」と力強く頷いた。

「……じゃあ、僕たちは呪いをかけた女の人のところへ行く？」

　首を傾げるミャオに、私は「だね」と返す。

「でも、あやかしと結託って、その人もあやかしが見えるのかな？」

「……もしくは、あやかしが人間に化けてそそのかしたかのどっちか」

「なんでまた、あやかしはそんなことを……」

「……さあ。直接本人に聞いてみないことには、わからない」

　その女の人を訪ねるとなると、居場所を知っているのは敦だけになるよね。気乗りはしないけれど、佐川さんのためだ。

「佐川さん、旦那さんの連絡先を教えてもらえますか？」

　私は削除してしまったので、もう連絡が取れない。なのでお願いすると、佐川さんから連絡をしてくれて、夕方に会えることになった。

　通話を切った佐川さんは、お腹を押さえながら言う。

「原さん、お願い。私の命はどうなってもいい、どうかこの子を助けて」

　そのときの佐川さんの表情は、やっぱり強いお母さんだった。




「さっきあの女に話してやがった、ねっとの情報……だったか？　なんであんなこと調べてやがった」

　病院を出て敦との待ち合わせ場所へ向かう最中、訝しげに翠が問い詰めてくる。

　そうだよね、妊娠すると心が不安定になりやすいとか、妊娠してなかったら普通調べないよね。そう〝妊娠してなかったら〟。

「なんとなく……気になって」

「てめえ、それで言い逃れできると思ってんのか」

「言い逃れもなにも、やましいことなんてないから」

「――静紀」

　腕を掴まれ、私は足を止める。ミャオは私たち夫婦の問題だと思ったのか、少しだけ距離を取って待機していた。

「俺たちはあの夜、心も結ばれたんじゃなかったのか」

　あの夜とは、もちろん身も心もひとつになった日のことを言っているのだろう。

「そう……だよ」

「ならなんで、てめえは俺に隠し事をしてやがる。子供のことか？」

　翠の口から『子供』という単語を聞くと、心臓に悪い。

　もしかして、私が妊娠したことがバレた？

　鼓動が早まり、私は焦っているのを悟られないようにふうっと息を吐く。

「てめえは子供が欲しいんじゃねえのか？　だから、そのねっと……とかいうやつで、身籠ったときのことを調べてたんだろ。俺が子供は必要ねえって言ったから、言い出しにくくなってたんじゃねえのか？」

　それはそうなんだけど、そうじゃないというか……。本当は翠が心から子供を望んでくれるまで、待つべきだったのかもしれない。もちろん、あの夜のことは後悔していないけれど、こうして子供ができてしまって、翠に喜んでもらえなかったらと思うと怖い。

「……その話は、佐川さんのことを片付けてからにしない？　今は、ふたりの命が懸かってるんだから」

　翠は私がなにかを隠しているのに気づいてる。それでいて知ろうと歩み寄ってくれたのに、私はのらりくらりと赤ちゃんのことを黙り続けて……さすがに嫌われるだろうな。

　これはもう項垂うなだれるしかなく、じっと地面を見ていたら、翠はため息をつきながら私をそっと抱き寄せた。

「――てめえは本当に頑固だな。思い通りになりゃしねえ」

「翠……怒ってないの？」

　その胸に手を当てて顔を上げれば、自分がなんて愚かな問いかけをしたのかに気づく。向けられた眼差しは、ただただ私を案じていた。

「てめえがなにを抱えててもいいけどな、それに押し潰されそうになる前に俺にぶちまけろ。自分ひとりでなんとかしようと思うんじゃねえ」

　私がなにに悩んでるのか知らないはずなのに、その言葉は安心感をくれる。こんなにも不誠実な嫁に、翠はどうして寄り添ってくれるのだろう。

『勇気が出せなくてごめんね』と『そばにいてくれてありがとう』の代わりに、私は翠の背中に腕を回した。

　そうして近くて遠いお互いの存在を繋いだあと、私たちは敦との待ち合わせ場所であるホテルのロビーにやってきた。

　約束の時間まではまだ十五分あるのだが、敦は仕事の合間を縫ってきたのか、スーツ姿で窓際のソファー席に腰かけている。

　あれから二年か……敦は三十二歳になるんだっけ。遠目から見ても、全然変わらないな。

　営業マンの職業病なのか、付き合っていたときも彼は必ず私より先に待ち合わせ場所に到着していた。そういうところを誠実だと勘違いしていた私は単純だ。

　翠とミャオを引き連れ、まずは私ひとりでコーヒーを飲んでいる彼の前に座る。

　敦は私が来ることを知らない。事前に伝えると会ってくれないと思ったので、佐川さんとの待ち合わせということにしてあった。なのでカップから顔を上げた敦は、目の前に私がいるのに気づいた瞬間、ぶほっと軽くコーヒーを吹き出す。

「げほっ、けほっ……なんで静紀がここに来るんだよ！」

　ミャオが心底嫌そうに「……汚い」と呟き、翠を盾にしてその背後に隠れた。翠は舌打ちをして、席を立てないように敦の隣にドカッと腰を下ろす。

「てめえに用があるからに決まってんだろ。あとな、俺の嫁の名前を呼び捨てにするんじゃねえ。舌を切り落とすぞ」

　メンチを切られた敦は「ひいっ」と小さく悲鳴をあげ、必死に翠に背を向けている。はたから見たら金を巻き上げに来たヤクザと、借金をしてるサラリーマンの絵面だ。

「……翠が本当に刀を取り出す前に、本題に入ったほうがいい」

　ミャオが私の隣に腰かけながら、恐ろしいことを言う。

「そ、そうだね……えと、今日ここに私が来たのは佐川さんのことで話があって」

　佐川さんの名前が出た途端、敦の顔色が変わった。明らかに動揺した様子で視線を彷徨さまよわせている。彼にとって触れられたくない話題なのだろう。だが、敦の事情など知ったことではない。

「敦、浮気して佐川さんと別れたよね？」

「なんだよ、俺を責めに来たのか？　だとしても、元カノのお前には関係ないだろ」

「違う、私は敦が浮気しようが、もうこれっぽっちも興味ない。ただ、お願いがあるの。敦が浮気した女の人に会わせてくれないかな」

「はあ？　なんでだよ」

　そりゃあ、理由くらい知りたいよね。だけど、『元奥さんが、その浮気相手に呪われてます』だなんて話したところで、信じてもらえるとは思えない。

　どうしたものかと悩んでいたら、ミャオが私の服の袖をついついと引っ張った。

「……静紀は直球勝負が得意でしょ。考えても答えが出ないときは、とりあえず当たって砕けろ」

「ミャオ……そうだよね、砕けちゃダメだけど、せいぜいひび割れ程度で済むくらいに説得してみる」

　余計なことを考えるのはやめた。ミャオのおかげで勇気が出た私は、小声でそう返して敦に向き直る。

「私、今は龍宮神社で巫女をやってるの。そこはただの神社じゃなくて、こう……あやかしとか、ちょっとお化けチックな問題とか事件とかを解決したりもしててね」

「おいおい、別れた相手に怪しい宗教の勧誘か？　その手には乗らないぞ、俺は」

　バカにしたように鼻で笑う敦だったが、ガタンッと翠がテーブルに拳を落とした瞬間、縮こまる。

「いいから黙って聞いてろ」

「はい……」

　ぶるぶる震えながら何度も頷く敦には悪いけれど、翠のおかげですっきりした。

「話を続けるけど、私が働いてる神社に佐川さんから電話があったの」

「陽子から？」

「うん、佐川さんは自分が呪われたかもしれないって」

「そんなわけないだろ、呪いなんて迷信だ。陽子は浮気された腹いせに、呪いだなんだって騒いで俺の気を引きたいだけなんだよ」

　呪いを疑うのは普通の人の反応だけど、佐川さんは本当に呪いで苦しんでいるのだ。それを間接的にとはいえ引き起こした張本人に、まったく悪気がないなんて……。

　カチッと私の中の怒りのスイッチが入る。

「佐川さんは、奥さんだった人でしょう？　一度はこの人と生きていくんだって思った人なんでしょう？」

　爆発しそうになる感情を抑えながら、薄情な彼にも伝わるように静かに諭していく。

「確かに呪いなんて信じられないかもしれないけど、呪いが真実かそうじゃないかが重要なんじゃなくて、そんなふうに考えてしまうほど追い詰められてるんだなとか、佐川さんを心配する心は少しもないの？」

　もしその心がないのだとしたら、どんなに一度好きになった相手だからって軽蔑する。人にはいい部分も悪い部分もある。完璧な人なんてどこにもいないし、欠点ばかりが目についてしまいがちだから、誰かに恋したり愛したりするのって、実はものすごく難しいことなのだと思う。

　でも、敦と佐川さんは恋愛をして、相手の汚い部分も大なり小なり気づきながら結婚した。そこまで心を通じ合わせた相手なのに、どうして信じてあげないのだろう、大切にしてあげないのだろう。

「このままじゃ、お腹の子供が育つほど呪いも育って、佐川さんも赤ちゃんも死んじゃうんだよ」

「っ！　そんなの、信じられるわけ……」

「佐川さんのお腹には、黒い血管みたいなものがいっぱい張り巡らされてた。病院には行ったらしいんだけど、先生にはそれが見えなかったみたい。だから私たちに相談してきたの。呪いが現れたのは、佐川さんが敦の浮気相手からかかってきた電話に出てからだって」

　敦は心当たりがあるような顔をする。

「電話越しに『お前もお腹の子も呪ってやる』って言われたみたい」

「陽子、そんなことひとことも……」

　少しだけ敦の表情に後悔が滲んだことに、ほっとする。彼の中にも愛情が残っていたのだと、確認できたから。

「その頃、佐川さんにはもうお腹の中に赤ちゃんがいて、だけど敦と子供の話とか全然してなかったから、言い出しにくかったって」

　敦は下を向いて黙り込む。隣に座っていた翠は息をつき、腕組みをしながら背もたれに寄りかかった。

「自分の女の悩みにすら気づけねえ。それを情けないとは思わねえのか」

　翠の問いかけに、やっぱり敦はだんまりだった。

「俺はそんな自分を不甲斐ねえと思う」

　翠……？

　目線を落とし、つらそうに眉を寄せる翠。

　今は敦の問題について話しているはずなのに、なんでそんな自分を責めるような言い方をするんだろう。単に自分が敦の立場だったらそう思う、というわけではなく、まるで翠自身が懺悔をしているように聞こえた。

　そう感じたのは間違いではなかったようで、翠は敦に話しながらも私のほうをまっすぐに見据えている。

「自分の女に頼ってもらえねえのは、男として力不足だからだ。自分の女がひとりでなにかを背負おうとしちまうのもな」

　翠は私の心を見透かす力でもあるのだろうか。妊娠のことを話せず、ひとりであれこれ悩んでいる私に気づいているかのような物言いだった。

「だから、情けねえなりに努力しろ。せめて、大事な女のそばから離れるな。本心を隠されようが、思い通りにならない女だろうが、一度自分の懐に入れた女だ。どんな姿になろうが受け止める。それができねえなら、契りなんざ結ぶんじゃねえ」

　なにも話さない私に、どうして翠はあんなにも寄り添ってくれるのか不思議だった。

　でも、翠は私が打ち明けられないのは、自分が頼りないからだと思っているんだ。それでいて、翠なりに私にできるのはそばにいることだと考えてくれた。

　言い出せないのは私の弱さのせいなのに、翠はどこまでも愛情深い神様だ。

　ありがとう、翠。

　まだ覚悟が決まらなくて、なにに対しての『ありがとう』なのかは直接伝えられないけれど、この想いは彼を見つめる視線に込めた。

　それに気づいてくれたのか、翠も私を曇りない瞳で見つめ返してくれる。大丈夫、私たちの心はちゃんと繋がっている。

「……俺、子供とか正直面倒だと思ってたんだ。なのに陽子からできたって聞いて、家庭に縛られる気がしてさ。家にいると窮屈で……逃げた」

　なら結婚なんてするな！と言いたいところだが、女の人でも妊娠は戸惑うことばかりだ。

　もちろん赤ちゃんができてうれしいって、そんな幸せいっぱいな妊娠もあるだろう。

　でも、これから親になれるのか、仕事はどうしようとか、自分のしたいことができなくなるとか。ひどいと思われてしまうかもしれないが、そんな心配もしてしまう。

　これまで当たり前に送っていた日々が、ガラリと変わるのだ。なんとなく決めていた人生設計も、きっと子供中心の生活になるんだろう。それは楽しみであると同時に不安でもある。

　そんなふうにお母さんだけじゃなくて、お父さんになった自分が想像できなくて、敦のように逃げたくなってしまうこともあるのかもしれない。だからといって、本当に逃げるのは理解しがたいけれど。

「これまで付き合ってる相手が自分の求めてる子と違うなって思うと、すぐに他の子に乗り換えてきた。そうやっていろんな子と付き合っていけば、いつか理想に近い子が見つかるかもしれないだろ」

　そうして品定めするように、とっかえひっかえ付き合っていたんだ。その中には私もいたわけで、今の自分に翠がいなかったら、ものすごく傷ついたんだろうな。

　彼の考えを聞いて悲しいと思わないのは、私のことをいちばんに愛してくれる夫がいるからだ。

　敦に振られてボロボロだった私に、求められる幸せと求める幸せを教えてくれた。ふたりでお互いの傷を癒やして乗り越えてきた強い絆が、心の芯となって私を強くしてくれている。

「そのとっかえひっかえしてきた女の子の中で、佐川さんは敦の理想の人だったんじゃないの？」

　敦は頷く。

「ああ、気立てもよくて、一歩下がって俺を立ててくれるのもよかった」

「……ところどころゲス発言」

　ぼそりとミャオがこぼした呟きは敦の耳にも届いていたようで、渋い顔をしながら「うっ」とうめく。

　敦はわりと最初の段階で、人としてどうなんだというような言い分をぶちかましていたので、気にしたらツッコミが間に合わなくなる。

「とりあえず最後まで聞こう？　で、その理想の嫁から逃げてしまった敦は、これからどうするの？」

　私たちの目的は浮気相手の女性に会わせてもらうことだ。それさえ果たしてくれれば、それでよかったはず。

　だけど、本当にそれだけでいいんだろうか。お節介だって自覚はある。でも、浮気相手と引き合わせてもらって、はい終わり……じゃ、敦はいつまで経っても切り捨てられるほうの気持ちを知らないままだ。付き合っている彼女がどれだけ心を尽くしても、理想と合わなければきっとまた捨てる。古くなってくたくたになった服や、サイズが合わなくなった靴を捨てるみたいに。

「よりを戻せって言ってるんじゃないの。ただ、佐川さんのお腹の中にいるのは、敦の子供でもあるんだよ？」

　これまで彼女を捨ててきたみたいに子供からも逃げてしまったら、敦はこれから誰とも真剣に付き合えなくなってしまう。

「子供ができるって、奇跡みたいなものだと思うんだ。病気とか、他にもいろいろ事情があって産めない人もいる。それでも、敦たちは授かれた」

　たった一回だ。私は翠と結ばれたあの夜に、この子たちを授かった。

　命に関わるため、巫女が神様の子を妊娠するのはご法度。そう忠告されていたのに、翠と繋がりたいという心を止められなくて……。

　たった一度の交わりで、だけど生涯忘れられないほどの愛しさを注がれて、私のところに来てくれた双子。この子たちの命は、私の命と天秤にかけられている。

「それで、無事に生まれてきてくれるのも奇跡。妊娠も出産も命懸けなんだよ」

　他人事とは思えず、自分のお腹を押さえた私は泣きそうになるのをぐっと堪えた。

「今日だって、呪いのこととか赤ちゃんのこととか、精神的に追い詰められたせいで佐川さん倒れちゃったのに、敦はどうしてそばにいてあげないの！」

「え……陽子が倒れたのか？　嘘だろ、陽子は無事なのか？」

　敦が血の気を失くした顔で、テーブルに身を乗り出した。ガタッとカップが揺れ、軽くコーヒーが飛び散る。

「今のところは。だけど、できるだけ穏やかに過ごさないと、お腹の子にもお母さんの身体にも悪いって。早産とか、流産の原因にもなるからって、先生が……」

「そう、か……。正直、呪いとかはまだ信じられないけど、俺が招いたこと……なんだよな」

　力なく座り直し、敦は頭を抱える。

「敦は次に行けばいいって、簡単にそう思うかもしれない。でも、敦を好きだった女の子たちは、なにも言わずに無責任に消えられたら、どうして捨てられたんだろうってたくさん悩むし、傷つくんだよ」

「……それ、静――お前の実体験？」

「そうだね、今はもう翠のおかげで乗り越えたけど」

　そう答えて翠を見れば、強く見守るような眼差しが返ってくる。そう、私はこの神様にずっと救われてきた。

「佐川さんと夫婦の関係が終わったとしても、お腹の子供が生き続ける限り、あなたは父親でしょう？　それが命を生み出すと同時に背負う、責任なんじゃないかな」

「……それから逃げるのは、最低……だよな」

　敦はそう言ったきり沈黙し、目を閉じていた。やがて息をつくと、ゆっくり瞼を持ち上げる。敦の瞳には、どこか芯があった。

「俺は、どうしたらいい？　陽子たちのためになにをすればいいかな」

　彼の目は、お腹の子を助けるためにどうしたらいい？と私に尋ねたときの陽子さんの目にそっくりだった。案外、似た者同士なのかも。

「陽子さんと赤ちゃんにかけられた呪いを一緒に解こう。あとは、ひたすら佐川さんのそばにいてあげること」

「静紀……あ」

　うっかり私の名前を呼んだ敦は、隣から黒いオーラを感じたのだろう。頑なに翠のほうは見ずに、ダラダラと汗をかいていた。

　敦の顔に死相が出てる……。

「……独占欲強すぎて、余裕がない男は嫌われるよ」

　ミャオが勇者発言をすると、鋭利な視線がこちらにも飛んできた。ミャオはベーッと舌を出して対抗している。この席の空気だけピリついていて、生きた心地がしない。

「もう、みんなチームワーク大事にしようよ。これから佐川さんのために立ち上がる同志なんだから」

「協力関係は結んだが、俺はまだこのゲス野郎を許してねえ。てめえのせいで恋愛に臆病になった静紀をものにするまでに、どれだけ苦労したと思ってやがる」

　ああ、ついにクズ野郎からゲス野郎に評価が下がった……。

　言い始めたミャオが一枚噛んでいるのに違いないのだが、敦の話を聞いたら誰だってそう改めざるを得ない。

「翠、ごめん。でも今は、どうかその私怨をお捨てください、神様」

　拝むジェスチャーをしてみせれば、無論、殺傷能力抜群の睨みが返ってきた。とばっちりだ。

「静……いや、原はどうしてそこまで、俺と陽子のことを気にかけてくれるんだ？　お前にとっては、その……陽子は浮気相手で、俺は浮気した最低男のはずだろ？」

「あつ……」

　敦、と呼びそうになって口を噤む。

　別れた彼氏をいつまでも親しげに下の名前で呼ぶのは、翠も面白くないよね。

「田部さんに浮気されたときは、そりゃあ落ち込んだし、許せないって思ったよ」

「なら、なんで……」

「理由はふたつ。私にとって田部さんは傷でしかないけど、それでも一度は心を許した人だから、まっとうに生きてほしいっていうあなたへの情と、もうひとつは私のため。あなたを好きになれてよかったって、いい過去にしたいんだ」

　理由を聞いた田部さんは目を見開いたあと、「そうか」と頼りなさげに笑う。

「いい女になったな」

「今さら気づいても遅ぇ。静紀はもう、俺の女だ」

　翠は得意げに口端を上げた。

「逃した魚は大きかったってわけか」

　テーブルに手をついて、ゆっくりと立ち上がった田部さんのお尻を「そういうこった」と翠が蹴る。田部さんはビタンッと痛そうな音を響かせて、通路へと転がった。

「話がまとまったんなら、さっさと呪いをかけた女のところに行くぞ。ゲス野郎っつう汚名を返上できるよう、せいぜい男として落とし前つけるんだな」

　お尻をさすりながら涙目で振り返る田部さんを、冷笑して見下ろす鬼……じゃなくて神様。

　周囲の客はただならぬ雰囲気を感じ取ってか、遠巻きにちらちらとこの席の様子を窺っている。その中でぺろりと手の甲を舐め、毛け繕づくろいするミャオのマイペースぶりもいっそ尊敬する。

　とにもかくにも、鬼畜なドＳ神様は今日こんにちも健在です。




　田部さんの浮気相手は磯いそ村むら美緒さんというらしい。佐川さんと別れて家を失った田部さんはこのホテルに連泊しているそうで、磯村さんは仕事が終わったあとにほとんど毎日ここへ会いに来るのだとか。いわゆる通い妻状態だ。

　私たちは田部さんが泊まっている部屋にお邪魔して、彼女が訪ねてくるのを待った。

　しばらくして、ドアがノックされた。「敦さん？」と透き通った女性の声がする。田部さんがドアを開けると、長い黒髪の美女が入ってきた。田部さんと同い年くらいだろうか。大きく胸元が開いた短いタイトワンピースを身に着けた彼女は、なかなかに刺激的な格好をしている。

「敦さん、そちらの方々は？」

「そのことも含めて、美緒に話があるんだ」

　田部さんが磯村さんを中に通すと、ベッドに腰かけていた翠が立ち上がる。

「回りくどい。単刀直入に聞く」

　玄関で困惑しながら立ち尽くしている磯村さんに近づいていった翠は、その背後のドアに向かってガンッと足をついた。

　びくりと震える磯村さんに、もう逃げ場はない。

「佐川陽子に呪いをかけたな」

「っ！　な、んのこと？　呪いだなんて、突拍子もない」

　彷徨う視線、頑なに翠から目を逸らす不自然な態度。彼女がとぼけているのは、明らかだった。

「……言い逃れはできないよ。きみから、有り得ないくらい妖気を感じる」

　ミャオが畳みかければ、磯村さんは壁際でおどおどしながら成り行きを見守っていた田部さんのほうを向く。

「敦さん、これどういうことなの？」

「……美緒、正直に話してほしい。陽子……俺の妻とお腹の子を呪ったのは……本当か？」

「あ……敦さんまで、おかしなこと言わないでよ。呪いなんて……あるわけないじゃない」

「俺だって呪いなんて信じられないさ！　けど、妻がきみに呪われたって言ってるんだ。俺は……妻が嘘をつくとは思えない」

　それを聞いた磯村さんは、「なにそれ……」と下を向いた。その表情を確認することはできないが、全身を怒りに震わせている。

「私のために奥さんと別れたって言ったじゃない。なのに結局、私よりも奥さんをとるの？」

　突然、ホテルがゴゴゴゴッと地響きを鳴らして揺れ始めた。

「なにこれ、地震!?」

「ただの地震じゃねえ」

　後ろに飛び退いた翠は目を細めて、磯村さんに鋭い視線を送る。

「妖気に当てられて狂ってやがる。どこかのあやかしが、この女を操ってんだよ」

「そんなことが、あやかしにできるの？」

「強いあやかしならな。ちっ、きな臭くなってきやがった」

　不愉快そうに翠が舌打ちをすると、磯村さんは両手で顔を覆った。

「敦さんは私のものなの……絶対にあの女になんか渡さない！」

「み、美緒、落ち着け。は、話をしよう」

「私は落ち着いてるわ、敦さん。話なんて必要ない。敦さんが気移りしないように、あの女を……殺シテアゲルカラ！」

　にたりとしながら叫び、磯村さんは部屋を飛び出す。その叫びは磯村さんとは別の誰かの声も重なって、二重に聞こえた。

「あんなの野放しにしたら、怪我人が出る」

　ミャオの言うように、ここには大勢の宿泊客がいる。私たちは頷き合って、慌ててそのあとを追いかけた。廊下の先を走る磯村さんは、まるで蜘蛛のように床に四つん這いになり、ホテルの外へ向かっていく。

「僕、先に行く」

　ミャオはぼわっと炎を纏って巨大な化け猫へと姿を変えると、風のような速さで磯村さんを追った。

「なんだあれはっ、人間の動きじゃないじゃないか！　それに、一緒にいた中学生はどこに行ったんだ!?」

　へとへとになりながら、後ろをついてくる田部さん。化け猫になったミャオの姿は、彼には見えていないらしい。霊感がない人からしたら驚きの連続だろうが、説明している暇もない。泣きべそをかいている田部さんを不憫に思いつつ走っていたとき――。

　ドンッと爆発音がして、ホテルが大きく揺れた。

「きゃっ」

　立っていられず、私は地面に倒れ込む。

「いったた……」

「は、原、大丈夫か？」

　近くにいた田部さんが先に立ち上がって、私に手を差し伸べた。その手に掴まろうとしたら、

「てめえは引っ込んでろ」

　と田部さんを視線で制し、翠が私の前に膝をつく。そして私を横抱きにするや、軽々と立ち上がった。

「ここにいられると邪魔だ。てめえは自分の女のとこに行け」

「……あ、病院は『ふじ東ひがし総そう合ごう病びょう院いん』だから！　今度こそ佐川さんのこと、守ってあげてね！」

　翠の腕の中から、佐川さんの入院先を教える。田部さんは「わかってる！」と強く答え、妻のもとへと走っていった。

　ミャオと磯村さんの気配を頼りに、翠は私を抱えたまま猛スピードで廊下を進む。

『食堂で火災発生、食堂で火災発生。慌てず、速やかに避難してください』

　ホテル内に流れるアナウンス。ミャオのもとに駆けつけると、ツイていないことにその出火元である食堂で磯村さんを追い詰めていた。

　私は翠に地面へ下ろしてもらい、黒煙の向こうにいるミャオに叫ぶ。

「ミャオ！　怪我はな――けほっ、げほっ……」

「阿呆が、大声出したら煙を吸うに決まってんだろ」

　翠は神様の姿に戻り、咳込む私を後ろから抱き寄せた。そして、私の鼻と口を自分の着物の袖で覆ってくれる。

「うっとうしい火だ」

　前に突き出された翠の手に、渦を巻くように風が集まる。そこに灰色の雲が生まれ、翠が手を上げると――。

　雲はぶわっと天井を覆い、室内に雨が降った。さすがは風を吹かせ、雲を動かし、天候を操る龍神様。室内は翠のおかげで消火されていく。

「邪魔をしないで……私はあの女を……！」

　磯村さんの身体から、黒くて禍々しい炎が噴き出す。強い風が吹き、私は翠にしがみついた。

「あの女の身体と妖気がかなり癒着してやがる。その妖気を引き剥がす負担は大きい。下手したら死ぬぞ、あの女」

「死……っ、妖気を引き剥がしても死なない方法は？」

「妖気を引き剥がしながら、同時にあの女の身体も癒やすしかねえ。それには大量の神力がいる」

　翠の言わんとすることは、そこまで聞けばわかった。

「私の舞が必要なんだね」

　この身に宿る神力を捧げ、神様である翠を癒やし、力を高めることができるのは巫女の私だけ。

「静紀、いけるな？」

　神や人間、そしてあやかし。求められれば誰のためにでも舞い、その心を楽しませ、癒やすのが私の仕事だ。

「うん」

　翠の隣に並び、私は胸に手を当てる。そこに熱を感じ、ふわりと白い光が灯った。静御前が弟子と認めて授けてくれた扇を胸から取り出す。

　私の身体を光が包み込み、私服はみるみると巫女装束へと変わった。額にも花を飾った冠がつく。

　私たち巫女は神様に愛される存在。天高くから見物している神様たちが、こうして祝福するように着飾ってくれるのだ。

　私はすっと扇で顔を隠し、いざ舞わんとすると、どこからかピュウウウウ～ッという笛の音が響いてくる。

　土地には古くから産うぶ土すな神がみと呼ばれる神様がいて、巫女はそうした土地の守り神が奏でる雅楽の調しらべの中で舞う。

「――天地の～、神にぞ祈る～」

　歌いながら身を翻し、扇で宙をなぞる。扇からは金粉のごとき光の粒がこぼれ、空気を清めていく。

　磯村さんを死なせない。そのために翠に力を――。

　願いに反応するように、私の中で力が膨れ上がる。翠もそれを感じたのか、腰の剣を抜いた。

「力が集まってきやがる」

　白く輝き出す刀を見下ろし、翠はぐっと剣柄を握りしめた。そして、傷つけないよう加減しながら磯村さんを咥くわえ、動きを封じているミャオに向かって声を張る。

「化け猫！　しっかりその女を押さえとけ！」

「……わかってる」

　翠が刀を手に駆け出した。黒い炎が彼女の身体から放たれ、ミャオは熱さに眉を寄せたが、決して磯村さんを離さない。翠も叩きつけんとばかりに振り下ろされる炎の鞭を蛇行しながら避け、ついに――。

「「…………」」

　一瞬だけ翠とミャオが視線を交わした。絶妙のタイミングでミャオが磯村さんを解放し、後ろに下がる。

「はあっ！」

　翠は神力を纏った刀を勢いよく、磯村さんのお腹に突き刺した。

「ギャアアアアッ」

　悲鳴をあげる磯村さんに、大量の神力が流れ込む。それが黒い炎――妖気を身体の外へ押し出しているのが目視できた。

「荒療治だが……っ、我慢しろよ」

　磯村さんの腹部からは、血は出ていない。翠の刀は磯村さんの身体を傷つけてはいないようだ。

　翠が磯村さんから、妖気を引き剥がそうとしてる。私はそのぶん、傷ついた磯村さんの身体を癒やすために、もっともっと翠に力を送らないと！

　心に反応するように、扇は長い五ご色しき絹ぎぬがついた神楽鈴へと変わる。

「朝なぎの～、海のごとくに～、波たた……」

　歌っている途中で、心臓がドクンッと痛みを伴って音を立てた。

「あっ……う、ううっ……」

　急速に身体から力が抜けていく。ガクンッと膝から崩れ落ち、持っていた神楽鈴は床に転がって、弱々しく鈴の音を響かせた。

　なに、これ……？

　両手をついて、自分の身に起きたことに頭が真っ白になっていると、

「静紀？　どうした！」

　翠が磯村さんに刀を押し込みながら、こちらを心配そうに振り返る。

　自分でもわからないけど、翠のために高めた力が別のなにかに吸い取られていくような感じがする。

　へばってる場合じゃないのに！

　なんとか四肢に力を入れようとするも、やっぱり立てなかった。

「これでおしまい？　なら、反撃させてもらうワネ」

　小首を傾げながら、目を三日月のようにしてまたにたりと笑う磯村さん。きゃはははっと笑い、彼女の生み出した黒こく炎えんの鞭が翠を襲う。

　いけないっ、今の翠は身動きがとれない！

　磯村さんから刀を抜けない翠めがけて、炎の鞭が容赦なく振り下ろされる。

「やめ、て……っ、翠！」

　思わずぎゅっと目を瞑る。

　私が役立たずのせいでっ。翠になにかあったら、私……っ。

　怖くて目を開けられずにいる私の耳元で、「大丈夫だ」と静御前の声がした。はっと瞼を上げれば、炎の鞭をミャオが噛み千切るところだった。

「よ、よかった……」

「呆けている場合ではないぞ。すぐに舞う準備をするのだ」

　大人の姿で現れた静御前に、私は「うん！」と頷き、もう一度立ち上がろうとする。けれども、やっぱり脱力感と倦怠感がひどく、身体は言うことを聞かない。

「くっ、どうしてなの？　身体に力が入らないっ」

「……身籠ったことと、なにか関係があるのやもしれんな。いい、お前は無理をするな。ここは私が引き受けよう」

　私の前に立った静御前が声を潜めてそう言い、扇を構えて舞い出す。

「――吉よし野の山やま～、峰みねの白しら雪ゆき～、踏み分けて～、入りにし人の跡ぞ恋しき～」

　足りない神力を補うために静御前が舞い始めると、翠は私のほうを気にしつつも妖気を引き剥がす作業を再開した。

「グ、グルジイ……グルジイッ……ガアアアアアッ」

　背を仰け反らせ、磯村さんは断末魔の叫びをあげる。その身体から完全に妖気が消えると、磯村さんは糸が切れたあやつり人形のように崩れ落ちそうになった。床にぶつかる前に翠が受け止め、ゆっくりとその場に寝かせる。

　そしてすぐに、翠が私のもとへと駆け寄ってくる。それを見て、静御前は空気に溶けるように消えていった。

「翠……磯村さんは、大丈夫……なの？」

「人の心配してる場合か。てめえは、なんでこんなに神力が弱まってやがる」

　私のそばに膝をつき、翠が頬に手を添えてくる。

　静御前も言ってたけど、お腹の子が影響しているのは間違いなさそう。見当はついていたものの、私は翠から顔を背けて嘘を吐く。

「私にも、なにがなんだか……」

　この返答に翠は納得がいかないような顔をして、物言いたげに見つめてきた。でも、それ以上は追及せず、ため息をつく。

「てめえの嘘は、てめえを追い詰めたりしてねえか」

「え……」

　思いがけない問いに、翠のほうを向いてしまう。

〝夫にもつかなきゃならねえ嘘ってなんなんだ〟と、責められてもおかしくなかった。出会った頃の彼なら、きっとそうしていただろう。でも、翠は偽りばかり重ねる私を気遣っている。

　翠だって嘘をつかれて傷ついてるはずなのに……。『人の心配してる場合か』は、こっちのセリフだよ。

　自分を嘲笑して、私は頬に触れている翠の手に自分の手を重ねた。

「ごめん……」

　妊娠のこと言えなくてごめん、嘘をついてごめん、不安にさせてごめん、私が本当のことを話せないのは自分のせいだって責めさせてごめん。

　今の謝罪には、いろんな『ごめん』が詰まっている。

　罪悪感と申し訳なさに俯く私を、翠は無言で引き寄せた。服越しに感じる翠の体温が気にするなと慰めてくれているようで、じんわりと目に涙が滲む。

「……彼女、目を覚ましたみたい」

　磯村さんを覗き込んでいたミャオが、ためらいがちに声をかけてくる。私たちの会話を邪魔していいものか、悩んだようだ。

　私は翠に横抱きにされ、磯村さんのところへ行く。磯村さんはまだ頭がはっきりしないようで、目の焦点が合わない。

「磯村さん、どこか痛いところはありませんか？」

「あなた……敦さんの部屋にいた……？　ここ、敦さんが泊まってるホテルの食堂よね？　嘘、私……なんでこんなところにいるの？」

　磯村さんは震えながら辺りを見回していて、混乱している様子だった。

　もしかして、操られてた間の記憶がないの？

　私は翠とミャオと顔を見合わせる。

「てめえは誰に、田部敦の元妻を呪うよう頼みやがった」

　翠の詰問に、びくりと磯村さんの肩が跳ねる。

「な、なんのこと……」

　引きつった笑み、泳ぐ視線。その動揺ぶりからして、彼女の脳裏にはしっかりと〝協力者〟の存在が浮かんでいるのだろう。

「……きみは今まで、あやかしに操られてた。そのあやかしが口封じのために、きみを襲いに来るかもしれない。僕たちに協力しておいたほうが、身のため」

　ミャオの最後のひと押しが効いたらしい。磯村さんは観念したように目を伏せる。

「ネットで調べたの……妊婦を呪うにはどうしたらいいかって。そしたら、妊婦専門の呪術師がいるって知って……」

　妊婦専門の呪術師……今の時代はそんなものまでいるんだ。世も末だ。

　そのあとの磯村さんの話はこうだ。磯村さんはサイトからその呪術師に連絡して、カフェで待ち合わせをしたらしい。それからどうして呪いたいのか、どんな目に遭わせたいのかを聞かれ、話しているうちに頭がぼんやりとして、気づいたら呪術師は目の前から消えていたそう。

「その日から私、ちょっとしたことでも怒りやすくなっちゃって。今日みたいにときどき意識がなくなることも……あったわ」

「てめえを操ってたあやかしの妖気は引き剥がした。もう感情の起伏が激しくなったり、意識が飛ぶことはねえ。この女を介して佐川陽子に呪術がかけられていたからな。呪いもこれで解けたはずだ」

　翠の言葉に胸を撫で下ろす。

　佐川さんの呪い、これで解けたんだ。

「でも、どうして術者が直接呪いをかけないのかな？　間に誰かを挟むのって、手間じゃない？」

「呪いは……吉綱みたいな力の強い神主とか陰陽師に依頼すれば、術者に返せる。だから誰かを介すことで、万が一呪じゅ詛そ返がえしに遭ったときの身代わりにしようとしたんでしょ」

　ミャオの口から自分が身代わりにされそうになっていた事実を知った磯村さんは、「ごめんなさい、ごめんなさいっ」と何度も謝っていた。

「その謝罪は、佐川陽子に言え。てめえが今感じてる恐怖を、あの女はずっと感じてたんだからな」

　この二年で翠は変わった。積極的に依頼主の気持ちに寄り添って、自分からその人に必要な言葉を投げかける。

　事あるごとに首を突っ込むなって、私を止めていた頃が懐かしいな。翠はどんなに人が愚かでも、その成長を信じているのだ。何百年、何千年も、ずっと。

「はい……本当にごめんなさ――あ……これは、ちゃんと彼女に言います。私、敦さんを取られちゃうと思って……だからって、こんなこと……」

「田部さんのために、自分の価値を下げたらダメです」

　自分を卑屈にさせる恋愛なんて、するもんじゃない。

　翠に出会う前の私は失恋がきっかけで、もう二度と幸せになれない、愛されないと自分で自分の価値を下げていた。どんどん惨めになって、次の恋に踏み出すのも怖くなって……そうなる前に、磯村さんにも気づいてほしい。

「するなら、自分が素敵になれる恋をしてください」

「あなたは……そんな恋ができたの？」

　磯村さんの問いに、私はちらりと翠を見て迷わず答える。

「はい！　私は彼に恋をして、彼のようになにがあっても、どんなに怖いことにでも勇敢に立ち向かえるようになりたい、そう思ったら強くなれました」

「そう……だから、キラキラしてるのね」

「え……」

「あなたの雰囲気が、キラキラして見える。いつか私も……あなたみたいに、私を魅力的にしてくれる人と出会いたいわ」

　涙で瞳を潤ませながら微笑む磯村さんは、嫉妬で狂っていたときよりもずっと綺麗だった。

「出会えますよ。もう一度、自分を信じられたら」

　呪いなんかに頼らなくても、自分を見てくれる人がいるって。

　それから私たちは、逃げ遅れた宿泊客がいないか確認をしに来たホテルスタッフに磯村さんを託した。

「佐川さん、大丈夫かな……」

　今頃は、田部さんも病院に着いている頃だろう。翠は呪いは解けたって言ってたけど、実際に見たわけじゃないから心配だ。

「病院に行くぞ。佐川陽子の呪いは解けたはずだが、てめえは自分の目で確かめねえと不安なんだろ」

「あ、うん……」

　私のこと、よくわかってるなあ。

　窓の外を見れば空は茜色、面会時間まではまだ余裕がある。私たちはミャオの背に乗って病院へと急いだ。




　面会終了時間が迫っていたこともあり、足早に病院の廊下を歩いていると、やたら看護師や患者の視線を感じた。

　まあ、なんせ火災現場にいたので、私たちの髪はボサボサだし、顔も服も煤すすで汚れている。

　そりゃあ不審に思われるよね、と苦い気持ちになりながら、佐川さんの病室の前まで来たところで、中から話し声が聞こえた。

「今さらなんの用なの？」

　佐川さんの声だ。私は中に入ろうとする翠とミャオの腕を引いて、止める。

「呪いのことを聞いて、居ても立ってもいられなくて」

　答えたのは田部さんだった。私たちは病室の外で、ふたりの会話に耳を傾ける。

「陽子、ひとりにしてごめん。父親になる自分が想像できなくて、子供ができたら家庭に縛られるって思って……自由がなくなるのが嫌で、きみから逃げた。ほんと、自分のことばっかでごめん」

「謝られる筋合いないわ。私たち、もう別れたんだから」

　取りつく島もないとはこのことで、佐川さんはつんと田部さんの謝罪を跳ねのけた。

「……っ、今さらって思われても仕方ないと思ってる。だけど、無責任な人間のままでいたくないんだ。ちゃんときみと子供に向き合いたい。きみの信頼をもう一度、勝ち取れるように」

　そこで会話は途切れた。少しして、佐川さんがため息をつく。

「あなたがいなくても、私はこの子を立派に育ててみせる。でも、あなたが私たちといたいって願うなら……努力することは許すわ」

　もう、入ってもよさそうだな。

　田部さんと佐川さんの話がひと段落したところで、私たちはようやく入室できた。

「こんにちは。呪いがちゃんと消えてるか、心配になって来ちゃいました」

　ベッドサイドに立つと、佐川さんは服をめくってお腹を見せてくれる。あの黒い血管は、綺麗に消えていた。

「よかった……」

「本当に、原さんたちのおかげよ……ありがとう。言葉だけじゃ、とてもじゃないけど足りないわね。このお礼は、必ず」

「いいんですよ、佐川さんが元気に赤ちゃんを産んでくれたら」

　私は佐川さんと目を合わせ、ふっと同時に笑った。

「ちょっとだけ、原さんとふたりにしてほしいんだけど……いいかしら？」

　倒れたこともあって、翠とミャオが心配そうな眼差しを向けてくる。私は大丈夫だと笑みを返し、みんなが病室を出ていくのを見届けると、丸椅子を引き寄せて座った。

「引き留めちゃって、ごめんなさいね。聞いてほしいことがあって……」

「いいえ、私でよければいくらでも相談に乗りますよ」

　田部さんに二股されていた私が、田部さんの元奥さんの相談に乗るだなんて、変な話だけれど。

「ありがとう。ねえ、あのタイミングで病室に入ってきたってことは、原さん。私と敦の話……聞いてたんじゃない？」

「あ……すみません、盗み聞きするみたいなことして……」

　首をすぼめると、佐川さんはまったく気にしていない様子で首を横に振った。

「いいのよ。私、敦にはああ言っちゃったけど、戻ってきてくれてうれしかったの。悔しいけど、思ってたよりもあの人が好きだったみたい」

「離れて気づくことも、ありますよね。やっぱり、愛した人と一緒にいたいって」

「ええ。でも、また裏切られるんじゃないかって……信じたいと思ったそばから怖くなるの」

　わかるなあ。私は田部さんに振られたばっかりの頃、新しい恋をするのが怖かった。また傷つくんじゃないか、私は幸せになれない運命なのかも、とまで考えたりもした。

　傷が小さかろうと大きかろうと、人は一度でも傷つくと、誰かを信じたり前に進むことを恐れる生き物なのだと思う。

「ねえ、私……敦を信じてもいいのかな？」

「それは、私にもわからないですけど……。きっぱり『よりを戻すなんて無理！』って突っぱねなかった時点で、佐川さんの心は決まってるんじゃないですか？」

「……！」

　息を呑んだ佐川さんに、私は苦笑いした。

「そして、もし田部さんがまた裏切ったとしても、それは佐川さんに魅力がないからじゃありません。佐川さんの魅力がわからない田部さんがバカなんです。だから、自分を責めないでくださいね」

　佐川さんは「バカ……」と私の言葉を復唱したあとで、ぷっと吹き出した。そして、自分のお腹に手を置く。

「そうね、そのときはこの子と幸せになってやるわ」

「佐川さん、その意気です！　それにしても、やっぱり佐川さんはすごいですね」

「え？」

「お母さんって、みんなそんなにたくましくなれるものですか？　私はそんなに強くなれないなって……」

　ぽろっと弱音をこぼしてしまい、私は「あっ」と口を押さえる。佐川さんは目をパチクリさせ、考えを巡らせるように宙を見上げた。

「そうね、初めは……母親になるなんて実感がわかなかったの」

　佐川さんは肩を竦めて、困ったように笑う。

「私の家はシングルマザーでね、母親は子供には無関心で、いつも男の人のところに入り浸ってた。ご飯も毎日母親がテーブルに置いていく千円で買って食べてたし、授業参観とか、運動会とか、子供の行事にも一切来ない。愛されてるって、思ったことはなかったわ」

　社内の人気者だった佐川さんは、必ず人の輪の中心にいた。だから、寂しさとは無縁な人のように思っていた。

　でも、気が利くのは周りに頼れる大人がいなかったからだ。自分が苦労したから、誰かを助けられる。

　スポットライトが当たらないところで、彼女が経験してきたであろう暗い過去。人は本当に、見かけによらない。

「普通の家庭を知らない私が、片親になっちゃって……。どれだけ母親と同じにはならないって思ってても、そうならない自信もない。だって、愛されたことがないんだもの。そんな私に、親なんて務まるのかって不安だった」

「あの、嫌な気持ちにさせたらごめんなさい。下ろそう……とは、考えなかった？」

　私のお腹にいる双子が育っていけば、この身体はどんどん衰弱する。今日、舞の途中で力を吸い取られていくような気がしたのも、その兆候ではないかと思う。

　正直に言うと、死ぬのは怖い。翠を置いていくのも怖い。この子たちを産まないという選択も頭をちらつく。

　そんなふうに考えてしまうのは私だけ？　私が弱いからなの？

　知りたかった、それで自分だけじゃないと安心……いや、許されたかったのかもしれない。

「……そう、ね……思ったわ。けどね、世間体を気にして下ろせなかった。我ながら最低よね」

「最低なんかじゃ……」

　否定しきれなかったのは、罪悪感があったから。

　私は赤ちゃんたちが無事に生まれてきてくれることよりも、自分の命の心配をしている。自分のことばっかりで最低なのは……私も同じだ。

「でも……でもね。私が泣いてると、この子、お腹の中から、『泣かないで、お母さん』ってお腹を蹴るの。不安な夜は、この子が動くのを感じると安心できた。そうやって一緒に時を重ねていくうちに、愛しいって思うようになったの」

　自分のお腹に視線を移した佐川さんは、大切な光を見つめるように目を細める。

「この子はもう、私の一部なのよ。この子が死んだら、私の心も死ぬ。それなら、未来あるこの子に全部託して、私が死ぬ。極端だけど、そう考えられるようになった。私が強くなれたのは、この子が理由なのよ」

　どうしたら強くなれるのか、なんて聞いたのはなぜだろう。自分の心に問いかけて、その答えを探り当てる。

　私は……きっと、この子たちのお母さんになりたいんだ。

　夢で双子を腕に抱いたときの記憶が、頭をよぎる。

　だけど、母親になるには私の心が弱すぎて、死にたくない、翠ともっと生きたい、そんな感情が母親になりたいというもうひとつの望みを覆い隠してしまっていた。

　だから自分の弱さに勝つにはどうしたらいいのか、先輩ママの佐川さんに教えてほしかったのだ。

「そっか、初めから強いわけじゃなかったんですね」

　静御前も、子供と一緒にお母さんも成長していくんだって言ってたな。あの言葉の意味が、やっとわかった。

「あの、原さん。ずっと気になってたんだけど……。私たち元同僚で、歳も同じくらいでしょう？　敬語、やめにしない？　女友達のよしみで、ね？」

「あ……それは……」

　佐川さんにかしこまってしまうのは、やましいことがあるからだ。佐川さんとの婚約が決まっていた田部さんと、付き合っていたという事実。今さら消せないので、どうにもできないけれど、せめて私を女友達だと言ってくれた彼女には誠実で在りたい。たとえそれで、二度と口を利いてもらえなくなったとしても。

「あの……私、実は佐川さんが田部さんと婚約してたとき、田部さんと付き合ってたんです！」

「へえ、そうなの」

　思い切って暴露したのだが、佐川さんの返答がどうも軽い。

「も、もちろん、私は田部さんが佐川さんと婚約してたなんて知らなくて、でも、その……申し訳ないなって後ろめたさがあったものですから……。佐川さんを前にすると、かしこまってしまうといいますか……」

「そんなこと気にしなくていいのに」

「えっと……」

『へえ』とか、『そんなこと』とか、やっぱり佐川さんの反応が薄い。私は戸惑いを隠せず、言葉に詰まってしまう。

「もう少し、驚くもの……じゃないでしょうか。『気にしなくていい』って、佐川さん怒ってないんですか？」

「ふふ、子供ができたり呪われたり、もう大抵のことには動じないみたい。それに、あの人あんなでしょう？　同じ会社の女の子に手を出してたとしても、おかしくないなって」

　ケロッと言ってのける佐川さんは、やっぱりすごい。

「でも改めて考えると、やっぱり最低よね。やめとこうかな、あんな男」

「ふふっ、止めないけどね」

　自然と取り去られた敬語。ふたりでひとしきり笑って、私は会社にいた頃は心から伝えられなかった言葉をかける。

「幸せに……幸せになってね、佐川さん」




＊＊＊




　神社に帰ってから、私たちはすぐに妊婦専門の呪術師について調べた。

　磯村さんがしたみたいにネットで検索してみたのだが、それらしいサイトはまったくヒットせず……すでに削除されているようだった。

　私はというと、気が抜けたせいか数日寝込んでいた。とはいえ、体調が万全でなくても神社の祭事は休めない。特に今日は神前式を挙げに来た新婚夫婦のために、浦安の舞を奉納するという大役を務めなくてはいけないからだ。

「――天地の～、神にぞ祈る～、朝なぎの～、海のごとくに～、波立たぬ世を～」

　押し寄せてくる疲労感とつわりに顔が歪みそうになったが、なんとか最後まで舞いきり、一礼して舞台袖に下がる。

「……っ」

　脱力感に襲われて倒れそうになったとき、目の前に現れた腕が私を受け止めた。ゆるゆると顔を上げれば、翠の険しい顔が間近にある。

「ひでえ汗だな」

　私の額を翠が着物の袖で拭った。私が祭事で舞うとき、翠は必ず舞台袖から見守っている。だから、私が倒れるのに気づけたのだろう。

「静紀、てめえがなにかを隠してんのはわかってる」

　翠は私を横抱きにして、寝室に向かって歩き出した。翠が切り出した話の続きを聞くのが怖くて、鼓動が速まる。

「俺はお前が話したいと思うまで、待つつもりだった。けどな、さすがにもう見過ごせねえ」

　自分を騙し騙し、なんとか祭事もこなしてきたけれど、無理が祟って体調を崩すの繰り返し。こうして悩んでいる間にも、私のお腹の中で赤ちゃんは育つ。いつまでも隠し続けることはできないんだろう。でも……。

　見上げた先にあるのは、苦しげな翠の表情。私の具合が悪いだけで、こんなにも彼は傷つくのだ。私が死ぬとわかったら、翠はどうなってしまうだろう。親友の死に嘆き慟どう哭こくした彼は、きっと……泣いてしまう。

「どんな無茶をしてやがる」

　それを話せたら、どんなに楽か。……ううん、きっと打ち明けてもつらい。どのみち、翠を苦しめることに変わりないのだから。

「無茶、なんて……」

　言葉を濁す私に、翠がギリッと奥歯を噛む。

「立てなくなるほど衰弱してるくせに、無茶してねえなんて嘘が通ると思うなよ」

　大きな足音や荒っぽく寝室の襖を開ける仕草で、翠が怒っているのはわかった。なのに、そっと布団に寝かせてくれる。

「吐け、てめえになにかあってからじゃ遅ぇ」

　横になった私の顔のそばに、翠が手をついた。覆い被さる翠は、悲しんでいるとも苛立っているともとれる目をしている。

　――ああ、私がこんな顔をさせてるんだ。

「ごめん……っ、翠……」

「謝ってほしいわけじゃねえ」

「ごめ――あっ……」

　反射的に謝罪の言葉が口をついてしまうのは、翠に対して隠し事をしているからだ。でもそれを話すわけにはいかず、私は唇を引き結ぶ。翠は眉根を寄せ、額を擦り合わせてくると、重い息を吐いた。

「てめえをこんなに遠く感じたのは……初めてだ」

　部屋の静けさが胃にくる。またお腹の奥から酸がせり上がってくるような気がして、私は「うっ」と口を押さえた。

「静紀！」

　私はうつ伏せになり、頻度が増えつつあるつわりに耐える。それを目の当たりにした翠は「これは……」と、動揺を含んだ声で呟いた。

　……気づかれたかもしれない。

　全身に嫌な汗が滲んで、どうか見抜かないでと恐る恐る翠を見上げる。

「身籠ったのか？　俺の子を……」

　知られてしまった……。

　私に子供ができたって知って、翠はどう思っただろう。

　絶望した？　少しでも喜んだ？

　翠の反応を知るのが怖いのに、その瞳の奥にある感情を探している自分がいる。

「なんで話さなかった。そんな大事なこと……なんで話さなかった！」

　怒鳴った翠は、今にも世界が消えるような悲痛な顔をしていた。

「静紀……っ、死ぬなんざ許さねえからな……！」

　ああ、やっぱり……と、打ちのめされる。

　子供ができたことを喜んでほしかったわけじゃない。優しい彼のことだから、子供ができれば私が死ぬとわかっていて、うれしがったりはしない。

　ただ、せっかく子供を授かったのに、どうして一緒に幸せを噛みしめることができないのか。どうして、これから増える家族とどう生きていこうか、そんな未来を思い描くことができないのか。行き場のない感情が胸の内側で暴れている。

「翠、ごめん。ちょっとだけ……ひとりにしてくれないかな」

　これ以上、つらそうな翠を見ていられなかった。翠はためらうように私に手を伸ばしたが、「……っ」と息を詰まらせて結局は力なく腕を下ろす。

　ふう、と嘆たん声せいを漏らした翠は緩かん慢まんな動きで立ち上がって襖の前まで歩いていくと、足を止めた。後ろ髪を引かれるようにこちらを振り返ろうとしたが、ぐっと拳を握って部屋を出ていく。遠ざかる足音がやたら耳にこびりつき、私は両手で顔を覆った。

「ふっ、うう……」

　嗚お咽えつが込み上げ、涙が一気に溢れ出す。

「ごめん、翠……っ」

　後悔しないと言ったのに、私は揺らいでいる。

　あの夜、翠と結ばれて本当によかったのかな。翠にあんな顔をさせるくらいなら、触れ合えないほうがずっとマシだったんじゃないか。

　そう考えてすぐ、罪悪感が襲ってくる。

　また、私……この子たちに対してひどいことを思った。あの日、私と翠が結ばれていなかったら、この子たちは存在していないのに。

　お腹に手を当て、今度は赤ちゃんたちに「ごめんねっ……」と泣きながら謝る。

「こんなに弱くて、身体もボロボロで……っ。赤ちゃん、元気に生まれてきてくれるのかな？」

　そこで自分が矛盾しているのに気づく。

　あの夜を後悔しかけていたはずだった。だけど、この子たちには元気に生まれてきてほしい。ふたつの感情が交互に現れて、心の中はぐちゃぐちゃだ。

「静紀、お前は佐川陽子と話していたとき、その子らの母親になりたいと願ったのではないのか」

　お腹を押さえていた私の手の甲に、色白の綺麗な手が重なる。音もなく私のそばに寄り添ったのは、静御前だった。

「……確かにあのとき、私はそう思った。でも……傷ついてる翠を見たら、また揺らいじゃって……っ」

「佐川陽子も言っていただろう。この子はもう自分の一部なのだと。腹の子が死ねば、母親の心も死ぬのだと。静紀、今は自分の命と腹の子らの命がひとつになっている最中なのだ。そうして、切っては切れぬ親子という絆が生まれる」

「ひとつに……？」

「そうだ。お前の腹の中で溶け合って、母と子の命はひとつになる。だから、たとえ翠様を傷つけるのだとしても、腹の子を切り捨てることはできないと、本能が我が子を守ろうとするのだ。それが母性というものだ」

　私は死にたくないと悩みながらも、子供たちを下ろそうとは思えなかった。その理由が、本能で子供たちを守ろうとするからなのだとしたら、とてもしっくりくる。

「母性もいきなり芽生えるものではない。お前の中で子供らが育っていくと同時に、お前も母になっていく。その途中、心は母でない自分と母の自分とで揺れ動く。それはなんらおかしいことではない」

「そう、なんだ……じゃあ、こうして迷うのも、お母さんになるために必要なことなんだね」

　翠とずっと一緒にいるために必要な自分の命と、子供たちの命。天秤にかけて考えてしまう自分が罪つみ人びとのように思えて、苦しかった。

　でも、静御前のおかげで少しだけ許されたような気がする。

「ありがとう、静御前」

　先輩ママはここにもいた。

　私は布団に仰向けになると、腕を額にくっつけながら天井を見上げた。

　頭がぼーっとする、全身が熱っぽくて力が入らない。これが、神様の子を宿すってことなんだ。だけど翠、あなたを苦しめるとわかっていても、それでも産みたい。

　この子たちはもう、私の一部だから――。




＊＊＊




『翠、ごめん。ちょっとだけ……ひとりにしてくれないかな』




　明らかな拒絶だった。ただ廊下を歩いているだけなのだが、泥沼に足をとられているかのように重い。

　静紀が俺の子を身籠った。体調を崩していたのはわかっていたが、今までその可能性に思い至らなかった俺は見下げ果てた男だ。……いや、考えないようにしていただけか？

　俺は……〝静紀が死ぬかもしれない可能性から、目を逸らしていただけ〟か。

　静紀が宿したのは俺の子だ。巫女とはいえ人の身で、神の力を受け継いだ子を……無事で済むわけがねえ。

　――また、失うのか？

　頭に浮かんだのは、人に尽くして消滅した親友……楊泉の顔だった。

　困ったらすぐ神頼み、他力本願で神の恩恵という甘い汁を啜すすって生きている地上のうじ虫。静紀に出会うまでの、俺の人間に対する印象は最悪だった。

　人からの信仰心を失えば、奉り神は生きていけない。人を助けてきた楊泉も、神の恩恵を疑った人間に裏切られ、消滅した。

　人間を恨まずにはいられなかった。その憎しみで魂が穢れ、神堕ち――あやかしになり果てる寸前だった俺の前に現れたのが……静紀だ。

　心を殺して人間を愛しているふりをするくらいなら、あやかしにでもなんでも堕ちてやる。そうして人を信じられなくなっていた俺に、静紀は言ったのだ。

『翠のことも癒やしてあげたい』

　神を癒やし、守ろうとする人間もいる。それを静紀が教えてくれたから、俺は神堕ちせずに、楊泉が守ろうとしたもの――人間を傷つけずにいられた。

「俺は……俺を救ってくれた女を、死に追いやろうと……くっ」

　あの夜、俺に自制心があればよかったのか？　静紀を欲しいなどと、欲張った報いがこれか。

『うれしい……私、なにがあっても、今この瞬間を後悔したりしないよ』

　静紀、あのとき言ったこと、本当に後悔してねえか？　死ぬのが怖くないわけねえ、俺に黙っていた間もずっと悩んでたはずだ。

　手放さねえって決めたんだ、静紀のことはなにがあっても。それなのに……。

「死ぬなんざ、許さねえ……」

　俺はこんなにも弱い男だったか？

　生きた心地がしない、身体に血が通ってない気さえする。

「……っ、情けねえ」

　平静でいられない自分に嫌気が差したとき、どんっとなにかにぶつかった。

「……痛い、前見て歩いてよ」

「化け猫か」

　鼻を押さえて、恨みがましくじとっと睨んでくる化け猫を上の空で見つめ返していると、視線の雰囲気が途中で変わった。訝しげに眉を寄せ、俺をやたら観察してくる。

「根暗な目で見んじゃねえ」

「……それ、そっくりそのまま返すよ。自分の顔、鏡で見てきたら？　世界中の不幸を背負ってます、みたいな顔してさ」

　表情に出しているつもりはなかった。俺が隠しきれないほど参っているのか、それとも化け猫との付き合いが長いせいで取り繕うことを忘れたのか……そのどちらもか。

「……静紀のこと、でしょ」

　あいつの名前が出ただけで、胸がちくりと痛む。俺が顔をしかめたせいか、化け猫は「重症そうだ」と重く呟いた。

　特に誘ったわけでも、誘われたわけでもないが、俺は化け猫と縁側に座る。

「静紀、最近よく体調崩すよね」

「…………」

「でも、本人は嘘つくの苦手なのに、大丈夫だって言い張るし」

　化け猫にしては珍しく饒じょう舌ぜつだった。俺も口数が多いほうではないが、それは化け猫も同じだ。

　らしくない気遣いしやがって。ただ……無音は嫌な考えが巡りやすいからな。化け猫のおかげで気が紛れているのも事実だ。

「静紀、ご飯の匂いだけでも気持ち悪そうにしてたでしょ？　あれを見て、吉綱がもしかしたらって言ってた」

　置かれた一拍が、長く感じた。俺は喉を鳴らし、化け猫の言葉を待つ。

「静紀は……妊娠したんじゃないかって」

　わずかに俺の肩が跳ねる。その反応で、化け猫は察したようだった。

「暗い顔で歩いてきたときから、なんとなくそうなんじゃないかって思ってた」

　もう隠す必要がない。弱り切った俺を、こうして見られているのだ。なら、と気が緩むと同時に口も緩んだ。

「……さっきだ、静紀が身籠ったことを知ったのは……」

「静紀が翠に話したの？」

「ああ」

「それで、これからどうするの？」

　これから？　俺たちに、これからなんてあるのか？　静紀がいない未来を想像して、なんになる。

「神の子を宿せば、静紀は死ぬ。それから先の未来なんざ、想像したくもねえ」

　俺に待つのは、半身を失う喪失感と心が砕けたあとの虚無感だけだ。人間の静紀が、俺よりも遥かに先に死ぬことは覚悟していた。だが、これはあまりにも早すぎる。

　現実逃避する俺の耳に届いたのは、ため息だった。

「……意気地なし。人間を散々うじ虫呼ばわりしてたけど、僕からすれば翠のほうがうじ虫だと思うね」

　反論する気力もわかねえ。

　言い返さない俺を一瞥し、化け猫はまたため息をつく。

「ウジウジ悩んで、自分のことばっか。今、本当に不安なのは誰？　怖いのは誰？　翠がそばにいてあげなきゃいけないのは――誰なの」

「……！」

　化け猫の言わんとすることは、わかっている。わかっているが――。

「静紀でしょ。翠が支えてあげないで、どうするの」

　逃げ道を塞ぐように、怒涛の勢いで言葉を重ねる化け猫。真実から目を逸らすことは許さないと、色違いの双眼がまっすぐに俺を見据えている。

「静紀が不安を外に出すためには、翠が静紀の心を開いてあげないと。僕でも、吉綱でもダメなんだ。その人にとって特別な誰かじゃないと」

　人見知りだった化け猫の心を開いたのは、じじいと太た一いちとかいう中学生のガキと、それから静紀なんだろう。

　俺の心を静紀が開いたように、静紀の心も俺が開いていたのだとしたら。

　静紀の妊娠を知ったとき、静紀を失うかもしれないと取り乱すのではなく。

　ひとりにしてほしいと言われたとき、静紀からの拒絶に怖気づくでもなく。

　静紀の心に踏み込んで、気遣う言葉のひとつでもかけてやるべきだった。

「てめえは正しい」

　ふっと自嘲も含んだ笑みがこぼれる。

　どれほど静紀が自分にとって大事な存在か、再認識させられた。

　俺が言ったんじゃねえか。『情けねえなりに努力しろ。せめて、大事な女のそばから離れるな』ってな。

「まだ、あいつにかけてやる言葉は思いつかねえが、ちゃんと考えて向き合う。でねえと迷いが出て、余計に静紀を不安にさせるからな。だが、その間もあいつのそばからは離れねえ」

　静紀を失いたくない気持ちは変わらない。だが、あいつの中に自分の子がいる。俺と静紀の心が溶け合って生まれた命と魂が、あの腹ん中にいる。

　人間を嫌っていた俺が人間の女と婚姻して、子供まで……。こんな奇跡があるなんざ、誰が想像できる。

　心を覆う絶望の中に、微かに見え隠れする喜び。胸が痛み、躍り、俺は時としてがらりと変わる感情の波に揉まれていた。
















三ノ舞　呪術師







　翠にバレてしまった時点で隠す意味もなくなり、私は身籠ったことをミャオや吉綱さんにも伝えた。

　そうして妊娠してからあっという間に五か月。下腹部がふっくらとし始め、動悸や息苦しさを感じるようになり、舞ったあとはどっと疲労感に襲われた。

　今日も依頼を終えてすぐに立てなくなってしまい、神社まで翠に抱えて帰ってもらったほどだ。

　私はまだ夕方だというのに、布団に横になっている。身体は疲れているのに、お腹を潰してしまわないように仰向けにならなきゃとか、気を遣わなきゃいけないことが多すぎて眠れる気がしない。

　そこへミャオが猫の姿で近寄ってきた。私のお腹のすぐ横で丸くなる。

「……静紀、寝返りを打ちそうになったら、僕がクッションになるから。安心して眠っていいよ」

「ありがとう、ミャオのおかげで私の睡眠は守られてるよ」

　ミャオがこうして寝返りを打たないように私に寄り添ってくれたのは、今日だけではない。お腹の膨らみが目立ってから、毎日そばで見守ってくれている。

「静紀、しばらく出張の巫女業は休め」

　翠の視線は、私の丸みを帯びたお腹に注がれていた。

　吉綱さんや幼女姿の静御前も私の周りを囲むように座っているのだが、意見しないところを見ると翠に賛成のようだ。

　あれから磯村さんの件を皮切りに、妊婦が呪われたという相談が相次いでいる。

　内容が内容だけに、警察に相談しても信じてもらえないからと、多くの妊婦やその家族が助けを求めて神社に来ていた。

「困ってる妊婦さんがたくさんいるのに、私だけなにもしないなんてできないよ」

　この呪い騒ぎには、例の呪術師が関わっているはず。けれど、これだけ依頼主のもとへ出向いていても、呪術師の行方を掴めていない。

「お母さんになるだけでも不安なのに、子供が危険な目に遭うかもしれない。そんなお母さんの気持ち、私にはすごく……すごくわかるから、休んでなんていられない」

　でも、翠に止められるのは当然だ。まともに舞えないだけじゃなくて、私の中にある神力も弱まっている気さえする。

　今の私は役立たずだ。それどころか、私がいることで翠や仲間が守らなくてはいけないので足手まとい。わかってる、わかってるけど、なにかしたくて焦るんだ。

「静紀、赤ん坊に栄養を送り届けるために、母親の心臓はたくさん働く。その負担が動悸や息苦しさを招いておるのだ。これからどんどん腹も大きくなる。つわりが落ち着いて食事はとれるようになったようだが、身体の状況は目まぐるしく変わるのだ。無理はするな、腹の子のためにも」

　静御前の言葉は『翠様の気持ちも汲んでやれ』と、私を窘たしなめている。

「静紀さんの神力が弱まったのは、お腹の子に流れているからだろうのう。神様のお子が育つためには、母親の……静紀さんの神力が必要なんじゃ。人間の子でいう、栄養みたいなものじゃな」

　神力が栄養……じゃあ、私があげられる神力が尽きたら、この子たちは育たないかもしれないってこと？

「あちこちで広がりつつある呪いをなんとかしたい気持ちはわかる。だがのう、その神力は子供のためにとっておくんじゃ。産むと……そう決めたなら」

　――産むと決めたなら。それは、自分の命ではなく子供を選んだのなら、子供のためにできることをするべきだという意味が込められている気がした。

　それくらい、人間が神様の子供を産むのが難しいということを暗に示している。

　この子、無事に生まれてきてくれるのかな……。

　お腹を押さえるも、胎動はまだない。多くの母親が胎動は妊娠五か月めくらいから感じると聞く。でも、私はまだ……。

　無限に溢れてくる不安に呑まれそうになっていると、お腹に触れていた私の手に翠の手が重なる。

「呪いのことは俺たちがなんとかする。てめえは、自分と子供のことだけ考えろ」

　翠はそう言ってくれるけど、子供のことどう思ってるの？

　その口からはっきりと、子供ができてうれしいのか、そうじゃないのか、聞いたわけじゃない。でも本当にこの子たちを望んでいなかったら、『自分と子供のことだけ考えろ』なんて言葉はかけないはず。

　私がそうだったように、翠もまた迷っているのだ。私の命と引き換えに生まれる子供と、どう向き合っていけばいいのか。それがわかるから追及ができない。そんなことをすれば、翠を追い詰める。

　翠は基本的に白か黒か、善か悪か、考え方に中間がないはっきりとした性格をしている。中途半端に期待させるほうが酷だと思っているから、佐川さんが呪いを受けたときもお腹の子が死ぬ可能性をはっきり伝えたのだ。気遣って事実を隠すほうが、不誠実だと考えているから。

　だから翠は自分の心が決まるまで、私にはなにも話さないだろう。その裏表のなさも、私が愛した彼の一部だ。今感じている不安には蓋をして、翠の答えを待たないと。

『――翠よ』

　ふいに天から声が下りてきた。

「長」

　翠が天井を仰ぐのとは反対に、吉綱さんと静御前はひれ伏す。

　姿こそ見えないけれど、私たちに話しかけているのは天に浮かぶ龍神の住まい、龍宮におわす龍神の長様だ。

『巫女よ、久しいな。身重だというのに、いきなりすまない』

「長様！　は、はい、ご無沙汰しています」

　長様は私が翠の子供を妊娠してるって知ってるんだ。神様にはすべてお見通しなのだろうか。

『私が直接こうしてお前たちに声をかけたのは、翠の子を巫女が身籠った件について話があったからだ』

　声の重みで、それがいい話ではないことはすぐに察しがついた。空気が張りつめ、私の手に重なる翠の手にも力がこもる。

『力ある巫女との婚姻で、龍神は龍宮神社の奉り神となれる。ゆえに巫女の力が弱まれば、翠は龍宮神社の奉り神ではいられなくなるのはわかっているな？』

　嫌な予感の輪郭が色濃くなり、どくりと心臓が騒いだ。ミャオが毛を逆立てるのと、翠がちっと舌打ちをして空を睨んだのは同時。

「それはつまり、他の巫女を俺にあてがうか、天に戻れと……そういうことですか」

「そん、な……」

　翠が他の巫女と婚姻する？　天に帰る？　どちらの未来も、私の隣に翠はいない。

　血の気が引いていき、これ以上長様の話を聞きたくなくて震える。それを触れ合う手から感じたのだろう。翠が強く私の手を握った。

「長の命令は絶対、それは龍神の世界の掟おきてだ。逆らえば重罪を犯したとして、即消滅もありえなくはねえ」

　龍神の長というくらいだ、偉いのはわかる。でも即消滅って……長の命令に従わないことが、龍神の世界ではそこまで罪深いことなの？

「翠、それなら言い返したりしたら……」

　翠の立場が危うくなるんじゃないの？

　心配になって翠を見つめれば、強い眼差しが返ってくる。

「罰せられようが、こればかりは従えねえ。静紀から離れる気は微塵もねえんだよ」

「翠……」

　ああ、なんか泣きそうだ。

　翠の顔がぼやけて、私は何度も瞬きをする。そんな私の頭を翠は片腕で抱き寄せた。

『翠、お前は龍神の長にもなれる神。このまま地上にいるより、天界に戻すべきだという声もある。そんな中で巫女の力も弱まり、ましてやご法度である妊娠までしたとなれば、お前は近い未来、巫女を失うだろう。そんなお前を地上に置いておくのは、天界の龍神たちが納得しない』

　長様は前に『すべての龍神の幸せを願っている』と言っていた。私にも翠を見放さずにいてほしいと願ってくれた優しい神様だ。ただ、立場からして他の龍神の声を無視することはできないのだろう。

「……っ、死ぬと決まったわけじゃねえ」

　翠の痛みが直接、心に流れ込んでくるようだ。

　私は目を瞑って、その痛みを逃すように息を吐く。そして、食ってかかりそうな勢いの翠を「落ち着いて」と宥めた。

「長様だって、本当はこんなこと言いたくないはずだよ」

「てめえは、また……どこまでお人好しなんだよ」

「考えてもみて。こんなことわざわざ天界の偉い長様が直々に伝えに来なくても、他の龍神様を遣わせることだってできたはずだよ。でも長様は、つらいことをその口から話してくれた。私たちのことに胸を痛めてくれてるからこそ、一緒に痛みを背負おうとしてくれた……そうは思えない？」

　翠は視線を落として、黙考しているようだった。少しして、ため息をつく。

「……理にかなってんな。申し訳ありません、長」

　潔く非を認める彼も、私は好きだ。

『いや、つらいのはお前たちのほうだろう。だが巫女、私にも心を砕いてくれたこと、感謝する。さすがは神をも癒やす舞い手だ。私も翠には巫女しかおらぬと思っているが……』

　その先は聞かずともわかった。これは長様の力を持ってしても、どうにもならないのだ。長が仲間の声を聞かなくなれば、それはもう独裁者と変わらなくなってしまう。

『新しい巫女を迎え龍宮神社の奉り神としての地位を揺るぎないものにするか、天界に戻り長となる準備を始めるか、その二択を迫られている。来るべきときが来るまでに、心づもりをしておくように』

　すうっと長様の気配が消えた。私たちは肩の力を抜き、お互いに顔を見合わせる。

「えらいことになったのう。でもわしらは、翠様と静紀さんが望むことを叶えられるように力を尽くすつもりじゃ」

　吉綱さんが私の両肩に手を置き、朗ほがらかに笑った。

「でも……奉り神がいなくなれば、またこの周辺であやかし絡みの揉もめ事が起こってしまいますよね？　あんなに苦労して、みんなで神社を再建したのに、また参拝客が減っちゃう……」

「なにを言ってるんじゃ！　静紀さんと翠様の幸せがなによりも大事なんじゃよ」

　翠が別の巫女と婚姻するのも、翠が天界に帰っちゃうのも嫌だけど、ここは吉綱さんたちの家であり、町の人が助けを求めてやってくる駆け込み寺でもある。ちゃんとご利益がある神社として、存続させるべきだ。

　翠の立場だってそう、私が妻でいるせいで悪くなる。翠の出世と龍宮神社の行く末を思うなら、私が来るべきとき――死ぬまでにすべき決断は……ひとつだ。

　――翠のもとから去ろう。そして出ていこう、この神社を。




　数日後、その機会はやってきた。

　夜の凛とした静けさは、夫のいない寝室にも広がっている。布団に横になっていた私は、いつもなら隣にあるはずの彼のぬくもりを探して、シーツに手を伸ばした。

　翠は天界に呼ばれていて、今夜はまだ帰ってこない。それを知っていたから、ひとり寝のときに寝返りを打たないよう付き添ってくれていたミャオの添い寝も断った。

　神社を出るなら、もう今日しかない。

　荷物は少しずつ、バレないようにまとめた。といっても、身重の私には数日分の着替えとスマートフォン、それからお財布くらいしか持っていけない。

　滞在先にしようと思っているのは、地方にある実家だ。神様の子供なので、普通の病院で産むのは避けたほうがいい気がした。うっかり龍にでもなったりしたら大変だ。

　私は三姉妹の長女で、すでに結婚している妹がふたりいる。幸いにも両親共に健在なので、在宅で子供を産むには適した環境だろう。

　娘が家族に内緒で結婚していたうえに妊娠していて、しかも離婚して戻ってくるなんて、お母さんたち卒倒するだろうな。

　でも、私が行ける場所なんて、あそこしかないのだ。背に腹は代えられない。

「よい、っしょ」

　私服に着替えた私はリュックを背負って、寝室の襖に手をかける。

「――翠様にもなにも言わず、行ゆくのか？」

　私の中から静御前の声がした。私の魂の一部である静御前は、用がないときはこうして私の中にいる。彼女にだけはどんなことも秘密にできないので、私は苦笑いしながら正直に答えた。

「翠には特に言えないですよ」

　婚姻の儀をしたとき、翠は『夫婦の契りは龍神の長にしか解けない、もしくは私たちのどちらかが死んだときに解ける』というようなことを話していた。

　だから、わざわざ長様に頼んで婚姻を解除してもらわなくても、私が死んだときに翠は自由になる。あとは私が神社を出ていって、それでひっそりとこの子たちを産むだけだ。

　次に力がある巫女が現れるまで、どれくらいの時間がかかるかはわからないが、少なくとも力のない私が居座り続けるより神社のためになるだろう。それに……。

「自分が死ぬ瞬間を……翠様に見せたくないのだな」

「……っ、はい。子供たちのことは母か妹たちに頼んで、神社で引き取ってもらえるようにするつもりです。神様の子供を一般家庭で育てるのは難しいだろうから」

　寿命のこと、力のこと、龍と人……どちらの姿も持っていること。人間と同じようにいかないことが、この子たちにはたくさん待っている。そのとき、私はそばにいてあげられないけれど、吉綱さんたちなら力になってくれるはずだ。

「静御前、付き合わせちゃってごめんなさい」

「なにを言う、私はお前なのだ。お前が決めた道を一緒に見届ける。それに私は、これでも出産経験があるからな。翠様の代わりに、お前を手助けしよう」

「ふふっ、師匠が一緒なら心強いです」

　一笑して、私は気を引きしめると襖を静かに開ける。廊下に顔だけ出して様子を窺ってみたが、人ひと気けはなさそうだった。ひとまず安堵して廊下に出た私は、翠と過ごした寝室を振り返る。

　翠……あなたといられて幸せだった。どうか、私がいなくなっても絶望しないで。どうか、私のことなんてさっさと忘れて、また誰かを愛して。

　でないと、あの神様は義理堅く大事な人を想い続けて、月見酒をしながら心の中できっと泣く。

「さようなら……」

　私の声は空気に溶けて、初めから存在していなかったみたいに消える。

　そして未練を断ち切るように、思い出の詰まった寝室に背を向けたのだった。




「今日は月が雲で隠れてるね」

　木々の隙間から夜空を仰ぐ。満月を薄っすらと覆う黒い雲は、普段ならこの目に不吉に映るのだろうが、今日ばかりは私を天にいる翠から隠してくれているようで、ありがたかった。

　私は神社の裏手にある森を歩いていた。この神社は高台に建っていて、本来なら大鳥居の先の長い石段を下りて外へ出ないといけない。だが、人目を避けるために森の坂道を使って駅に続く通りまで行くことに決めていた。

　暗い夜道には私の息遣いと、ザクザクと土を踏みしめる足音だけが響いていて、いつも助けてくれた翠はもういない、私ひとりなのだと思い知らされる。

　私は無事に、この子たちを産んであげられるのかな。私の中の神力が尽きて、この子たちが育たなかったら……どうしよう。

　怖い、怖いけど、弱音なんて吐いてる場合じゃない。

　本当は生まれてきてからも、この子たちにしてあげたいことがたくさんあった。

　私と翠がどんなふうに出会って、どんなふうに愛し合って、あなたたちが生まれたのか。話したいことも、たくさんある。

　でも私は、ふたりの顔も見られないまま、出産してすぐに死ぬかもしれない。

　だからせめて、この子たちを無事に産んであげなくちゃ。

「頼りないお母さんだけど、私が絶対に守るからね」

　両手でお腹をさすりながら、声をかけたときだった。とんっと、手のひらを蹴られた気がした。

「嘘、今のって……！」

　勘違いじゃないといい。私はもう一度しっかり手でお腹を押さえて、少し大きめに声をかけてみる。

「ふたりとも、お母さんですよー」

　とん、とんっと、間違いなく返ってくる我が子たちからの反応。

「う、動いた……動い、た……ふ、ううっ」

　うれしかった。守ると言いながら、本当は心細かった私を励ましてくれているみたいで、ぽろぽろと涙がこぼれてくる。

　見ないようにしていた不安に、この子たちが真っ先に気づいてくれた。なんて優しい子たちなんだろう、さすがは翠の赤ちゃんだ。

　私はゆるゆるとその場に膝をつき座り込むと、涙でぐちゃぐちゃになった顔を両手で覆う。

　そろそろ胎動があってもおかしくない時期だったのに、一向にその時はやってこなくて、ずっと不安だった。

　でも、ちゃんと生きてる。生きて、私の中にいてくれてるんだ。

　――愛しい……この愛しい存在を守りたい。

　真綿で包むように、両腕でお腹を抱える。私は手のひらに感じたこの振動の強さを、一生忘れることはないんだろう。

　佐川さん、言ってたな。泣いてると、『泣かないで、お母さん』って、お腹を蹴るんだって。この子たちも『お母さん、大丈夫？』って、私のことをお腹の中から心配してくれてるのかも。

「本当だ……この子たちが動くのを感じると、安心できる」

　目を閉じれば、もっとこの子たちを感じられて、また涙が頬を伝ったとき――。

　背後から伸びてきた逞たくましい腕が、私の身体を包み込む。

「え……」

　反射的に瞼を開いた。背中に感じる体温も、私を捕らえんとばかりにきつくしめる腕の強さも、私は〝誰のものか〟知っている。

「残念だったな。月が陰ってようが、てめえが世界の果てにいようが、俺からは逃げられねえ。必ず見つけ出すって決めてんだよ」

　鼓膜に届いた声は私のよく知る彼のもので、「どうして……」と紡ぐのが精一杯だった。そんな私の首筋に、彼は――翠は顔を埋める。

「それはこっちの台詞だ。なぜ俺を置いていった」

　そんなの……理由なんて、いっぱいありすぎて言えないよ。それを全部伝えたら、翠は自分を責めるでしょう？　自分が、不甲斐なかったって。

　黙っていると、翠の腕に力がこもった。

「俺の天界での立場、神社の奉り神のこと、ひとりであれこれ悩んでたんだろ。あとは……俺に自分が死ぬところを見せたくなかった。だから出ていった、違うか？」

　図星を突かれ、肩をびくりとさせてしまう。これでは、そうだと言っているようなものだ。

「てめえは、大事なことを忘れてやがる」

「え……」

「俺から離れたのも、神社を出ていったのも、全部他人のためだろ。なら、てめえ自身の願いはなんだ」

　――蓋をして、厳重にしまい込んでいた感情を、翠に引っ張り出されそうだ。

「俺の願いは？　考えなかったか、少しも……。てめえは一度も望まなかったのか？　俺と、腹の子と生きる未来を！」

　――ああ、心の蓋が、箱が、砕け散る。閉じ込めていた願いが、吹き上げる……。

「そんなの……願ったに決まってる！」

　隠して、ひとりで行くはずだったのに。解き放たれた想いは、激流のように溢れて止まらない。

「だけど……っ、私っ……死んじゃうっ……翠のこと、置いていっちゃう！　これまでたくさん、大事な仲間を見送ってきた翠に、またっ、お別れをさせちゃう……っ」

　胸の前に回っている翠の腕を両手で強く掴む。このぬくもりを手放したいだなんて、本気で思うわけがない。

「ならっ、残された時間で私ができること、しなくちゃでしょう？　私がいなくなっても、神社はなくならない。あの場所は私にとっても大事な場所だし、吉綱さんやミャオにとっても、翠にとっても……。みんなの帰る家を守るには、新しい巫女がいる。でも、力ある巫女なんてそうそう現れない。だったら、花嫁探しは早いほうがいい。翠のそばに、できるだけ長くいられる人を……早く、見つけて……っ」

「――もう黙れ」

　翠の手が、私の顎を掴んだ。有無を言わさず振り向かされ、少しカサついた冷たい唇に口を塞がれる。

　怒っているのか、悲しんでいるのか、おそらくそのどちらも。翠の唇は震えていて、私はまた泣いてしまう。

「俺の望みを勝手に決めるな。巫女なら誰でもいいわけじゃねえ。静紀、てめえじゃねえとダメなんだよ」

　翠の瞳に薄っすらと浮かぶ涙の膜は、月明かりを受けて切なくも強い光を宿している。その輝きに、私の心にかかっていた靄もやが少しずつ晴れていく。

「ずっと……てめえと腹の子に、どう向き合えばいいのかわからなかった」

「うん、知ってる。私を失いたくない気持ちと、お腹の子との間で、翠の心が揺れてたこと、ちゃんとわかってたよ」

「そうか……俺がてめえの考えを汲み取れるように、てめえも俺の考えを理解してんだな。ただ、それが却かえっててめえを追い詰めた。だから俺が答えを出すまで、待ってたんだろ」

　その通りだったので、私は黙る。

　滅多に崩れない彼の表情は、大切な存在が傷つくと、見ている側の胸が抉れるほどに痛ましいものになるからつらい。

「俺が迷っていたせいで、こんな決断をさせて悪かった。だが、これではっきりした。ひとりで考えっから、いい答えが見つからねえんだ。こうして悩みを共有すれば、求める答えが見つからなくとも、今感じてる不安、恐怖、痛みを共に背負える」

　その言葉を、私はどこかで聞いた気がする。

『悲しいときも、苦しいときも、私は翠のそばにいる。翠の感じてる痛みを分けてくれたら一緒に背負って、少しでも翠の心を軽くしてあげたいって、私はいつでもそう思ってるよ』

　ああ、なんだ。私が翠に言ったんじゃん、悲しいときも、苦しいときも、そばにいたいって。私たち同じ気持ちだったのに、今までそれに気づかないなんて……。

　相手を大切にしすぎて、心がすれ違うこともある。そうならないように、言葉にしないといけない想いもあるんだな。

「翠……そう、だね……そうだよね、私たち夫婦なんだから、片意地張ったりしないで、全部曝さらけ出したってよかったんだ」

　迷ってばかりで、情けなくて、弱い自分もすべて見せていい、世界で唯一の相手なのだから。

「……俺はな、静紀。てめえの中に、俺と静紀から生まれた命が宿ってる。そのことを、ちゃんと喜んでる」

「え……」

　翠はこの子たちのこと、望んでなかったのかもしれない。そんな可能性も想像していなかったわけじゃない。子供を愛せないとまでは言わないと思うけど、心は複雑だろうと。

「愛した女の子供だぞ。うれしくないわけがねえ。その気持ちが、てめえを失うかもしれねえ、そんな感情で見えなくなってただけだ」

「ふ、うっ……うれしい……っ」

「なんだ、また泣くのか。てめえは」

　仕方ねえな、とばかりに眉尻を下げて笑う翠。包み込むような柔らかな表情と、私の下瞼をなぞる優しい指に、涙はもっと出てくる。

「これからは、てめえも子供も俺が守る。だから、てめえも約束しろ」

　手を取られ、私の小指に翠の小指が絡んだ。

「なんでもかんでも、ひとりで背負おうとすんじゃねえ。不安も、つらさも、苦しみも全部、俺に預けろ」

「うん……うんっ、翠と一緒に、分け合って生きてく」

　絡んだ小指に力を込めたら、そのまま手を引かれた。再び重なった唇は、決して言葉を封じるものではなく……。

　すれ違っていた時間を埋めるように、心をがんじがらめにしていた糸をほどくように、相手の傷に染み入るように、互いを癒やす口づけだった。

　そのとき、とんっ、とんっとお腹を蹴られる。その振動は、私を抱きしめていた翠にも伝わったらしい。お互い慌てて唇を離し、私のお腹に視線を落とす。

「今、動いたか？」

「そうみたい……ふふっ、なんでこのタイミングなのかな？　お父さんとお母さんだけ仲良くしてて、ずるいよ～って怒ってるのかも」

「腹の子が男なら、てめえを独り占めするなっつう嫉妬かもしれねえぞ」

「あ……たぶん、男の子だよ」

　今さらながら、翠に夢のことを伝えていなかったことに気づく。こういう話もできないほど、私たちは切羽詰まっていたのだ。

「妊娠がわかる前に、双子の龍の夢を見たの。私は両腕で赤ちゃんたちを抱っこしてて、赤い髪と、まん丸の深紅の瞳をしてた。ふたりとも……翠にそっくりな男の子だった」

　あの子たちの愛らしい笑顔を思い出して、頬が緩んでしまう。翠にそっくりなのも、愛しくて愛しくてたまらない。

「……俺に似てると、そんなにうれしいものか？」

　少し困ったように、翠は私から視線を逸らした。その耳が微かに赤くなっている。彼の照れているところは貴重なので、しっかり目に焼きつけておくことにした。

「俺は……てめえに似たほうがいいがな」

「うん、中身は私に似たほうがいいかもね。出会う人出会う人、いちいちメンチ切ってたら友達できなさそうだし。あと、口の悪さ！　間違っても、女性をうじ虫呼ばわりするのはちょっと……」

　ついうっかりと、からかうつもりが本音がだだ漏れた。返ってきたのは、どすの利いた「あ？」だった。

「中身がてめえに似たら、猪ちょ突とつ猛もう進しんのお転婆になんだろうが。命がいくつあっても足りねえ」

「いや、そこは双子なんだし、手を取り合って龍神パワーも駆く使ししつつ、強く生きていってもらおうよ」

「龍神の力を当てにすんじゃねえ」

　まだ文句を続けようと、翠が口を開いた矢先――。

「双子？　それはいいことを聞きました」

　森にこだまする男の声に、緊張が走る。立ち上がった翠は、私の前に出て腰の刀に手をかけた。

「この気配……あやかしか。隠れてねえで、出てきたらどうだ」

「これはご挨拶が遅れまして、申し訳ございません」

　急に空から声が降ってきて、翠と顔を上げる。月を背に宙に現れたのは、黒いローブにスーツを纏った男。首元には赤いネクタイ、両手には黒革の手袋を着けている。顔はフードで隠れていて、薄ら笑いを浮かべる唇だけが見えて不気味だった。

「いやね、私の営業妨害をしている連中の顔を拝んでおこうかと思いまして、こうして参った次第なのですが……あなた方のおかげで活かつ路ろを見出せましたよ」

　営業妨害？　活路？　なんのこと？

　私たちはあやかし絡みの問題を解決するのが仕事だ。でも、あやかしを一方的に蔑ろにするような真似はしていない。双方の意見を聞き、仲裁するのが古くから人と人ならざる者の橋渡しをしてきた巫女の務めなのだから。

「はっきり言わねえか。回りくどいのは好かねえ……んだよ！」

　翠は剣柄を握る手に力を込め、ふっと短く息を吐きながら素早く抜刀する。

　月光を反射し、白く冴えた輝きを放つ刀身。放たれた三日月のごとき斬撃は、まっすぐローブの男へ向かっていく。

「おっと、物騒ですね」

　ふわりと宙で身を翻し、斬撃を避けたローブの男だったが――。

「そっちは囮おとりだ、阿呆が」

　翠は前に手を突き出し、横に払う仕草をする。その瞬間、ビュオンッと横から吹きつけた風が、ローブの男を吹き飛ばした。

「かはっ」

　背中から木に叩きつけられ、その拍子にローブの男のフードが脱げる。ふわふわとした銀髪に青色の瞳、頭には尖った耳がある。めくれ上がったローブの下から出ているのは、大きな白い尻尾。彼は――妖よう狐こだった。

「……乱暴ですね、荒あら神がみかと思いましたよ」

　よろけながらも立ち上がった妖狐は、自分の服についた土埃を手で払い落す。

　荒神って、荒々しい性格を持つ神様のことだよね。ご利益にあやかれば心強いけど、不敬を働けば祟りを起こしかねないっていう……。

　神社で働き始めた頃、天界や神様について吉綱さんが教えてくれたことの中に、確かそんな説明があった。

「この通り、俺は気が短い。狩られたくなけりゃあ、目的を洗いざらい吐け」

「さっきも言ったでしょう。私は営業妨害をする連中を見に来たって」

「……そうか、てめえか。妊婦を狙って、いけ好かねえ呪いをかけて回ってるっつう、呪術師は」

　考えてみれば、私たちは最近多発している妊婦が標的になった呪いを何度も解いている。そのことを営業妨害と言っているのであれば、この妖狐が例の妊婦専門の呪術師ということになる。

「そうですよ。あの方に献上する赤ん坊を探していたのですが、やはり人間の赤ん坊は弱い。母体にいるうちに妖気に触れさせて、ゆっくりとあやかしにしていく術をかけたのですが、あやかしになる前に絶命しそうなものばかりで、とても常とこ世よには連れ帰れません」

　やれやれといった様子で、妖狐は悪びれもせずに首を横に振った。

「その点、神の子であれば妖気に耐えられる。それもふたりも……これぞ、私の求めていた逸材」

　獲物を狙うかのように鋭い目がこちらに向けられ、私は無意識にお腹を両手で隠す。

　この子たちを奪われて、たまるもんですか。

　怯ひるみたくないと睨み返していたら、翠が妖狐の視線から守るように私の前に立った。

「子供をあやかしにして連れ帰り、なにをさせるつもりだった」

「それをお話ししたところで到底、あなた方には理解などできませんよ。特に〝天界の者〟には」

　明らかに敵視されている、翠だけでなく私も。天界の者というのは神様だけでなく、その神様を奉る神社の人間も含まれるようだ。

「なんだ、天界に恨みでもあんのか」

「……その話をする意味を感じられませんね」

　傷を負っても飄ひょう々ひょうとしていたのが嘘みたいに、表情から余裕が消えた。感情を悟られまいとしているようにも見える。

「そんなに動揺しておいて、よく言う。聞かれたくねえ、の間違いだろ」

　本当のことを言い当てられたからか、そこで少しの間があった。妖狐はさも観念したようにため息をつく。

「……まあ、いいでしょう。隠しておくことでもありませんし」

　さっきとは打って変わって、素直に話す気になったらしい妖狐に、私と翠は当然ながら眉を寄せる。

「私たちはできるだけ、多くの仲間が欲しかったのですよ。ですが、死んだ生き物の魂がすべてあやかしになるわけではありません。そうなれば、あやかしを作り出すしかない。それが、人間の子供をあやかしにしていた理由です」

　あやかしは成仏できずに地上に残っている人間や動物の霊れい魂こんが、憎しみで穢れて生まれる。みんながみんな、あやかしになるわけではない。

　あやかしを作り出して、どうするつもりなの？

　それにさっきから『あの方』『私たち』って……妖狐の仲間って一体どれだけいるのだろうか。これまでの呪い騒ぎは、もっと大きな陰謀の幕開けに過ぎないような気がして、嫌な想像ばかりが膨らむ。

「ですが、それは手間というものです。今回のように邪魔されては、骨折り損のくたびれ儲け。ならば、ふたりで千人力……いえ、それ以上の力を持つであろうあなた方の子をあやかしにするほうが利口ですね」

「……俺たちの子供を神堕ちさせる気か」

　翠の声音が地を這うように低くなる。

　神堕ち……翠はそれでたくさん苦しんだ。親友の龍神である楊泉さんを人間に殺され、あやかしになりかけるほど、憎しみに心を支配されそうになって……。

　それなのに、今度は子供たちまで奪おうというの？　大勢の仲間と友を失ってきた翠に、同じ苦痛を味わわせるなんて許せない！

「天界最強の龍神と稀き代だいの巫女の力を受け継いでいる子となれば、並々ならぬ神力を有しているはず。その赤子を神堕ちさせてあやかしにし、我々の勢力に入れる。それが今の目的です」

「それは無謀だな。その天界最強の龍神に勝てる見込みがあるなら別だが」

　挑発めいた笑みを口元にたたえ、翠は刀の先を妖狐に合わせた。

「無駄死にする気はありませんので、本日はここで失礼いたしますよ。しっかり策を練ってから挑むことにいたします。では再び相まみえる日まで――」

　渦を巻くように吹き荒れる風、木の葉が妖狐の身体を覆い隠していく。

「きゃあああっ」

「静紀！」

　突風から庇うように、翠が私を懐に抱き込んだ。

「そうでした、申し遅れておりましたが、私はヒサギと申します。以後、お見知りおきを」

　妖狐――ヒサギの声が響き渡り、パッと木の葉の渦が弾けると……。そこにはもう、ヒサギの姿はなかった。

「怪我してねえか」

　翠が、私の髪に絡まった木の葉を取りながら尋ねてくる。

「うん……ありがとう。でもまさか、呪い騒ぎがあやかしの仲間を増やすために行われてたなんて……。そんな壮大な目的のためだったなんて思いもしなかった」

　それに自分も巻き込まれているのだと考えると、ぞっとした。

「あやかしの仲間を増やすため……か。本当にそれだけだと思うか」

　腕を組み、翠は先ほどまでヒサギがいた宙を睨んでいる。

「翠は他にも理由があると思ってるの？」

「ああ、俺が『天界に恨みでもあんのか』って聞いたとき、あいつはすぐに答えなかった。初めから話す気があんなら、もったいぶる真似はしねえだろ」

「確かに。言われてみれば、そうかも」

　うんうんと頷いていたら、翠は羽織を脱いで私の肩にかけた。身体を冷やすなということなのだろう。翠のぬくもりがほんのりと残っていて、ほっとする。

「十中八九、あいつは天界に恨みがある。あやかしの中には、俺がそうなりかけたみてえに神堕ちしたやつがいるからな。そういうやつらの中には、生まれ育った天界から追放されたと、逆恨みするやつもいるってことだ」

「じゃあ、仲間を増やそうとしてるのは、天界に戦争でもしかけるつもりとか……」

「だろうな。だが、どうも狐に化かされてるような気がしてならねえ。あの狐にはまだ、腹に秘めてることがあんじゃねえかってな」

　翠は得とく心しんのいかないような顔をしている。ということは、天界に戦いを挑むことだけが目的だと決めつけるのは早まった考えかもしれない。

「狐が言ってた『あの方に献上する』っつう言葉も、引っかかる。あの妖狐の後ろに、さらに黒幕がいる。その黒幕があやかしの軍勢の頭を指してるのかはわからねえが、あいつの目的がなんであれ、俺たちの子供が狙われてるのには変わりねえ」

「……そう、だよね。ヒサギはこの子たちを神堕ちさせるって言ってた。私、この子たちのこと、絶対に元気に産んであげたいのに……」

　お腹を見つめ、服の上からさする。その手に、翠の手が重なった。顔を上げれば、翠が不敵に口端を吊り上げている。

「忘れたか、俺は天界最強の龍神で、てめえは稀代の巫女だろ。俺たち相手に宣戦布告たあ、いい度胸だ。返り討ちにしてやればいい」

　どうして、こうも強く在れるのか。どうして翠といると、私まで強くなれるような気がするのか……。きっと、これが夫婦というものなのだ。時には歩幅を合わせて、立ち止まってしまったら片方が手を引いて、お互いがお互いを補い合って、前に進んでいける関係――。

「翠、私……翠と夫婦になれてよかった」

「なんだ、突然」

　面食らっている翠の目元は、ちょっぴり赤い。

「突然じゃない。ずっとそう思ってたけど、何度も実感させられるっていうか……。私が苦しいときに、そばにいてくれるのが翠でよかったって」

　たぶん、ううん絶対に。この先も、私は何度も再確認するんだろう。翠が私の夫でよかったと。

「てめえだけじゃねえ」

　ムッとした顔で翠はそう言って、私の頭を上から押さえる。おかげで俯く羽目になり、地面とこんにちはだ。

「俺もだ。静紀が妻になってから、何度もそう思ってる」

「……っ、うれしい。うれしいんだけど、そういうセリフは顔を見て言ってほしいなあ……というのは我儘でしょうか」

　ものすごく照れてるんだろうな。だから顔を見ないでほしいってことなんだろうけど、不器用にもほどがある。こういう出会った頃から変わらないところも、大好きだ。

「我儘だな。なんの褒美もなしに叶えてやる義理はねえ」

「じゃあ、大福で手を打ってくれません？」

「俺を食べ物でつる気か」

「またまた、大好物でしょう？」

「うるせえ。帰るぞ、家出妻」

　先に歩き始めた翠を小走りで追いかける。隣に並ぶと、当然のように歩くスピードを合わせてくれる翠が愛しかった。

「その言い方はひどい！　でも、そんな家出妻を追いかけてきてくれるくらい、私のこと好きだよね、翠」

「そうだな」

　その返答は予想していなくて「へ？」と間抜けな声を出してしまう。てっきり、『寝言は寝て言え』的な素っ気ない返しがくるとばかり。

　翠はしてやったりとばかりに、にやりとした。

「顔が赤いみてえだが」

「もうっ、意地悪に変な磨きがかかってる！」

　膨らませた頬が、ふふっと笑うと同時に緩む。

　不思議、神社を出るときは未来が途方もなく厚く重い壁のようにしか感じられなくて、こんなふうに笑える日なんて二度とこないと思ってた。

　だけど翠がそばにいるだけで、自分が死ぬかもしれなくても、進む道の先にわずかに光が見えるのだ。翠とならどんな結末が待っていても、最後には笑えるだろうと。
















四ノ舞　命が尽きても愛してる







　妊娠七か月になると、歩くのもつらくなるくらいお腹が大きくなった。

　子供たちが成長して、さらに神力が必要になったのか、力を吸い取られていく感覚で立っていられないこともしばしば。

　朝から縁側の柱に寄りかかって、ぐったりとしていると……。

「……今戻った」

　黒猫が上から降ってきて、しゅたっと庭に降り立つ。ミャオだ。こちらにやってきて、ぴょんっと縁側に上がる彼の毛は土埃で汚れていた。

「もしかして、またあやかしが？」

　私は近寄ってきたミャオに手を伸ばし、毛についた土を手で払ってあげる。

　二か月前、呪術師のヒサギと対面したのをきっかけに、私はあやかしに狙われるようになってしまった。

　ヒサギと会った日、呪術師の正体や目的についてはすぐにみんなとも共有し、翠やミャオがこうして神社の周りを見回ったりしてくれているのだが、最近では参拝客も怪我をさせられたりしている。

　一応、神社は吉綱さんが結界を張っているので安全らしいのだが、ヒサギは策を練ってから挑むと再戦を口にしていたので、いつ結界を破って襲ってくるかと思うと気が気じゃない。

「……うん、三体追い払ってきた。あいつら、結界があって中に入れないから、わざと参拝客に手を出してるんだ。それで、中から静紀を引きずり出す魂こん胆たん」

　臨月まであと三か月……。この子たちが生まれるまで、参拝客が危ない目に遭っていたら、神社に足を運ぶ人がいなくなってしまう。そうしたら、奉り神の翠は信仰を失って消えてしまうかもしれない。

「どうにかしないと……」

　赤ちゃんたちのことでも悩みは尽きないのに、問題事は次から次へと起こる。

　翠も今日みたいにときどき天界へ出かけていて、おそらく私との婚姻の破棄を迫られているのだ。

　憂鬱になることばかりだな……。

　ため息をついたとき、「あんまし、思い詰めんな」と声がして振り返る。

「翠、おかえりなさい」

「今日は起きてて平気なのか？」

　隣に胡坐をかいた翠は、私のお腹に顔を近づけ「帰ったぞ」と微笑した。それを目にしたミャオが〝変なもの見た！〟とばかりに震え、耳と尻尾をぴんと立てる。

「……鬼畜な心も、我が子の前では浄化されるんだね」

「てめえも根暗を浄化したけりゃ、早く女と契るんだな」

　なぜか勝ち誇った顔をする翠。

「……現世には略奪愛、略奪婚っていう言葉があるらしいよ。知らないの？」

　――なにをそんなに略奪したいの、ミャオ。

　漂い始めた不穏な空気は、赤ちゃんたちの胎たい教きょうに〝絶対に〟よろしくないので、私はふたりの会話に横やりを入れる。

「こ、この時期、赤ちゃんにたくさん話しかけたり、お腹にさわったりすると、発達を促していい胎教になるんだって。そのことをネットで知って、翠に教えたの。そうしたら、さっそく実践してくれてるみたい」

「……ふーん。迷いは晴れたんだ」

　ミャオは意味ありげな視線を翠に送る。

「あれこれ悩んでも、行きつく先はひとつだって気づいたからな。俺にとっては、静紀と子供がすべてだ。どんな障害が待ってようが、守るべきもんのためにできることをするしかねえ。そう単純に考えることにした」

「……いつもの翠は難しいこと考えないで感情に素直なんだし、そのほうがらしいと思うよ。そういうとこ、静紀と似た者同士。……ムカつくけど」

　あ、あれ？　なんだろう、この『理解し合ってます！』みたいな雰囲気。不穏な空気を変えなきゃ～なんて、私の取り越し苦労だった？

「なんじゃ、みんなして縁側に集まって」

　にこにこしながら、吉綱さんがやってくる。

「吉綱さ――いたたたっ」

　軽く捻っただけなのに、腰に鈍い痛みが走った。私は涙目になりながら、患部を手で押さえる。

　赤ちゃんふたりぶんの重みってすごい。立ち上がるときとか、寝ている体勢から起き上がるときも腰が痛くてしょうがない。

「てめえは年寄りか」

「双子の重みを……なめたらいかんぜよ……」

　地味に痛すぎて、おかしな口調になってしまう。いっそ、ちょっと笑えてきた。

「重いんなら、そいつらがちゃんと育ってる証拠だろ」

　自然に翠が私の腰をさすってくれる。この口の悪さからは想像できないと思うが、甲斐甲斐しい夫なのだ。

「仲睦まじくて結構。ちょうどふたりに話があったんじゃ」

　吉綱さんは改まった様子で、私たちの前に正座する。

「神様のお子は、妊娠中に巫女の神力を吸って大きくなる。これは前にも話したじゃろ？」

「栄養、なんでしたよね。私の神力が」

　お腹に視線を下ろすと、吉綱さんが「そうじゃ」と頷いた。

「神社に残されてる記録によれば、巫女は神力を吸われすぎて衰弱するか、神様のお子が出産で外界に出た瞬間、自分の力を制御できず思い切り解放してしまうことで命を落としているんじゃ」

「子供だろうが、神の血を引いてるからな。加減しねえで放った神力に、身体が耐えきれねえんだろ。生まれたばかりじゃ、神力を制御する機能は未熟だからな」

「そうでした、翠様には事前に話しておりましたな」

　……事前に？

　視線で翠に説明を求める。

「てめえと子供、両方助かる道を見つけるには、まず巫女の死因を明確に知る必要があんだろ。策を講じるのはそれからだ」

「私たちのために……」

　翠は諦めてないんだ。子供たちだけじゃなくて、私の命も……。

　それがうれしくもあり、少し心配でもあった。もし、こんなに必死になってくれている翠の心を踏みにじるようなことになったら……。翠が受けるだろう痛みは計り知れない。

「そうじゃ、これも話しておかんとじゃな。龍神様と結ばれた巫女の出産には、代々腹ふく帯たいの付喪神が付き添うしきたりなんじゃ」

　吉綱さんの声で、思考の海に沈みかけていた私は我に返る。

「腹帯の付喪神？」

　付喪神は長い年月を経た道具などに、神様や精霊などが宿ったものとされている。今も腹帯を持って安産祈願をするが、その腹帯に宿った神様のことだろうか。

「巫女のお産介助は、普通の病院では対応できんからのう。龍宮神社には巫女の懐妊に携わってきた、付喪神様が宿る腹帯が受け継がれているんじゃ。他のどこで産むより、この神社で産むほうが安全じゃろう」

　そこへ音もなく静御前が吉綱さんの隣に現れる。

「私も付き添うぞ、お産介助なら出産経験のある私にも手伝えることがあるだろう」

　子供の姿でそう言われると、どうしても違和感があるな。

「そうじゃな、静紀さんも師匠で女性の静御前様に付き添ってもらえたほうが安心じゃろう」

「そうと決まれば、町に出向いてベビーグッズとやらを見てくるといい」

　静御前の提案に、私と翠の「は？」と言う声が重なる。

　翠が地上で暮らすことになって二年、こちらの言葉にも随分詳しくなった。ベビーグッズがなんなのか聞き返していないし、意味はちゃんとわかっているらしい。

「そうじゃな、人の子を身籠ったときと同じで、静紀さんには適度な運動が必要じゃ」

「……行ってきなよ、気分転換にもなるし」

　ミャオまで急かすように、私のお尻を尻尾でぺしぺしと叩く。

「俺は構わねえが……静紀、てめえはどうしたい。体調が悪いなら、無理はすんな」

「私は……行きたい」

　今を逃したら、翠と出かける機会はもうないかもしれないし、体調もみんなと話してるうちにいくらかよくなった。

「行きたい、翠とデート！」

「っ！　そう、かよ」

　翠は目を見張ったあと、すぐに頬を赤らめ柔らかく微笑む。

「てめえがしたいことなら、いくらでも叶えてやる。俺を好きにできんのも、静紀。俺を手に入れた、てめえだけの特権だ」

「……っ、うん」

　恥ずかしいやら、切ないやら。

　私は一度、翠のそばにいていいのか、その資格が自分にあるのかと悩んで、翠の前から消えようとした。

　私の弱さを、迷いを知っているから、翠はあえて口にしてくれているのだ。私が特別だと、私の代わりはいないのだと、だから……離れることは許さないと。




「私、あやかしに狙われてるのに、いいのかな……」

　みんなに見送られて、ショッピングモールまで来たはいいが、ここであやかしに襲われたら、他のお客さんも危ない目に遭わせてしまうかもしれない。

「そこは抜かりはねえ」

　角を隠して私服姿で隣を歩いている翠が、ジャケットの内側から札を取り出す。

「それって……」

「神社を出る前に、じじいが寄越してきた。俺たちの神気を隠す札だ。あいつらの手も借りて、神社の至るところに俺たちの神気を練り込ませて作った札が貼ってある。あやかしどもに、俺たちが神社にいると錯覚させるためにな」

「ま、待って。それだと神社にいるみんなが危険じゃない？　他の参拝客も……」

「危険なのは今日に限ったことじゃねえ、いつもだろ」

　あっけらかんと答える翠が、私の懸念をばっさり切った。

　それは……確かに。私がいる限り、神社はいつだって危険だ。

「でも、せめて他の場所にできなかったの？　誰も来なさそうな廃はい墟きょとか、森とか、樹じゅ海かいとか……」

「てめえは阿呆か。俺たちがずっと誰もいねえ廃墟に、森に、樹海にいたらおかしいだろうが。神社以外の場所で気配が動かねえのも不自然だ」

「うっ……そうですね」

　私がおバカでした。単純だと思う、我ながら。

「だからといって、俺たちがいてもおかしくねえ町に札を貼れば、その周囲にいる人間が狙われる。俺たちの気配だけを消しても、狐どもが神社以外の場所を探し回っちまうだろ。その点、神社なら化け猫もじじいもいるからな。なにかあったとき、すぐに対処できる」

「そっか……」

　みんな、私のためにそこまでしてくれてたんだ。それなら、申し訳ないって思うのは、なんか違うよね。みんなを信じて、ありがとうって思うほうがずっと恩返しになる気がする。

「あの広い神社に札を貼るの……大変だったでしょう？」

「それほど、てめえが大事にされてるってことだろ。じじいに化け猫、それからあの白拍子にな」

　まただ……。私はまた、翠に教えられる。たとえ巫女の力を失っても、神社は私の帰る場所だと。巫女だから彼らに必要とされているのではなく、私だからこんなにも尽くしてくれるのだと。

「私……幸せ者すぎるでしょ」

　もう……最近、涙もろくて困る。うるっときてしまって鼻を啜れば、翠が私の手を引いた。

「てめえがどれだけ必要とされてるのか、その価値を見失ったときは、俺たちが教えてやる。何度でもな」

「……っ、もう。泣き止やみたいのに、翠のせいで余計に涙出るし……ううっ」

　顔に力を入れるも、ぽろぽろ涙が止まらない。

「なんつう顔してんだ、てめえは。化粧が落ちてんぞ」

「え、それは困る。目、パンダになってない？」

「ぱんだ……？　ああ、あの白黒の変な熊か」

「神様には、パンダは熊に見えるんだ……？」

　首を傾げる私の目元を、翠は優しい手つきで擦った。そして「あれか？」と、ベビーグッズが置かれたお店の前まで私を連れていく。

「小せえな」

　翠が指で摘まむようにして持ち上げたのは、トラ柄のパンツ。

「なにそれ、可愛い！」

「可愛い……のか……？」

　これが？と疑問顔で、翠がトラ柄パンツを凝視している。

「トラ柄パンツを穿く双子ちゃん……うん、もう何時間でも眺めてられる自信ある」

　それを見ることは叶わないかもしれないけれど、こうして想像するだけで楽しい。すっとお腹を撫でれば、翠が「これがいいんじゃねえか」と私に龍柄のロンパースを見せてくる。

「これは……いかつすぎると思うんだ」

　まるで入れ墨のような金の龍の刺繍。どうしても【ヤ】から始まる裏社会の職業が頭にちらつく。

「もっと、ほら……こんな龍とかどう？」

　正確には龍じゃなくて恐竜なのだが、背中にあるヒレが色とりどりで可愛い。

「弱っちそうだな、威厳がねえ」

「ロンパースになにを求めてるの、翠」

　苦笑いしつつ、私たちはトラ柄のパンツも龍と恐竜のロンパースもすべて買ってしまった。

　そうしてお店を回っているうちに、お昼が近くなった。私たちはファミリーレストランに入り、ふたりでメニューを覗き込む。

「おい、そこに載ってる刺身やら生卵やらは食うなよ。あと、塩分と糖分の取りすぎに注意しろ。じじいみてえに、こうけつあつ……ってやつになるぞ」

「翠……よく知ってるね、高血圧なんて言葉」

「人間の妊婦のことなんざ、俺にはわからねえからな。人間のざっし……とかいう書物で調べた」

　翠が雑誌で……その現場に居合わせたかった。私のために調べ物をしてくれる旦那の姿なんて、絶対にほっこりしたと思う、絶対に。

「ふふ……」

　雑誌をしかめっ面で一生懸命読む翠の姿を想像して、笑みがこぼれた。すると翠はテーブルに頬杖をつき、照れ隠しの仏頂面になる。

「しょうもねえ妄想してんだろ。即刻やめろ、さっさと料理を選べ」

「はーい」

　返事をしてメニューに目線を落とすが、どうしてもにやけてしまう。仕方ないのでメニュー表で顔を隠していたら、濁点のついた「……おい」が聞こえた。

「それで隠してるつもりか？　肩が震えてんだよ、肩が」

　メニュー表を翠に奪われる。視界が開けると、さっきよりも翠の顔が赤い。私は緩む頬を両手で押さえた。

「だって……もう、にやけが止まらない」

　ため息をつく翠。何気ない会話が、見慣れた翠の表情や仕草が、とても尊いものに思える。

　私たちはむず痒い空気の中、料理を頼んだ。料理が運ばれてくるまでの間、子供の話に花を咲かせる。

「赤ちゃんの名前、どうしようか」

「双子だからな。名付ける楽しみも二倍だな」

　子供たちのことで、翠が楽しいって感じられる瞬間があってよかった。

　失う悲しみより、これからの未来に目を向けてほしいと思うのは、私が彼を置いていく側だからなんだろうな。

「本当だね。あ……翠、私たちの名前を入れるのはどうかな？　ありきたりすぎる？」

「いや、いいんじゃねえか。清く澄んだ水みてえに穏やかで、誰かの心の穢れを癒やせる……静しず流る、とかな」

「いいね！　音も綺麗で、私も気に入っちゃった。じゃあ、もうひとりは……平和が、幸運な人生が、限りなく続くように……永えい翠すい、なんてどうかな？」

　そしてもうひとつ、叶う限り翠のそばにいてくれますように。そんな願いを込めて。

「永翠……いい名だな」

　その声はどこか寂しげに響き、翠の眉尻がほんの少し下がる。その理由は考えずとも察せた。

　――永遠なんてないと、現実を見つめてしまったのだ。

　前だけを彼と向いていたいけれど、そのためには根底にある恐れや不安を認めないといけない。でないと、私たちは訪れるかもしれない別れから目を逸らし続けることになる。その間、ずっと怯えることになる。

　覚悟しなきゃいけないんだ、離別の時を。だから……翠とちゃんと話さなくちゃ。




　午後の光がいくらか薄れ、辺りに夕暮れの気配が混じり始めた。

「翠、天界に結構呼ばれてるよね。やっぱり私と別れろって？」

「隠しても却っててめえを不安にさせるから言うが、それもある。だがな、他にも用事があんだよ」

「他の用事？」

「朝、てめえも子供も助ける方法を探してるっつったろ。神社に残ってる書物には全部目を通したが、天界の書庫にもなにか手がかりがないかと思ってな」

　翠が頻繋に天界に行ってたのは、私と子供たちのためだったんだ。

「……今んとこ、結果は思わしくないがな……」

　悔しそうに拳を握りしめる翠。私たちに残されている時間はあまりにも短くて、焦る気持ちはわかる。

「翠、私もできるだけ健康に気をつけて、神力も無駄遣いしないで、赤ちゃんたちと元気でいる。だから、一緒に頑張ろう」

　励ましたくて、爪が食い込むほど握りしめられた翠の手を両手で包み込んだ。そして、その指をひとつひとつほどいていく。

　翠とちゃんと話すなら、今だ。もし離別の時が来ても、前を向くための覚悟を決めなくちゃ……ふたりで。

「今から言うことは、絶対に悲観してるから伝えるんじゃありません」

　訪れるかもしれない別れから目を逸らし続けるのは、これで終わり。

「なんだ、急に。らしくねえ話し方しやがって」

「私の命が尽きても、翠のことを愛してる」

「……縁起でもねえ」

　今にも吠えそうな翠を、「最後まで聞いて」というひとことで黙らせる。翠は言葉を呑み込むように、喉をごくりと鳴らした。

「私にもしものことがあったとき、ううん……もしものことがなくたって、私は翠より先に逝く。だからね、私たちの子供が翠と同じくらい長生きだったらいいって思ってる」

　翠の指をすべて開いて、その手を自分の頬に誘い、くっつける。

「この子たちが翠の未来にいてくれる、翠をひとりにしないでくれる。そういう意味でも、この子たちが待ち遠しい」

　死ぬのが怖くて、母親になる覚悟ができないでいた。迷って、泣いて、大切なものまで手放そうとして、たくさん遠回りしたけど……ようやく、心から言える。

「この子たちをあなたに遺せるなら、この子たちに会えるのなら――。この命を懸けても、惜しくないって思うんだ」

　もう未来に怯えたくない。この子たちが生まれてくることで、訪れるだろう幸せに目を向けたい。

「……こいつらは、静紀の命を継いでる」

　翠が重なっていた手に指を絡め、私のお腹を見つめた。

「てめえを諦めたわけじゃねえ。ただ、もしその時が来ても、俺はこいつらの面影にお前の存在を感じる」

「そうだよ。私の命も翠の命も、この子たちの中に残る。それでも、どうしようもなく悲しくなったときは……。私は天から、翠は地上から月見酒をするの」

　翠のことだから、私がいなくなったあとも、神社のみんなのために奉り神は続けるだろう。新しい巫女を迎えてでも。だから、私は地上にいる翠を見守る。

「翠が寂しいとき、晩酌に付き合ってあげる。それで、生まれ変わったら……必ず、また翠のところに帰るから」

「……っ」

　見開かれた翠の瞳から、溢れた光。それは夕日を浴びて金色に輝きながら、つううっと頬を伝っていく。

「その希望があったか……俺は幸い長生きだからな、てめえの転生を待ってやれる」

　翠が私を抱きしめる。首筋に翠の涙が落ちては弾け、私は大きいのに頼りなく震えるその背中にきつく腕を回した。

「また、会える……静紀に……っ」

　置いていかれてばかりで、見送ってばかりの翠にも希望が見えたのだとしたら、私も救われる。だから、再会を信じてほしい。

「この先、どんなに絶望的なことがあったとしても、その暗闇の中に光を探し続ける限り、私たちの未来に待ってるのは……きっと希望だよ」

　私たちがそう信じ続ける限り。

　翠は「そうだな」と言い、少しだけ私から身体を離す。

「てめえは強いな。でも、俺は今生でてめえと幸せになることを諦めてはいねえ。どうしてもそれが叶わねえときも、俺の望む幸せにはぜってえにてめえが必要だってことを忘れんな」

　頷いて応えれば、翠は私の頭を引き寄せる。そしてぬくもりを感じるためか、頬をくっつけてきた。それはまるで、その時がいつ来てもいいように、互いの存在を胸に刻むような触れ合いだった。




「転ぶなよ」

　翠に手を引かれて、神社の石段を上がりきる。すると、神社は廃墟みたいにしんとしていた。

「珍しいね。まだ夕方なのに」

　いつもなら、ちらほら参拝客を見かけるのだが、人っ子ひとりいない。きょろきょろしていると、翠がやんわり私の腰を引き寄せた。

「……札の仕掛けに気づかれたみてえだな」

「札って、私たちの神気を練り込ませたっていう？」

「ああ、お出ましだ」

　翠の鋭い目線がまっすぐに拝はい殿でんへ向けられている。それを辿るように振り向けば、そこにはローブを纏った妖狐――ヒサギがいた。

「小細工に騙されて、散々神社内を探し回ることになってしまいましたが、ようやくお会いできました」

「じじい……ここの神主と化け猫はどうした」

　結界も張られていたはずなのに、どうやって破ったのだろう。その疑問の答えは、すぐに返ってきた。

「ここにおりますよ」

　パチンッとヒサギが指を鳴らせば、境内に落ちていた木の葉が大量に風で巻き上がり、私たちの目の前を横切っていく。今の今まで、この場には私と翠とヒサギしかいなかった。だが、木の葉が通り過ぎていくと、そこには……。

「な、に……これ……」

　私は眼前に現れた光景に、頭が真っ白になった。地面から生える太くて黒いツルが、吉綱さんとミャオの身体に巻きついて、一本の巨大な樹木のように立っているのだ。

「ミャオ……？　吉綱さん……？」

　ふたりは青白い顔で目を閉じている。着ているものもところどころ切れていて、彼らがどんな目に遭ったのかは想像がついた。

　喉の奥で、ひゅうっと音が鳴る。頭がぐわんぐわんとして、私は自分の足で立っていられず、翠に寄りかかった。

「静紀、平気か」

「……私のことより、ふたりは……」

　――大丈夫なの？

　そう聞くのさえためらうほど、ふたりの安否を知るのが怖かった。

「てめえ、どんな手を使いやがった。じじいも化け猫も、そう易やす々やすとやられるタマじゃねえ」

「私も無鉄砲に戦いを挑んだりはしません。言ったでしょう、策を練ってから挑ませていただくと。子供を人質に取らせていただいたんですよ」

　残酷なことを笑顔で言ってのけるものだから、私は一瞬ヒサギの言葉を聞き流しそうになった。

　人質……だからふたりは手が出せなかったんだ……。

「ああ、ご安心ください。子供は彼らが逃がしました。ですが、その代わりに自分たちが犠牲になっては、目も当てられませんね。守りたいものがいくつもあると、身動きが取れなくなる。それでは本当に守りたいものは守れません」

　犠牲……ミャオと吉綱さんは、もしかして死んでしまったんじゃ……。

　ショックで気が狂いそうなのに、目を塞ぐことさえできない。石のように固まっていたとき、ズキズキと腹痛に襲われる。

「うっ……」

　お腹を押さえてしゃがみ込むと、翠が「どうした！」と私の顔を覗き込んだ。

「お腹……が……痛い……」

　冷や汗がじっとり肌に滲む。指先から体温が奪われていくみたいに寒くて、私は震えた。

「佐川陽子のときと同じ症状か？　静紀、あいつらは簡単に死んだりしねえ。大丈夫だ、深呼吸しろ」

　佐川さんのときみたいに、ストレスが原因の腹痛だったとしたら、気持ちを落ち着かせないと。流産なんて絶対に嫌！

　私は言われた通りに肺いっぱいに空気を吸い込んで、大きく吐く。その間、翠は私の背に手を添えていてくれたのだが、神経はヒサギに集中させているのが纏うピリついた空気でわかった。

「取引といきましょうか」

　私たちの様子を見ても気にせず飄々とした態度を取るヒサギに、翠は眉をひそめる。

「人質を取っておきながら取引だ？　はっ、てめえは端はなから取引なんざする気はねえんだろ」

　吉綱さんとミャオの命は、ヒサギに握られているようなものだ。これでは、ヒサギの取引に応じる以外の選択肢がない。

「なにを言います、これは立派な取引ですよ。あなた方のお仲間を助けるために、差し出してほしいのです」

　ヒサギの目がゆっくりと私を捉える。丁寧な口調に似合わず、瞳は獲物を捕らえるようにぎらついていた。

「……神の子を」

「そんなっ……」

　どうしよう、どうしたらいいの？　仲間の命と子供たち、私にはどちらかなんて選べない……っ。

「差し出せるわけがねえだろ」

　翠が神様の姿に戻り、腰の刀に手をかけた。

「いいんですか？」

　ヒサギが意味ありげな嘲笑いを浮かべる。

　ここでヒサギの申し出を断れば、ミャオたちが……。ヒサギが子供たちを欲している以上、私とこの子たちが命を落とすような事態にはならないはず。なら……。

「どうすれば、ミャオと吉綱さんを解放してくれますか？」

　翠の咎める視線が即座に飛んできたが、私は〝信じて〟と強く見つめ返し、ヒサギに対峙した。

「こちらへいらしてください」

　そばに行ったら、どんな目に遭うだろう。怖い……だけど行くしかない。

　動揺を悟られないように密かに深呼吸をして、私は一歩を踏み出す。翠が「ダメだ」と私に手を伸ばしたが、それを避けた。

「ごめん、翠。でも、今の私たちにできるのは、これくらいしかない」

　それは、翠も十分にわかっているのだ。歯がゆそうに目を伏せ、引き留めたい気持ちを押し殺すように拳を震わせている。

「大丈夫だから」

　なんの根拠もないけれど、翠を安心させたかった。何度もそう声をかけながら、ヒサギの前まで歩いていく。

「かなり時間がかかりましたが、これでようやくあの方に献上するに相応しい赤子を用意できそうです」

　ヒサギの手が私のお腹に触れた。

「……っ」

　服越しでもヒサギのひやりとした体温を感じ、嫌悪感が全身を駆け巡る。後ろで翠の、「くっ」と憤りを抑え込む息遣いが聞こえた。

「ゆっくりと時間をかけて、私の妖気に慣れていってくださいね」

　ほくそ笑むヒサギの手から黒い炎が噴き出し、私の中に侵入してくる。

「う、あぁっ……ああっ」

　焼けつくような痛みが体内に走り、私はがくっと地面に膝をついた。

「……っ、てめえ！　静紀から離れろ！」

　翠が刀を抜き放ちながら、こちらに走ってくる。しかし、ヒサギが黒い炎を纏った手を私に翳すと、舌打ちをして砂埃を上げながら足を止めた。

「頭に血が上りやすい方ですね。状況がわかっていますか？　私の手には、あなたの大事な者たちの命が握られている。あなたの行動次第では、すぐに消し去りますよ」

「静紀はただでさえ不安定なんだよ。呪いなんざかけられたら、腹の子供が育つ前に命を落とすかもしれねえ。そうなれば、てめえも目的を果たせないんじゃねえのか」

　呪い……私の中に入ってきたあの黒い炎は、呪いをかけるためのものだったんだ。

「私だってバカではありません。母体が死ねば、子供も死にますからね。ですから、ゆっくりと時間をかけて、私の妖気に慣れさせると言ったんです」

　ヒサギの手が、地面に四つん這いになっている私の顎を持ち上げる。

「負担がまったくないわけではありませんが、子供が生まれるまでは死なないよう加減して、お腹の子を神堕ちさせていく呪いをかけました。それまでは、あなたを丁重に扱いますから、ご安心を」

　さも親切そうに微笑むヒサギが、私は怖くて仕方なかった。

　人の命をなんだと思ってるの。

　せめてもの抵抗に睨み返すと、呆れたようなため息をつかれた。

「揃いも揃って、立場がわかっていないようですね。これは少し、痛い目を見たほうがよさそうです」

　すっと笑みを消して、私の顎から手を離したヒサギ。その変わりように、ぞわっと総毛立つ。

「あなた方の小細工で予定を狂わされ、未だにあの方に赤子を献上できないことに、私は少々苛立っておりましてね」

　ヒサギはガシッと、私の頭を鷲掴みにした。

「う、あっ」

「今すぐその手を離せ。でねえと……」

　翠を中心に、空気が一瞬にしてちりちりとした殺気に支配される。刀をぐっと握り直し、こちらに足を踏み出しかけた翠に、ヒサギは――。

「動かないほうがいい」

　そう語気を強めて忠告した。

「彼女を死なせるつもりはありませんが、傷つけることはできるのですよ」

　ヒサギの手から黒い炎が放たれ、私の全身を包む。

「うう……っ」

　炎に実際に焼かれているわけじゃない。子供に死なれたら困るから、熱さだけを私に伝えているんだ。でも……本当に熱風が気道を、肌を、じりじり溶かしていくみたいに痛い……苦しいっ。

「静紀！」

　ダメだ、翠が心配する……声、我慢しないと……っ。

　悲鳴を出さないよう唇を噛めば、口内に鉄の味が広がる。それを見下ろしながら、「健気ですね」とヒサギは冷ややかに笑った。

「そこの龍神、彼女を傷つけられたくなかったら、代わりにあなたが私の憂さ晴らしに付き合ってくださいますか？」

「なに、を……やめ、て……翠に、なにも……しない、で……」

　私はヒサギのローブを掴むが、痛みのあまりうまく手に力が入らない。

「……静紀と、そいつらになにもしねえってんなら、いくらでも付き合ってやるよ」

　はっと笑う翠。どうして挑発するようなことを……と思ってすぐ、翠の考えに気づいてしまった。翠は自分に敵意を向けさせて、私たちが傷つけられないように振る舞っているのだ。

「やめ、て……」

　いくらでもこの痛みに耐えるから、全部背負おうとしないで！

　そんな願いも虚しく、「では、遠慮なく」と愉快そうにヒサギは翠に向かって手を突き出した。ぼわっと放たれた黒い炎が、翠を吹き飛ばす。

「い、や……翠っ……！」

　弧を描くように宙に浮いた翠の身体が、地面にドサッと落ちた。声にならない悲鳴が喉に詰まる。

「翠……翠……っ」

　そばに行きたいのに、身体が言うことを聞かない。彼に伸ばした手は境内の砂を掻くばかりで、涙が込み上げた。

「どちらが優位なのか、思い知ってください」

　ぼんっ、ぼんっと炎の玉が無抵抗の翠を襲う。翠は火傷を負おうが、地面に叩きつけられようが、悲鳴ひとつあげなかった。

「ねえ……ねえ、やめて……お願い……っ」

　私は這ってヒサギの足元に縋り、そのローブの裾を掴む。

「なんでも、する……だから、もうやめて……っ」

　泣きたくないのに、涙が勝手に頬を伝っていく。悔しかった、こうして懇願するしかない自分が。

「やめ、ろ……静紀」

　どんなになぶられても、ひとことも言葉を発さなかったくせに。

　うつ伏せに倒れていた翠が顔だけを私のほうに向ける。額や口端からは血が流れ、髪も頬も服も土に汚れていた。痛みに眉を寄せながら、それでも翠は口角を上げる。

「てめえが媚びる必要は……ねえ。俺は平気だ……」

「……っ、バカ……っ」

　どこが平気なの？　そんな血だらけになって、声だって苦しそうで、それなのに翠は私の誇りまで守ろうとして……。自分のことよりも、人のことばっかり守ろうとするんだから。

「美しい夫婦愛ですね。ですが、そろそろ茶番劇にも飽きました。あの方を待たせてもいけませんし、巫女は丁重に常世にお迎えしますね」

　ヒサギは私の腕を掴んで無理やり立たせようとする。

「その女にさわんじゃねえ……」

　刀を杖代わりに起き上がる翠。額や口端から流れた血が顎を伝って滴り落ちるのを見た私は……。

「もう……無理、しないで……」

　どうか立ち上がらないでと願う。発したはずの声は、ほとんど空気だった。胸が抉れてしまいそうなほど痛い。

「……静紀も、子供も……俺が、守るって……約束……したんだよ……」

　呪いなんかよりも遥かに、翠が傷つくところを見ていることのほうが苦しい。

「誰か……」

　か細く声を漏らす。

「誰か……助け、て……」

　翠を、これ以上傷つけさせないで。誰か、助けて……っ。

　祈るようにぎゅっと目を瞑れば、その拍子に涙がこぼれた。そのとき――。

「……遅くなってごめん」

　聞き覚えのある、抑揚の乏しい気怠げな声。一筋の希望を見つけたような気持ちで、私ははっと瞼を開く。

「……回復に時間がかかった」

　青白い顔で、明らかに瀕死だったはずの〝彼〟が、私を拘束しているヒサギの腕を掴んでいた。

「ミャオ……！　無事でよかったっ、本当に……よかったっ……」

「なっ――まだ動ける状態ではないはずですが……」

　ヒサギは狼ろう狽ばいを顔に漂わせ、ミャオを凝視している。対するミャオはヒサギの腕を鋭い爪が食い込むほど掴み、瞳に殺気を灯していた。尻尾の青白い炎がぼわっとひとつずつ大きく、強く揺らめき出す。

「……身内が世話になったみたいだから、僕も遠慮なくボコボコにやり返す。それが礼儀」

　淡々と言い、ミャオはヒサギの腕を掴む手から青白い炎を出した。それはたちまちヒサギの身体を覆い、火だるまにする。

「くっ……」

　ヒサギは燃えるローブを脱ぎ捨て、大きく後ろに飛び退くと、私たちから距離を取った。

「……逃がさんわい。高たか天あま原はらに神かむ留づまり坐ます 皇親すめらがむつ神かむ漏ろ岐ぎ神かむ漏ろ美みの命みこと以もちて――」

　いつの間にか、ヒサギの後ろに控えていた吉綱さんが祝詞のりとを唱える。すると、空気がわずかに澄んでいく。

「天あま津つ神かみ　国くに津つ神かみ　八百万やほよろづの神かみ等たち　共に聞食きこしめせと白まをす」

　声が波紋のように光る輪となって辺りに広がると、ヒサギが急に「ぐうっ……」と胸を押さえて苦しみ出した。

「神社を清めたんじゃ。ここは今、いつも以上に神気が満ちておる。ミャオのように長い間、神社の神気に触れてきたあやかしならともかく、慣れていないお前さんにはこの場所は苦痛じゃろう」

　私を庇うように立ったミャオと、ヒサギを挟んで向こう側にいる吉綱さん。形勢は逆転し、ふたりがヒサギを追い詰める。

「……遅ぇよ、いつまで寝てやがった」

　翠はふっと笑いながら口端の血を拳で拭い、ゆらりと立ち上がる。そして、彼らと同じようにヒサギを包囲する。

「てめえは、守りたいものがいくつもあると、身動きが取れなくなるっつったな。それじゃあ、本当に守りたいものは守れねえと」

「…………」

　ヒサギが無言で睨み返すのに対し、翠は毅き然ぜんとしていた。

「それは逆だな。守りたいやつがたくさんいるってことは、逆を言えば自分を守ってくれるやつもたくさんいるってことだ。そんで俺が助かれば、俺は自分が大事だと思うやつを助けられる。守るってのは、自分が生きてねえと成し得ねえことだ」

　翠がすっと刀を構え、狙いをヒサギに定めた。

「守るものは少ねぇ、自分を守ってくれるものもねえ。なあ、身動きが取れなくなってんのは……一体どっちだ？」

「……っ、仲間でなくとも、駒さえあれば自分の身は守れますよ」

　パチンッとヒサギが指を鳴らした途端、地面に亀裂が入った。その隙間から次々とツルが飛び出してきて、その先端に大輪の黒い花を咲かせる。

　その花の中央から、にゅうっと顔を出したのは黒い芋虫のようなあやかしたち。ぼとぼとと境内に落ちるや何十本と生えた足で素早く動き回り、噛みつこうとしてくる。

「……燃やし尽くす」

　ぼんっとミャオが大きな化け猫の姿に変わり、口から吐き出した炎で芋虫を片っ端から焼いていく。

「静紀、僕の後ろにいて」

「……うん……」

　盾になってくれているミャオにそう返しながら、私は消えない灼熱感に意識が朦もう朧ろうとしかけていた。

　こんなところで倒れてる場合じゃない。せめて、この身体と子供たちは自分で守らないと。

　自分の太ももをつねって、私は仲間の状況を確認する。

　吉綱さんは周囲に被害が出ないよう結界を張っていた。翠はこの乱戦に紛れて退散しようとするヒサギを追っていたのだが、あやかしの数が多く行く手を阻まれている。

「ちっ……邪魔くせえ虫どもが！」

　翠が刀で虫のあやかしを斬っていくも、次から次へとわいてきてキリがない。

「できれば、巫女もお連れしたかったのですが、致し方ありません。準備は整いましたし、あとは呪いが回るのを待つとしましょう」

　ヒサギを囲うように、地面からツルが生えてきた。それはヒサギの身体を保護するツルの檻となり、地面に飲み込まれていく。

「それではまた、お会いしましょう」

「待ちやがれ！」

　目の前のあやかしを刀で蹴散らし、ヒサギのもとへと急ぐ翠だったが一歩遅かった。ヒサギは完全に地面へと沈んでしまい、もうどこにもいない。

「常世に逃げ帰りやがったか」

「翠、そっちはあとにして。今はこのあやかしを片付けるのが先！」

　ミャオの声が遠い。痛みと、熱さと、常に神力を吸い取られていく脱力感。額に脂汗をかき、私はドサッとその場に倒れた。

　音に気づいたミャオが私を振り返る。

「静紀……？」

「はあっ……はあっ……っ、はあ……」

　痛みを逃したくて、大きく息を吐き出した。そうやって荒い呼吸を繰り返していると、ミャオが慌てて人間の姿に戻り、私の上半身を起こす。

「顔色が悪い……翠！　静紀の様子がおかしい！」

　ミャオに呼ばれた翠がこちらを向いた。その瞬間、あやかしが翠の背後から現れ、その頭に食らいつこうとする。

「翠様！　――八百万やほよろづの神かみ等たち　共に聞食きこしめせと白まをす！」

　間一髪、吉綱さんが翠に襲いかかるあやかしを祝詞で弾き飛ばした。

「助かった」

「いえいえ、こんな老いぼれでも、お役に立てたなら光栄ですわい。それより、あの黒い花は常世と現世の通り道になっているようですな」

　吉綱さんの言う通り、花から虫のあやかしが次々と出てきている。

「ああ、あれを破壊して、かつここにいるあやかしどもを常世に送り返さねえと」

　常世にあやかしを送り返すなら、私も手伝わないと。

　天界の入り口は天てん門もん、常世の入り口は地ち門もん。神様には、その入り口を開く権利が与えられている。でも、それには神力を大量に消費するらしい。

　神堕ちを回避してから一年、翠はもう十分に神力を取り戻している。なので本来であればひとりで地門を開けられるが、先ほどヒサギから受けた一方的な攻撃のせいで、本調子じゃないはずだ。

　身体に鞭打って、なんとか起き上がろうとすると――。

「――静紀、ここは私に任せろ」

　静御前が扇を手に現れる。

「はあっ……はっ……静御前……っ、はあ……すみませ……ん……」

「構わん、支え合うために私がいる」

　静御前の思いに報いるべく、私は謝罪ではなく「ありがとうございます」と返した。

「静紀、もう少し待ってろ」

　翠は安心させるように私に笑いかけ、抜き放った刀を地面に突き刺した。

「龍神、翠の名において、地門を開錠する」

　翠が地面に刺さっている刀を鍵のようにガチャンッと回すと、足元に渦が現れる。中は紫色の靄に覆われていて薄暗く、稲妻が走っている。これが地門と呼ばれる常世の入り口だ。

「――吉野山～」

　師匠の歌声が切なく響くと、温かな神気が境内に満ちる。私の代わりに静御前が翠の力を高めていく。

　なにもできない自分に歯がゆくなったとき、子供たちにお腹を蹴られた。

「あ……」

　そうだった。私が専念しなきゃいけないのは、この子たちを元気に産むことだった。今はそれ以上に優先することなんてない。

『お母さん、しっかりして』って、怒ってくれたんだな。

　迷ってばっかり、泣いてばっかりの私の心を子供たちも支えてくれている。なら私は、みんなを信じてこの子たちを守ることだけを考えよう。

「わしとミャオで、あやかしを地門に誘導します」

「地門を閉じる機会を逃さないでよ」

　ミャオが私を地面に横たえ、また化け猫の姿になると、あやかしたちを外側から地門のほうへ追い込んでいく。

「高たか天あま原はらに神かむ留づまり坐ます 皇親すめらがむつ神かむ漏ろ岐ぎ神かむ漏ろ美みの命みこと以もちて 八百万神等やほよろづのかみたちを神かむ集つどへに集つどへ給たまひ――」

　祝詞を紡ぐ吉綱さんの声が光の輪となって辺りに広がり、あやかしたちを取り囲む。そして――。

「天あま津つ神かみ　国くに津つ神かみ　八百万やほよろづの神かみ等たち　共に聞食きこしめせと白まをす！」

　光の輪が一気に縮まり、あやかしたちを拘束しながら地門に強制的に集める。次々とあやかしが常世へと落ちていき――。最後のあやかしが闇の底へ消えると、翠はそこへ刀を差し込んだ。

「龍神、翠の名において、地門を閉錠する！」

　地門がゆっくりと閉じて、元の地面に戻ると、辺りが静かになった。

　危機が去って安心したからか、ふわっと全身の力が抜ける。指一本さえ動かすのが億劫で、瞼を閉じかけたときだった。

「静紀……」

　地面に差した刀もそのままに、こちらに歩いてくる翠の姿が視界に映る。

「しず、き……」

　けれど、翠の身体はぐらりと前に傾き……ドサッと音を立てて倒れた。

「っ、翠……」

　そばに行ってあげたい、だけど身体が鉛のように重たくて、それも叶わない。

　ならせめてもと、最後の力を振り絞って翠に手を伸ばす。するとうつ伏せに倒れていた翠も、私に手を伸ばした。意識が朦朧としているのか、視線が定まっていない。

　そして、お互いに伸ばし合った手は求めたぬくもりに触れることなく……。

　仲間たちの必死な呼びかけを遠くに聞きながら、私は意識を手放したのだった。
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　行燈あんどんに照らされた静紀の顔は、紙のように白かった。

「……う……ぁ……うう……」

　狐の呪いを受け、ほとんど寝たきりになってしまった静紀。寝ながらうなされているのは、連日続いている高熱のせいだ。

　静紀の神力と、狐が注ぎ込んだ妖力はまったく別の性質を持った力。静紀の中で反発し合っているのが発熱の原因だろう。つまりは拒絶反応だ。

　もう三か月、この状態だ。臨月に入って腹の子も育ってきたせいか、静紀の消耗はこれまでと比べ物にならないほど激しい。そこに狐の呪いが加わったせいで、静紀の負担が増えたのだ。

「すぐになんとかしてやれねえで、悪いな」

　俺は汗で額に張りついた静紀の髪を払ってやる。

　呪いを無理やり解くのは危険だ。大抵の呪いは無理に弄ると、呪いをかけられた者が副反応を起こす。安全に解除するなら、術者を倒すのがいちばんだ。

　だが、常世に逃げた狐の行方は未だ見つかっていない。化け猫が毎日常世に赴き捜索しているが、結果は思わしくなかった。

　このままだと、静紀はもたねえ。

　神は生命力が強いために魂が穢れても死なず、神堕ちで済む。だが、神でさえまったく別の種族――あやかしに身体を作り変えられるというのは苦痛を伴う。人間の静紀ではそれに耐えられない。

　狐は母体が死なねえように、ゆっくり呪いが回るようにしたとかほざいてたが、ただでさえ静紀は腹にいる子供に大量の神力を奪われてんだ。ひとりでもかなりの無理を強いられてるってのに、双子なら負担は二倍だ。

　子供が神堕ちしてあやかしになるのが先か、静紀の神力が子供に流れきる、もしくは狐に注ぎ込まれた妖気に耐えられず命を落とすのが先か……。状況は切羽詰まっていた。

　子供に神力が流れることで静紀が消耗するってんなら、それを補ってやればいい。妖気のせいで拒絶反応が出るってんなら、俺の神力で中和してやればいい。

　単純に考えればそうなるが、強すぎる神力は人間の身体じゃ受け止めきれねえ。たとえ神力に馴染みのある巫女であってもだ。

　それに静紀は弱っている。この状態で俺の神力を送ったりすれば、余計に体調を悪化させるかもしれねえ。けど、もう迷ってる場合じゃねえのかもしれねえな。

「俺にはこんくらいしか、してやれねえが……」

　俺は静紀の手を取り、自分の神力を加減して送る。すると少しだけ楽になったのか、静紀の表情が穏やかになった。

　……苦しんではねえみたいだな。微量なら、俺の神力にも耐えられるってことか？

　まあ、多少穢れを薄めてやることはできても、大元の呪いを解かねえ限り、その場しのぎにしかならねえ。それでも、一時でもいい。眠っている間だけでも、苦痛を和らげてやれるのなら。

「いつぞやの逆だな」

　前に、俺が穢れを受けて寝込んだことがあった。そのとき静紀は一晩中、俺に寄り添ってくれていたのだ。

　……おそらく今の俺みたいに、心細く思いながら。

　静紀の手を握り、自分の神力を分け与えていると、後ろで静かに襖が開いた。近づいてくる気配で、それがじじいだとわかる。

「翠様、今夜も寝ずに付き添われるおつもりですか？」

「ああ、今の静紀はちょっとでも目を離せばどうなるか、予断を許さねえ状況だ。おちおち寝てられねえ。それより、化け猫のほうは収穫はあったのか」

「ヒサギの行方ですね」

　じじいが隣に腰を落とし、静紀の顔を覗き込む。

「残念ながら、まだ常世から戻っておりません」

　あの化け猫、こんな時間まで常世で狐を探し回ってんのか。静紀のために……。

　俺は握った手に力を込める。

　てめえを待ってるやつがこんなにいるってのに、いつまで寝てやがる。なんで目を開けねえ、この阿呆が……。

　やるせなさに気が塞ぐ。すると、静紀の顔を覗き込んでいたじじいが「ん？」と首を傾けた。

「静紀さんの中にある妖気が少しだけ薄れていますね。これは翠様が？」

「ああ、気休めにしかならねえが、俺の神力を注いで妖気を中和した。俺の神力は強すぎるからな。却って状態を悪化させるかもしれねえと思ったんだが、微量ならいけるみてえだ」

　じじいはなにがそんなに気がかりなのか、「中和……」と俺の言葉を復唱する。

「翠様、こんなことになっておつらいでしょうが、希望も見えてきましたぞ」

「希望？」

　眉を上げれば、じじいはやや興奮したように身を乗り出してくる。

「神力が子供に流れてしまうなら、その神力を補えばいいのです」

「簡単に言うが、神の強すぎる神力は人間には毒だ。妖気の中和程度なら微量の神力でできるが、静紀が消耗したぶんの神力を補うとなると、かなりの神力を送ることになんだぞ」

「ええ、これまでの巫女なら耐えられなかったでしょう」

〝これまでの巫女なら〟……？

　その言葉の意味を、俺はすぐに理解した。

　豊富な神力に恵まれ、神をも癒やすことができる特別な巫女がひとりだけいる。

　強い神力を持つということは、それを宿す器も大きく頑丈だということだ。

「翠様の神力をこうして受け止められているのが、なによりの証拠じゃ。出産まではそうして、静紀さんに神力を分けてあげるとよろしいかと」

「一理あるな……弱ってる状態で、微量でも俺の神力を受け入れられた。もう少し力を送っても耐えられんなら、神力が尽きて死ぬ確率は格段に減る」

　ただ、少しずつ俺の神力に慣らしていく必要はあるが。さっきみてえに段階的に送る神力の量を増やしていけば、あるいは……。

　ヒサギの呪いのせいで、静紀の神力は弱まっている。そのせいもあり、絶対に助かるとは断言できないが、多少なりとも妊娠中に命を落とす可能性は下がった。

　静紀が助かる未来へと前進し、胸から重りが取り去られたようだった。

「残された問題は出産時にふたりのお子が神力を制御できず、思い切り解放してしまうことですな」

「いや、静紀なら神の子が加減しねえで放った神力にも耐えきれるかもしれねえ。ただ、それを当てにする気はねえ。子供の神力が解放されるのに合わせて、俺の神力をぶつける。それで相殺すりゃあいい」

「本当に一瞬ですぞ。ふたりのお子が神力を解放するタイミングを逃せば、静紀さんは……」

「それでも、これが窮きゅう余よの一策だ。懸けてみるしかねえ」

　俺の見込んだ女だから、耐えきれると信じられる。だから俺も、静紀に恥じぬよう確実に子供の神力を相殺する。

「なによりもまずは、呪いを解くところからだ」

「そうですな、静紀さんに残された時間は少ない。出産までにどこまで命を落とすリスクを減らせるかにかかっております」

　そのためなら、いくらでもこの命を懸けてやる。泥にまみれようが、地べたに這いつくばろうが、みっともなく足あ掻がいてやる。

　改めて覚悟を決めたとき、「……遅くなってごめん」と黒猫がするりと室内に入ってきた。今しがた常世から戻ってきたのか、猫の姿のまま静紀の顔を確認し、ほっと安堵の息をつく。

「……ん、ちょっと顔色がよくなってる」

　静紀の頬に頭を擦りつけ、労わっている化け猫に俺は問う。

「化け猫、あの野郎は見つかったか」

　化け猫は静紀から顔を離し、真剣な面持ちで俺に向き直った。

「うん、やっと潜伏してる場所を突き止めた」

「……！　これで動けるな」

　気持ちがはやり、今にも立ち上がらん勢いで腰を浮かせる。ただ待っているだけの時間は、それほど歯がゆかったのだ。

「翠様、常世に行かれますか？」

「ああ。静紀のことを頼む」

　俺は繋いだ手に力を込め、『行ってくる』と心の中で伝えた。そして静紀の手を布団の中に入れてやり、立ち上がる。

　寝室の出口へ向かうと、当然とばかりに化け猫もあとをついてきた。

〝ようやく静紀のために戦える〟

　俺と化け猫の気持ちは同じだろう。

「静紀さんのことはこの吉綱、なにがあっても守ってみせます。ですので翠様、くれぐれもお気をつけて。翠様になにかあったら、静紀さんが悲しみますからのう」

「言われるまでもねえ」

　静紀と俺はふたりでひとり、どちらかが欠ければ心が死ぬ。だからお互いを生かすために命を懸けるが、自分の命も諦めない。

「ミャオ、あとは頼んだからのう？」

「……ん、翠が無茶しないように、静紀の代わりに手綱を握っとく」

　生意気なやつだ。だが、こんなに心強い仲間はいねえ。

「行くぞ」

　深しん沈ちんと更け渡る夜、静紀をじじいに託した俺は化け猫と常世へ発った。




＊＊＊




　うおおん……うおおおん……。

　犬の遠吠えのような苦しげな鳴き声が私の意識を揺さぶり、目を開ける。そこは暗闇、明かりを探して辺りを見回すと、少し離れたところに一か所だけ白くライトアップされた場所がある。

「あれは……えっ」

　一対の赤い龍が……私の子供たちが地面に倒れて鳴いている。先ほどの遠吠えが子供たちのものだとわかり慌てて走り寄れば、夢の中だからか身体が痛くも重くもないことに気づいた。

「なんでこんなに苦しそうなの？」

　龍たちのそばにしゃがみ込み、その頭を膝に載せる。

　ヒサギの呪いのせい？　注ぎ込まれたあやかしの妖力が、神力を持つこの子たちには毒なのかも。

　前にミャオの親友である太一くんが、生霊になったことがあった。そのとき、太一くんの生霊は蛇という形で私たちの前に現れ、翠に噛みついたのだ。

　しかもその蛇は憎しみで穢れていて、あやかしになりかけていた。穢れに弱い神様にとって、妖気は毒。蛇に噛まれた翠も、その穢れに倒れたのを思い出す。

　呼吸のたびに大きく上下する身体をさすってやることしかできないでいると、ふいに双子の龍たちが頭を上げた。

「……？」

　一点を見つめる彼らの目線の先には……。

『ヒサギ、なぜあやかしと神は恋に落ちてはならんのじゃ？』

　満月が照らす、どこかの神社の御ご神しん木ぼくの前。長い黒髪に鮮やかな鶯うぐいす色の十二単を纏った女が妖狐の男に縋りつく。白い狐の耳と尻尾を持つ、スーツ姿の彼には見覚えがあった。

『……青あお柳やぎ様……』

　憂いを含んだ声で名を呼び、女の腕に手を添えたのはヒサギだ。私の記憶の中の彼に比べて影がなく、素直そうな面めん貌ぼうをしている。

　これは……夢だ。でも、子供たちがいるということはただの夢じゃない。妊娠したことを知らせてくれたように、この子たちは私になにかを伝えようとしている。

　青柳という面識のない存在が出てきていることからするに、この映像はヒサギの記憶ではないかと思う。私に注がれたヒサギの妖力が見せているのかもしれない。

『わらわは樹木の神にして、神社の奉り神。人間のために、世界の木々のために尽くし、恩恵をもたらしてきた。役目を果たしてきたわらわに、樹木の神の長はそなたとの逢瀬を禁じたのだ。それは、あんまりであろう？』

　目に涙を溜めて訴える青柳に、ヒサギはただただ悲しげに眉を寄せていた。

『青柳様、怒りを静めてください。あなたは神なのです、誰かを憎んでは魂が穢れてしまいます』

『いっそ、穢れて神堕ちしてしまおうか。そうすれば、わらわはそなたと同じあやかしとなり、共にいられる』

『滅多なことを言うものではありません！』

　語勢を強めるヒサギに、青柳は息を呑む。圧されていたのは一瞬で、青柳はヒサギの胸に飛び込むと、頬を擦り寄せた。

『本気で怒ってくれる、そなたが好きじゃ』

『……っ』

　ヒサギの顔が泣き出しそうに歪み、非難の色が滲んでいた瞳には愛しさと切なさが混じる。

『私も……あなたが好きです。好きだからこそ、あなたにはあなたのままでいてほしいのです』

　青柳の背中に腕を回し、強く抱きしめるヒサギ。青柳は眉を下げ、儚く微笑む。

『無理を言う、そなたを好きになった時点で、これまでのわらわは、そなたに恋した新しいわらわに生まれ変わったのじゃ。同じままではいられぬ』

『それでも……あなたの心が荒れ、苦しむところなど見たくはないのですよ。あなたが穏やかに、それでいて笑っていてくれることこそが願いです』

　許されぬ恋をしているふたりは、受ける風当たりの強さや冷たさに耐えるように身を寄せ合っていた。

『ヒサギ、お願いじゃ』

　彼の腕の中で顔を上げた青柳の目には、強い覚悟が浮かんでいる。

『一夜でいい、わらわを抱いてほしい』

『青柳様、それは……』

『禁忌に触れるのはわかっておる。だが、長にまで知られたとなれば、わらわたちはもう二度と会えなくなるであろう。だからせめて、そなたを忘れぬように、そなたの熱をわらわに灯してほしいのじゃ』

　ヒサギは長い間、沈黙していた。やがて心を決めたのか、確かな意思を持って青柳を見つめる。

『……あなたの心が凍えぬように、決して消えぬ熱をあなたに捧げます。離れていても、私を感じられるように』

　祝福されないあやかしと神様の恋。許されないとわかっていても、求めずにはいられなくて……。その気持ちが痛いほどわかる。

　どれだけ妊娠がご法度だと言われても、神様と巫女が身体を重ねてはいけないとわかっていても、私はあの夜、あの瞬間、翠を求める心を止められなかった。愚かでも、考えなしだと責められても、翠を私の全部で愛したかった。

　締めつけられるように痛む胸を、手で押さえる。すると残像が消え、今度は背後が明るくなった。

『寒くはありませんか、青柳様』

　振り返ると、別の暗がりが白い光に照らされていた。木の根に頭を預けながら、草の褥しとねに横になっているヒサギと青柳がいる。

『案ずるな。ヒサギがいれば、どこにいても温かい』

　ヒサギのローブを掛け布団代わりに、ふたりは火照りを静めていた。

『……青柳様は、あの時の私と同じことをおっしゃるのですね』

　目を柔らかく細めるヒサギに、青柳はきょとんとした。

『あの時？』

『ええ、もともと山狐だった私は狩しゅ猟りょうで人間に殺され、その恨みからあやかしになりました。地上を彷徨って無差別に人間を襲っていましたが、恨みは消えず……この御神木の前で行き倒れていたところを青柳様が救ってくださった』

　ふたりの馴れ初めを語るヒサギの表情は、私や翠に向けた飄々としていて本心を決して見せないものとは違い、率そっ直ちょくな彼女への愛に満ちている。

『青柳様が献身的に看病してくださって、数日後には体調もよくなっていましたが、私はもっと青柳様といたくて仮病を使っていました』

『そうなのか？　わらわはいつまで経ってもよくならんおぬしを、本気で心配しておったのに』

　唇を突き出す青柳に、ヒサギは『申し訳ありません』と謝りながらも笑う。青柳を見つめるヒサギの瞳は、愛しさに柔らかい光を湛えていた。

『そのときです、青柳様は私に問うたのです。寒くはないか、と。だから私は、あなたがいれば、どこにいても温かいと答えました』

『それなのに、わらわたちは離れ離れになるのだな……』

　ヒサギの胸に額をくっつけた青柳の目は、涙に濡れていた。ヒサギもそれに気づいていながらなにも言わず、青柳を抱きしめる。

　慰めても涙を拭っても別れが待っているのは事実で、『また会える』などと耳心地のいい言葉をかけても却って期待させて苦しませるだけ。ヒサギのそんな想いが表れているようだった。

　そして、また残像が消えると、今度は少し遠くの暗がりがぽっと光る。

　あれは天界だろうか？　形容するなら空に浮かぶ大樹の神殿。天井や大理石の床には木の根が張り巡らされ、神聖な空気が漂う広間のような場所に悲痛な叫びがこだまする。

『そんなっ！　まだその子は赤子じゃ！　ヒサギだけでは足らず、私から我が子まで奪おうとなさるのか！』

　おくるみに包まれた赤子を、仲間の男だん神しんが連れていこうとする。青柳は彼の背に追い縋った。その必死さからするに、あの子はヒサギと青柳の子なのだろう。

『長様っ』

　青柳は涙でぐちゃぐちゃになった顔を広間の最奥、大樹の根元に立つ女じょ神しんに向ける。彼女が樹木の神の長だろうか。桜色の十二単を纏い、他の神様よりも神気が強いのか、淡く光っている。

『青柳よ、天界と現世、そして常世がこれまで互いの領地を脅かすことなく存在できたのは、適度に一線を引いてきたからじゃ。その境が消えてしまえば、世界の在り様や秩序が変わってしまう。すなわち、互いの領地を手に入れんと戦争が起こりかねんということじゃ』

『天と地が分かつ前、神や人、そしてあやかしが共に地上で暮らしていた頃、争いがあったのを忘れたか。それが原因で、天界、現世、常世と世界が三つに分かれたことも』

　赤子を連れていこうとしている男神も、青柳を厳しく諭した。

『存じておりますが、私やヒサギのように互いを知り、愛し、そしてすべての種族が混ざり合ってひとつになった子供たちが増えていけば、争いは減ると思いませぬか？』

『世よ迷まい言ごとを……』

　相手にしない男神に、青柳はキッと眉を吊り上げる。

『種族を理由に一線を引き続けるから、私たちはわかり合えぬのです！』

　その場にいた神様たちは息を呑み、圧倒されていた。青柳は長を前にしても、凛りん然ぜんと気高く意見を述べる。

『神が人から信じられず消滅していったのも、それによって力ある巫女が生まれなくなったのも、ご利益のある社が減りあやかしが地上を脅かすようになったのも、すべてそこに原因があるのではありませぬか！』

　青柳の言葉は、私の心にもまっすぐに届いた。

　私と翠の子供は、青柳の言うように神様と人の懸け橋になるのかもしれない。

　神様であり人であるからこそ、巫女よりも中立でいられる。私たちの子供の言葉は、人にも神様にも届きやすい。そうして互いを理解し合って、種族の境をなくしていって、いつかは……。

　神様が忘れられず、あやかしが自分の心残りを晴らせずに暴走することなく、人も平和に暮らせる。青柳の語る理想には、そんな未来が待っているのだ。

『その理想を現実にするまでに、一体どれほどの犠牲が出ると思うておる。そなたの言い分は正しい。じゃが、その思想は世界を壊しかねん、危険じゃ』

　聞き分けろと、長の目が命じていた。

『……その赤子は諦めるのじゃ。世界の不穏分子になりかねん』

　長の決定が広場に響き渡り、赤子を抱えていた男神は青柳の手を振り払って歩いていく。その背中を再び追おうとする青柳を、別の神様が羽交い締めにした。青柳はそれでも、赤子に向かって手を伸ばす。

『いやっ、やめてええええっ、私の子を連れていかないでえええ！』

　断末魔、慟哭。そう言った類の悲鳴だった。その場にいた神様たちも、憐れむように青柳を見つめている。

　胸が切られるようだった。気づけば視界がぼやけていて、おかしいなと瞬きをすれば、涙が頬を伝う。

　あんなふうに引き離されて、青柳はどれだけ悲しんだだろう。

　とめどなく流れる雫を拭っていたら、明かりが落ちた。

『……わらわの子は……わらわの子はどうなったのじゃ！』

　声が聞こえたほうへ顔を向けると、青柳が牢に閉じ込められていた。そして太い木の枝でできた格子の外には、先ほど広間で赤子を連れていった男神がいる。

『答えぬか！』

　青柳は格子を握り、何度も責め立てた。彼女を憐みの目で見つめる男神は、眉を下げながら沈黙を貫いている。

　しかし、青柳を不憫に思ったのだろう。ついに、その重い口を開いた。

『……長様の命で、大樹の根のそばに埋められた。いずれ大樹の栄養となり、消えていくだろう。……もう、諦めるのだ』

『……諦める……？　ヒサギのことも諦めたというのに、今度は子供も諦めろというのか！』

　怒声に反応するように空気がビリビリとして、青柳の身体の輪郭を黒い稲妻が走る。それには見覚えがあった。憎しみで翠の神気が澱み、荒れ、穢れ、表れた……神堕ちの兆候。

『青柳、気を静めるのだ。そのままでは神堕ちしてしまうぞ！』

　仲間の忠告も、もはや耳に入っていない様子だった。青柳の神気は黒い暴風となって牢を破壊する。そして吹き飛んだ仲間に見向きもせず、虚ろな表情で外へ出る青柳。彼女が閉じ込められていたのは地下だったのか、階段をぺたぺたと裸足で上がる音だけが不穏に響いていた。

　青柳の足取りに迷いはなかった。大樹の根本まで来ると、その場に膝をつく。

『私とヒサギの子……』

　手当たり次第に、青柳は土を掘り返した。

『私とヒサギの子はどこじゃ……』

　爪が剥がれても、血が流れても、何度も何度も土を掻く。

『私とヒサギの子はどこじゃ……！』

　髪を振り乱して、鶯色の美しい着物を土で汚しながら、我が子を探す姿に……。目を背けたくなる、胸が苦しくなる。

　ふと、一心不乱に土を掻いていた青柳の動きが止まった。

『あ……ああ、ぁ……』

　恐る恐る抱き上げたのは、ようやく見つけ出した我が子。人の形を象っているのに蝋ろう人にん形ぎょうのように無機質で、魚のように無表情な骸むくろに成り果てていた。

『なんだ……これ、は……なんだ……？』

　持ち上げた亡なき骸がらを凍りついたように、光のない瞳で眺める青柳。それが我が子の亡骸だと認めたくなかったのかもしれない。『これはなんだ？』と繰り返し問う。

　けれども、理解はしていたのだ。我が子を〝これ〟と物かなにかのように称しながら、紛れもなく〝これ〟が我が子なのだと涙を流している。

『ああああああああああっ、あああああああっ』

　虚無の深淵に落ちていくような、深い絶望。私はこんなにも胸が潰れる悲ひ泣きゅうは知らない。

『あああああっ、なぜじゃ……っ、なぜっ……あぁ……存在自体が罪だというのか！　わらわのヒサギへの想いも、すべて不穏分子にしかならないというのか……っ』

　そんなことない！　それどころか、神様やあやかしや人が心のままに愛し合い、友情を育み……手を取り合う未来への一歩になったはずだ。

　彼女の嘆きに、私はふっ、う……と嗚咽を漏らした。

　もし自分が青柳の立場だったら？　世界でいちばん愛しいと思えたものを失い、なにを希望に生きていけばいいのか。

『ならば、不穏分子でもかまわぬ。世界が滅びようと、わらわの知ったことではない！』

　瞳に憎悪を焚たき、青柳は我が子の胸に手を当てた。すると、亡骸から青白い光の玉がすうっと出てくる。

『この魂と共に、堕ちてやろうではないか。どこまででも――』

　青柳の髪がぶわっと広がり、その着物が憎しみの濃さを表すように黒く染まった。そこへ長や他の樹木の神様たちが集まってくる。

『青柳……神堕ちしたのか……。嘆かわしい、わらわはそなたを常世へ落とさねばならぬ』

『長……！　許さぬ……許さぬ……！　ヒサギとの愛の結晶である我が子を手にかけた貴様を、許さぬぞ！』

　青柳を包囲する神様たちから、『長に向かってなんと無礼な』と非難の石が投げられる。しかし長は彼女を咎めることなく、ただ悲しげに手を前へ突き出した。

『樹木の神、柊ひいらぎの名において、地門を開錠する』

　長の声で青柳の足元から、木の根が飛び出してくる。それは四方に地面を押し開き、

　常世へと続く穴が現れた。

『さらばだ、青柳――』

『この恨み、いつか晴らしてくれる！』

　呪じゅ詛その叫びが、青柳の身体ごと奈落へと吸い込まれていく。そして沼の底に似た、陰湿な空気に満ちた常世の森へと落ちた彼女は……。

『なぜ……なぜ、あなたがここに……？』

　愛する者と……ヒサギとの再会を果たした。

　彼に背を向けて地べたに座り込んでいる青柳は、紫の分厚い雲が覆う気味の悪い天を睨みつけている。

『あなたの気配がして来てみれば、なぜ神堕ちを!?』

『ヒサギ……そなたはわらわに穏やかに笑っていろと言ったな』

　問いと噛み合わない答え。変わり果てた彼女を前に、ヒサギは圧倒されたように『は、い……』と言葉を詰まらせる。

『我が子を殺されても、それでも心が荒れ、苦しまない母がおるか？』

『――っ、私たちの子が……あなたの中に……いたのですか……？』

　話しぶりからするに、ふたりが身体を重ねたのはあの一夜だけだ。私と翠と同じ、その一度で授かった奇跡の命だった。

　新しい命を宿すだけでも奇跡、無事に生まれてきてくれるだけでも奇跡……。たくさんの奇跡の積み重ねの先に誕生した我が子を奪われた。こんなことがあっていいはずがない。私だって憎しみに心が囚われたはずだ。

『生まれてすぐじゃ……生き埋めにされた。あやかしと神の間に生まれたあの子は世界の秩序を壊す不穏分子だと、存在してはならぬと……』

『天界の神は、あなたにそんな仕打ちを……それで神堕ちしたのですね。なんと惨むごいことを……っ』

　ヒサギは打ちひしがれる青柳を後ろから抱きしめる。

『わらわはもう奪われたりせん。そなたと我が子を守るためなら、どんな悪事にも手を染めてみせよう』

　握りしめた両手を開き、青柳はヒサギに我が子の魂を見せた。

『それは、もしや……』

『わらわたちの子の魂じゃ。大樹の根元で朽ちる前に掘り出した。すぐにでも器を探し、取り戻す。わらわたちの子を……必ず』

　愛と憎悪が交わった、狂気と紙一重の願い。ヒサギは一瞬だけ、抱きしめる腕を解こうとした。

　青柳がこれからしようとしている行いは、多くの犠牲を生む。我が子を救うために、誰かの血が流れるかもしれないと、迷ったのだろうか。

『あなたの心が荒れ、苦しむところなど見たくはない。その気持ちは今も変わりません。ですが、今となってはそれも叶わない……』

　ヒサギは再び青柳を抱き寄せる。今度こそしっかりと、その腕の中に閉じ込めた。

『あなたがまた穏やかに笑える日が来るように、そのためならばいくらでも罪を重ねましょう。もともと、あなたに救われなければ消えていた命。あなたのために使えるなら本望』

　心を壊してしまった愛する彼女に頬を擦り寄せ、肉体を失った愛する我が子の魂に手を翳すヒサギ。眉を寄せ目を閉じる彼の頬に、涙が流れた。

『私もあなたと同じところまで堕ちましょう。どこまでも、どこまでも――』




　記憶の残影が消えてから、どれだけ泣いただろう。ヒサギが誰のために罪を重ねていたのか、誰のために天界を憎んでいたのか、これではっきりした。

　もちろん、彼らが選んだ道は到底許されるものではない。でも、それもひとつの愛の形……。どんなに非人道的だったとしても、否定することはできなかった。

『これを私に教えたかったの？』

　腕の中で苦しんでいる我が子たちに尋ねれば、『そうだ』と瞳が答えてくれる。

『ありがとう、必ずあなたたちを助けるから』

　穢れに蝕むしばまれているこの子たちのために、私ができることをしよう。

　私は膝に載せていた子供たちの頭を、そっと地面に降ろして立ち上がる。

　その場しのぎにしか、ならないかもしれないけど……。

　癒やしたい、苦痛を少しでも取り除いてあげたい。そう強く願った瞬間、寝間着だった私の服は巫女装束へと変わり、手には扇が収まっていた。

『――天地の～、長き平和を～、祈り舞う～』

　穢れを遠ざけて、私の神力をこの子たちに注ぐように舞う。

『――息吹の笛に～、身をゆだねて～』

　ヒサギの記憶を見たあとだからか、絶対に守らなくてはと思う。この子たちの存在は、樹木の神様が言う不穏分子なんかでは決してない。

　だけど、もし青柳とヒサギがこの子たちを神堕ちさせてしまったら、本当に不穏分子になってしまう。

　そして種族間に一線を引くのではなく、心を通わせ合っていくことが大事だという青柳の主張も通らなくなる。

　どれだけ正しいことを訴えていたとしても、誰かを犠牲にしてしまったら、その時点で彼らの悲しみも願いも思いも届かなくなってしまう。

　だから、私はこの子たちを元気に産んで証明するんだ。私と翠が出会って愛し合ったことも、子供を授かったことも、希望に繋がっているのだと――。
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　ぴとりと額に冷たい感触。一気に眠りの底から引き上げられ、瞼を持ち上げる。視界がぼやけていて、瞬きをすれば涙が頬を伝った。

　目の前がクリアになると、見慣れた自室の天井がある。障子窓は昼間ほどとはいかないが、午後の落ち着いた日差しを受けて白く光っていた。

「静紀さん……？」

　私の顔を案じるように覗き込んだのは、吉綱さんだ。額に濡れたタオルを載せてくれたらしい。

　吉綱さんは私と目が合った途端、ぱっと明るい表情をする。

「おお、おおっ、目が覚めたんじゃな！　よかった、よかった。どこか痛いところはないかのう？」

　そういえば、身体が熱っぽい。自覚した瞬間から、ひどい倦怠感に襲われた。

　でも、私には自分の身体以上に気がかりなことがある。

「……ぁ……翠、は……無事？」

　意識を失う前、翠は私の前で倒れた。伸ばされた手を取れなかったことが、杭くいとなって胸にしぶとく居座っている。

「ああ、ピンピンしておったよ。翠様は神様じゃ、人とは回復速度が違うからのう、安心していい」

「……っ、よか……た……」

　脱力して布団の海に沈む私に、吉綱さんはにっこりと微笑む。

「ふたりは、お互いのことばかりじゃな」

「え……？」

「翠様が目覚めたときも、真っ先に隣で寝ている静紀さんの無事を確かめておった」

「そうだったんですか……」

　そんなことを聞いてしまったら、翠に会いたくなる。安心させてあげたいし、私も翠は無事だって、この目で確かめて安心したい。

「あの、翠はどこに？」

　はやる気持ちを抑えきれず、部屋に視線を巡らせる。吉綱さんの姿しか見当たらないので、みんな居間にいるのだろうか。

「静紀さん、まず驚かないで聞いてほしいんじゃが、静紀さんが倒れてから三か月が経ってるんじゃ」

「三か月!?　……そんなに、ですか……？」

　信じられない。確かに長い夢を見ていた気がするけれど、三か月も飲まず食わずだったなんて、普通なら生きていられない気が……。

「静紀さんは高熱を出してたからのう、覚えてないじゃろうが、朦朧としてる静紀さんにお粥を食べさせたり、身体を拭ふいたり、翠様が朝も昼も夜も片時も離れず、献身的に看病しておったんじゃよ」

「私……全然記憶がないです……」

「それほど、呪いと妊娠の影響がひどかったんじゃ。静紀さんが目覚めることができたのは、翠様がご自分の神力を静紀さんに分けたからじゃ」

　私の神力は子供たちに流れていってしまうから、それを翠が補ってくれた？　もしそれがなければ……。

　夢の中で呪いに苦しんでいた子供たちの姿が脳裏に蘇る。

　私も子供たちも死んでいただろう。

「静紀さんはもう臨月じゃ、一刻の猶予もない」

　臨月に入ってから一週間後には、いつ生まれてもおかしくない状態になる。そうなれば、いよいよ私は命懸けの出産だ。呪いも受けている状態で、子供たちも私も無事でいられるのか……。

「この三か月、ミャオが常世中を走り回ってヒサギを探してたんじゃが、なかなか行方が掴めなくてのう。昨晩ようやく潜伏場所がわかったんじゃ」

「……じゃあ、翠とミャオは常世に……？」

「そうじゃ、呪いは無理やり解けば副反応が起こる可能性がある。かけられた者を即死させたりのう。簡単に解けないから呪いなんじゃ。だからのう、呪いの元凶である術者を叩く必要がある」

　私のために、ヒサギを倒しに行ったんだ。だけど、あの夢のせいでヒサギを完全に敵だとは思えなくなってしまった。

「ヒサギ……にも、事情が……あるんです……」

　私が見たのはただの夢ではない、子供たちが教えてくれたヒサギの記憶だ。

「愛した人のために……愛した人と、同じところまで堕ちる覚悟を……した……悪いことだけど、悲しいこと、だけど……それもヒサギの愛し方だった……」

　愛し合うふたりが経験した喪失や積せき怨えんを思い出せば、涙ぐみそうになり、唇を噛みしめる。

「そこまで……誰かを愛せるあやかしなら……心を通わせることも、できるかもしれない」

　力の入らない身体を、気力だけで起こす。

「行かないと、常世に……」

「なにやら事情があるようじゃな」

　吉綱さんが私の背を支えながら太い息をしたのち、弱りきった笑みを浮かべた。

「……神様でなければ常世への門は開けん。じゃが、あやかしは現世と常世を隔てる境界の綻びからやってくるのじゃ。その綻びの位置なら把握しておる」

「それはつまり……常世に、行ってもいい……ということでしょうか？」

「本当は反対じゃ。そんなにヘロヘロの静紀さんを外に出したくはない。でものう、静紀さんは療養することが大事だとわかっていて、それでも行かなければいかんと思ったのじゃろう？　わしに止められるほど軽い決断でないのは目を見ればわかる」

　私は知ってしまった。青柳が奪われたものを、心を壊した青柳のためにヒサギがした覚悟も、犯した罪も。これ以上誰かを犠牲にしてしまったら、ふたりはそれでこそ世界の不穏分子になってしまう。

「止めないと……いけないんです。……っ、証明……しないと……」

　私はこの子たちを元気に産んで、私と翠が出会って愛し合ったことも、子供を授かったことも、青柳の言う神様も人もあやかしも支え合っていける未来に……希望に繋がっているんだって証明しないと。

「わかった。わしが静紀さんの願いを手助けしよう」

　懐に手を突っ込み、一枚の札を取り出した吉綱さん。「これを」と札を差し出され、私は戸惑いながらも受け取った。指先が薄い紙に触れた瞬間、札から放たれた光が私の身体に染み入る。一気に怠さや熱が引いていき、私は呆然とした。

「すごい……」

「苦痛を鈍らせる札じゃ。決して治ったわけじゃないからのう、無茶は禁物じゃよ。痛みは身体の危険信号じゃ、その感覚を麻痺させるということは、身体の限界がわからなくなるということじゃ。それを忘れないようにのう」

「わかりました。ありがとうございます、吉綱さん」

　これなら動き回れる。私は札を大事に懐にしまい、立ち上がった。

「吉綱さん、現世と常世の境界にあるっていう綻びに、私を連れていってください」




　境界の綻びは、案外近くにあった。

　神社の裏手の森、一本の大きな柳やなぎの木の前に私はいる。緑の葉を茂らせた柳の枝は、地面すれすれまで垂れ下がり、不気味に誘うようにゆらゆらと靡なびいていた。

　ざわざわと音を立てる枝に、心がかき乱されるようで落ち着かない。

「あの柳の根元に、隙間があるじゃろう？」

　吉綱さんが指差したのは、太い木の根と地面の間にある深淵。人ひとり通れそうなほど開いているその穴に、ふたりで近づいていく。中を覗き込むと、下から生暖かい風が吹いてきた。

「なんか、気味悪いですね……」

「常世の妖気が漏れ出てるんじゃ。こういう綻びから、あやかしは現世に来るんじゃよ。静紀さんは神気に馴染みはあっても、妖気に触れる機会はそうない。常世に行くと、札があっても少し身体が怠くなるかもしれんのう」

　常世はそれほど、妖気が濃い場所らしい。

　ふたりで境界の綻びの様子を窺っていたときだった。背後からビュンッと風を切る音がして、私たちの間をなにかが通る。そして、トストスッと柳に突き刺さった。

「なっ……に？」

　柳のほうに顔を向けると、細くて白い針のようなものが何本か木に刺さっている。針が飛んできただろう方角を吉綱さんと振り返れば、そこには黒い毛虫がうじゃうじゃいた。

「あやかしじゃ、あの毒どく針しん毛もうで攻撃してきたんじゃろう。こんなにいては、常世に辿り着く前に蜂の巣じゃ。……致し方ない」

　吉綱さんはあやかしたちの前に出て、私を振り返る。

「静紀さん、わしはここに残るしかないようじゃ。静紀さんが常世に辿り着くまで、境界の綻びにあやかしを入れんよう守る人間が要るからのう」

「なに言ってるんですか！　吉綱さんひとりを置いてはいけません！」

「なあに、若い頃はこれでもミャオとバリバリ戦っておったんじゃ。現役の頃と同じようにとはいかんじゃろうが、まだまだ腕はなまっておらん」

　吉綱さんは笑いながら自分の腕を叩く。「ほら、行くんじゃ」と急かされるけれど、私の足は動かなかった。いや、動かせなかった。ひとりで相手をするには、あまりにも数が多すぎる。

　私が迷ってる間にも、どこからわいてくるのか、あやかしたちは柳の木を取り囲んでいく。

「わしは静紀さんのほうが心配じゃ。ひとりで行かせることになってしまうからのう。静御前様、あとはよろしくお願いします」

　吉綱さんの声に反応するように、着物をふわりと揺らしながら静御前が隣に現れた。

「お前も死ぬでないぞ、吉綱」

「静御前！」

　吉綱さんを置いていくことを、あっさり容認している物言い。私は非難するように、静御前の名を呼ぶ。

「なんでもやり遂げられると思うな」

「……っ」

　厳しい一声に、私は息を詰まらせる。

「これまでお前が望むように動けたのは、周りに翠様やミャオがいてのこと。この状況では、吉綱とてお前を守りながら常世へ行くのは難しい。犠牲なくしては、果たせぬこともある」

　わかってる、静御前が正しい。私がここにこうして居座っていても、吉綱さんと常世に行こうとしても、どちらも目的は果たせない。

「……駄々をこねてごめんなさい。吉綱さん、ここをお願いします」

　声が震える、胸が圧迫される、視界が滲む。だけど泣かなかった。泣いたりしたら、吉綱さんが負けてしまうみたいじゃないか。それは失礼だ、私は吉綱さんを信じて進むんだから。

「帰ったら、皆でまた晩ご飯じゃ」

「……っ、はい！　またあとで！」

　迷いを振り切るように吉綱さんに背を向け、私は木の根に手をかける。後ろでは吉綱さんの祝詞や、あやかしの毒針毛が空を切る音が響いていた。

　吉綱さん……っ。

　心配で振り返りそうになったけれど、ぐっと堪える。

　私は常世に行くんだ！

　立ち止まってしまいそうになる心を叱咤して、お腹を抱えながら思い切り穴へ飛び込んだ。

「えっ――うわあああっ」

　穴は急な坂になっていて、私はそこを滑りながら下っていく。

「静紀、しっかり腹を抱えていろ！」

「きゃああああっ、わ、わかってるっ……けど！」

　でこぼこした自然の滑り台は振動がすごく、何度も体勢を崩しながら、なんとかお腹を腕で守る。どこまでも落ちていき、ついに――。

「光……出口だ！」

　その先がどうなっているのかはわからない。私は身体を丸めて衝撃に耐える。

「……！」

　ぎゅっと目を瞑り、浮遊感に襲われたのは一瞬。私は想像していたよりも柔らかい地面に尻餅をついた。恐る恐る目を開けると、漆うるしのごとく黒い森が広がっている。私は幸運にも土の上に落ちたようだ。

　後ろを見れば、私が落ちてきたのだろう穴があいた木がある。森には重苦しい雰囲気が漂っていて、心なしか身体も怠い。

「常世か、私も来るのは初めてだ」

　顔をしかめた静御前は、着物の袖で口元を押さえる。静御前も常世に満ちた妖気に、気分が優れないようだ。

　改めて周囲を見回す。空はヒサギの記憶で見た通り、紫の分厚い雲に覆われ、気味が悪い。前に楊泉さんに見せてもらった天界に比べて空気が湿っぽく、どんよりとしている。

「私たちが常世に来たことは、翠様たちもすぐに気づくはずだ。誰かが迎えに来るまではじっとしていろ」

　静御前の話を聞きながら、私は目の前の森に既視感を覚えて、瞬きもせずに凝視していた。

　この森って……。

「静紀、聞いてるのか？」

「たぶん、ここ……青柳が天界から落とされた森だ……」

「青柳？」

　誰だそれは、という顔をする静御前に、私は夢のことを掻い摘んで話した。

「……無念だっただろうな」

　上っ面の共感ではなく、静御前のひとことは胸にどっしりとくる。

　静御前も愛する人との間に生まれた子を由比ヶ浜に遺棄された経験がある。ただ、男児だったというだけで。

　私は下を向く静御前の手を握る。

「静紀……？」

「子供ができたからでしょうか、前よりも静御前の痛みを感じ取れる気がするんです。佐川さんも言ってましたよね、子供は自分の一部だって。お腹の子が死ねば、母親の心も死ぬんだって。静御前も……愛する人とその生きた証だった赤ちゃんも奪われて、心からたくさん血を流してきたんですね。……死んでしまいそうなほど」

　静御前の肩がふるりと震えた。

　何百年経っても癒えずにじゅくじゅくと化膿した傷は、どう治していけばいいのだろう。私に、なにができるだろう。

「……もう、受け入れている。命が木の葉よりも軽い時代だったのだ」

　笑みの中に愁うれいの色がある。握っている冷たい手は静御前の心を表しているようで、私はぬくもりを分けるように両手で包む。

「どんな理由があったにせよ、誰かに奪われていい命なんてない。そもそも、この子は生まれてきちゃいけないとか、神様であっても選別する権利なんてありません」

　もし自分の子供たちが、誰かの手によって殺められたりしたら……。私も青柳のように、憎悪の炎で胸の内を焼いていたことだろう。

「私は静御前のことも、青柳のことも、他人事には思えない。だからといって私がなにかをしたところで、失われた命は戻ってこない。だけど――」

　独りよがりのお節介だと思われてしまうかもしれない。でも、憎悪と喪失に心を壊した青柳のことも、愛のために罪を犯すヒサギのことも、時代ゆえに仕方なかったと諦めたふりをしながら、我が子の死に心で泣いている静御前のことも、黙って見ていられなかった。

「悲しいなら悲しいって泣いてください。許せないなら、もっともっと怒ってください。誰かを恨みたいなら、恨んだっていい。たくさん傷ついたんですから、もうこれ以上、心を殺さないでください！」

「お前は……」

　静御前はしばし目を見張り……。

「ふっ、母親になって、どんどん強く美しくなっていくな」

　いつもの大人の余裕を脱ぎ去って、泣き笑いのような表情を見せると、静かに心の内を吐き出す。

「……わが身を切られる思いだった。生まれてくる子は、どうか女児であってほしいと、何度願ったかわからぬ」

　繋いでいる手に、骨が軋むほど力を込められる。静御前がずっと耐えてきた痛みに比べたら、大したことはない。

「だが、運命は残酷だ。男児だとわかった途端、あの子に待っていたのは死だ。生まれたばかりのあの子がなにをしたのか！　この腕に抱くことすら許されず、愛を知らずに死んでいった。あの子が一体なにをしたというのか！」

　心が裂けてしまいそうだ。相槌の代わりに、私は泣き叫ぶ静御前を抱きしめる。妊娠がわかったばかりの頃、不安で心折れそうだった私に、彼女がしてくれたみたいに。

「思い出したくとも、私はあの子の肌の柔らかさも、匂いも、温かさも知らぬ！」

　静御前の心が、まるまる自分の心に置き換わったみたいだ。理不尽すぎる殺せっ生しょうに、私も悔しくて泣いた。

「……っ、静御前の大事な赤ちゃんの代わりになるなんて、これっぽっちも思ってないですけど、もし私が無事にこの子たちを産めたら……」

　静御前の手を引っ張って、私のお腹に置く。

「この子たちに静御前の赤ちゃんに注げなかったぶんの愛情を、注いであげてくれませんか？」

　静御前は前に『お前は私だが、私の過去ではない。私の未来だ』と言った。

　私が静御前の生まれ変わりじゃなかったら、翠とは出会っていなかった。この子たちも存在していなかった。静御前が歩んできた苦しい道の先に、今の私の幸せがある。

「私は静御前の未来です。過去はやり直せないけど、未来を幸せに変えることはできる。それを信じたくて、見届けたくて、地上に残ったんでしょう？」

「ああ……私は失ってばかりの自分の人生に、意味を見出したかった。この先、私が死したあとでもいい、嘆き悲しんだ先に幸福があると……信じたかったのだ」

「意味ならいっぱいあります。静御前は前に、私を桜だと言いました」

　思い出されるのは一年前、神堕ちしかけた翠のため、舞っていたときのこと。

『静紀、お前は私のように戻らない愛しき日々を抱いて、遠くに旅立った夫を想い、寂しく降る紅葉のように舞うのは似合わない。お前は私だが、私の過去ではない。私の未来だ。未来の私は愛しき男を見送ったりなどはしない。どこまでも、風に乗って追いかけていく桜だ』

　静御前の記憶にも残っていたのか、すぐに頷く。

「ああ、そして私は紅葉だと」

「寂しい秋や寒い冬がなければ、春は訪れない。静御前がつらい人生を送ってきたからこそ、あなたの未来である私の人生は温かい。だから今度は、私が静御前の失ったものを埋めて、溢れるほどの幸福をあげる。それじゃあ、あなたが苦しんだ時間の意味にはならない？」

　目を見張る静御前。悲痛だけが滲んでいたその顔が和らぎ、「いいや……」と首を横に振った。

「お前は十分すぎるほど、私の人生に意味を見出した。そうだな、弟子も私の手を離れたことだ、お前の子の舞の師匠にでもなろうか。今から楽しみだ」

　静御前の木漏れ日のような眼差しが、私のお腹に注がれる。この子たちは今、この瞬間から静御前の希望になったのだ。

「男の子だから、男おとこ舞まいが見られるわけですね。将来は龍神の舞い手ですか、肩書がすごい」

　顔を見合わせてくすくす笑い、私たちは改めて向き直る。

「青柳とやらも、私と同じだ。復讐で悲しみを紛らわせる生き方ではなく、喪失の先に希望を見つけてほしいものだな」

「私もそう思います。青柳はひとりじゃありません、愛する人が……ヒサギがいる。きっと、乗り越えていってくれる」

　そのために、ここへ来た。今向かおうとしている未来の先に、本当に青柳たちが望んだ幸せがあるのか。それを問いただすために。

　舞えなくても私は神様やあやかし、そして人のために存在する巫女だ。

　自分の使命を再確認したとき、ガサガサッと近くの茂みが揺れた。身構える私たち目掛けて、黒いツルが勢いよく伸びてくる。

　あれは――境内で私たちを襲った……！

「静紀！」

　逃げる間もなく、ツルは私の身体に巻きついた。一気に森の中へ引きずり込まれ、静御前も私の中に戻ってしまう。

「きゃああああっ」

　耳元で風がごうごうと唸っている。ときどき頬を掠める葉が肌を切り、傷口が熱を持った。私はハラハラしながら、ものすごい勢いで木々の間を突き抜ける。

　これじゃあ子供たちが危ない……！

　ツルに両腕ごと身体を拘束されてしまっているせいで、お腹を庇えない。もし万が一、木にぶつかったりでもしたら……。

　最悪の事態を想像して、全身の血が冷え渡る。恐怖で目を塞ぐことさえできないでいると――。

「え……」

　突然、開けた場所に出た。連れてこられたのは大きな黒い大樹の前。墨を吸ったような闇色の葉がはらはらと目の前を流れていく。

「――ねんねんころりよ　おころりよ～」

　歌が聞こえた。私はツルに絡めとられて宙に浮いたまま、声の主を探す。

「――坊やはよい子だ　ねんねしな～」

　黒い大樹の根に腰かけ、赤ん坊をあやしている女性がひとり。彼女の抱いている赤子の肌は、生気を感じられないほど青白い。私は自分が囚われているのも忘れ、その異様な光景に見入っていた。

　見覚えのある黒い十二単……あの人が……。

「……青柳？」

　ヒサギの記憶の中で見た彼女の姿と同じだった。ごくりと喉を鳴らせば、彼女はゆったりと顔を上げる。

「なぜ、わらわの名を知っている」

　やっぱり！　この人が青柳……。

　光のない瞳、能面のような表情。壊れかかったような危うさに気圧されていると、青柳は腰を上げて、動けないでいる私の前まで歩いてくる。

「お前だな、ヒサギが言っておった、いい器の持ち主というのは」

　器……死んでしまった青柳とヒサギの子の魂を入れる肉体のことだ。彼女たちは、私の子供たちがそれに相応しいと思っている。

「可愛いであろう？」

　青柳は抱いている子を私に見せた。乾かん物ぶつみたいな赤子だった。赤子の落ち窪くぼんだ目や、歯が抜け落ちてただの空洞となり果てた口から黒いうじ虫が湧き出てくる。

「ぅ……ぁ……」

　悲鳴にすらならない、か細い声をあげた。彼女がさも愛しそうに抱いていた赤子が、血の通っていない死体だとわかり、身の毛がよだつ。

「だが、この器も欠陥品だったようじゃ」

　青柳が赤子の腕を掴み曲げると、無残にもぽきりと折れた。ぼとりと地面に落ち〝それ〟から目を背ける。『可愛いであろう？』と言いながら、枝でも手折るように腕を捥もいだ青柳に恐怖を抱いた。

「ここへ連れてきてすぐに、常世の妖気に慣れず肉体が腐った。あやかしと神の子の魂はただでさえ力が強いからのう、それも相まって息絶えたのじゃ。ヒサギが時間をかけて妖気に慣れさせたんじゃが……もったいない」

　もったいない……まるで物扱いだ。その器になった赤ん坊だって、誰かの愛の果てに生まれた命なのに。

「でもこれで、ようやくこの子を……アセビを復活させられる」

「アセビ？　その子の名前ですか？」

「ああ、白い鈴のような花を咲かせる木の名だ。大樹の神には桜やイチョウ……それぞれ、御神木がある。この子にも、神堕ちしたとはいえ神の血が流れていたからな。この子の御神木の名をつけた」

　魂を奪われたような虚ろな目に、ほんのわずかに光が見えた気がした。これが青柳の心を動かすきっかけになるかもしれない。

「アセビの魂に耐えられる強きょう靭じんな器、常世の妖気にも腐敗しない器。天界最強の龍神と稀代の巫女の子ほど、私の子に適した器はない」

　青柳の手が私のお腹に伸びてくる。

「い、嫌っ……この子たちにさわらないで！」

　身を捩よじろうとするけれど、巻きついたツルが邪魔でびくともしない。

「――翠！」

　真っ先に頭に浮かんだ彼の名を叫ぶと、私と青柳の間にバサッと降ってくるなにか。赤い羽織、広い背中……視界に入り込んだ誰かが、ぶんっと刀で私に巻きついていたツルを断ち切る。

「この女に指一本触れるな」

　青柳は不平顔でツルを操り、大樹に巻きつけると後ろへ退いた。

「す、い……」

　彼の姿を目に捉えた途端、視界が歪む。

　翠だ、助けに来てくれたんだ……っ。

　ツルの支えを失って落ちそうになる私の身体を、翠が抱き留めた。

「てめえ、どこまでお転婆になれば気が済みやがる。常世まで来るんじゃねえ、頭沸いてんのか？」

「そこまで言わなくても……うう、いいでしょ！　私だって、私だって……なんとかしなきゃって、思って……っ」

　子供たちを傷つけられそうで怖かった、翠と会えてほっとした。いろんな感情が一気に噴き出して、ううーっと小学生みたいに泣き出してしまう。

「……っ、おい……」

　ぎょっとしている翠に、私はしがみついた。少しして、はあっとため息がつむじにかかる。

　呆れてるんだろうな。そして、私は甘えてる。ごちゃ混ぜになって、わけがわからなくなった心をぶつけても、翠なら受け止めてくれるって。

「そこまで泣くかよ？　こんな軽口、俺たちにとっちゃ挨拶みてえなもんだろうが」

　声が焦っているように聞こえて、顔を上げる。そこには翠の弱りきった表情があり、私は自分の目を疑った。

「てめえが無茶すると、心配かけさせんなって叱りたくなんだよ。今に始まったことじゃねえだろ」

　素直じゃない申し開きにおかしくなってきて、涙が引っ込む。つい「ふふっ」と笑うと、翠は目元を赤らめつつ渋い顔をした。

「笑うか泣くかどっちかにしろ」

　翠は私の目尻に残っていた涙の雫を指で掬すくう。

「それで、なんでてめえはそんなにピンピンしてやがる。起き上がれる体力は残ってねえはずだが」

「あ、それは吉綱さんの苦痛を感じないようにしてくれる札のおかげ」

「……わかってんのか？　それは感じないだけで、てめえの身体の負担は変わってねえんだよ。無理をすりゃあ命に関わるってのに、あのじじい……なんでてめえを常世に寄こした」

「私が無理にお願いしたの。どうしても、ここに来なきゃいけなかったから」

　眉を寄せる翠に、事の成り行きを手短に話した。『またてめえは……』という目を向けられて、私が肩を竦めたときだった。

　ドゴオオオンッと背後で爆音がして、大きな地震が起こる。

「きゃああっ」

　土埃が雲のように舞い上がり、翠が私を抱く腕に力を込めた。砂さ塵じんが晴れると、大きな化け猫がヒサギを咥えている。

「ミャオ！」

「静、紀……？　なんでここに？　動いて大丈夫なの？」

　美しいオッドアイが、涙でしっとり光っている。

　ミャオはヒサギを探しに、常世に行ってくれていたんだよね。

「心配かけてごめんね、私のためにありが――」

「くっ、余よ所そ見みとは……なめられたものです……」

　ミャオが私に気を取られている隙を突き、ヒサギは黒い炎の玉をミャオに撃ち込む。

「……っ」

　ミャオの身体が吹き飛び、何本か木を薙なぎ倒して止まった。私は「ミャオ！」と、すぐにそばへ行こうと身を乗り出す。しかし、翠の腕がそれを許さない。

「じっとしてろ、化け猫なら平気だ」

　それより、と言いたげに大樹へ目を向ける翠。ヒサギは血が滲む肩口を押さえながら、青柳の隣に寄り添っていた。

「まったく、私がお相手している途中に抜け駆けですか。仲間を置いて巫女を助けに行くとは……。龍神、あなたの愛に犠牲を厭いとわないところは嫌いじゃないですよ」

　翠たちは私を助けに来る前、どこかでヒサギと戦っていたらしい。

　ヒサギの同類とばかりの物言いに、翠はふんっと鼻を鳴らし、少しの揺らぎもなくきっぱり言い放つ。

「俺は静紀のためになにかを諦めたり、犠牲にすることはねえ。そんなことをすれば、この女は自分を責めやがる。化け猫を残していったのは、任せられると信頼してのことだ」

「翠……」

　私がなにに悲しむのかを理解してくれている。誰かを犠牲にするのも、自分が犠牲になるのも簡単で、いちばん難しいのは誰も犠牲にならずに大切な人を守ることだ。

「理想論ですね。犠牲なくして得られるものなどないのですよ。これ以上、あなた方が青柳様の邪魔をするなら……」

　ヒサギは青柳の前に立ち、その手にぼわっと黒炎を灯す。

「消し炭になっていただきましょう」

「意思は固ぇみたいだな」

　嘆息を漏らし、翠は私を地面に下ろした。

「……やっかいだぞ、静紀。真の絶望を知ってるやつは、言葉なんざ不確かなものは信じねえ。心は……動かせねえかもしれねえぞ」

「……その逆もしかりだよ。真の愛情を知ってる人は、想いなんて不確かなものを信じる」

　稲妻のように迅速な驚愕を目に表す翠。私はちょっと屁理屈だっただろうかと小さく笑い、ヒサギたちへ視線を移す。

「ヒサギ、あなたの記憶を見たよ」

「……あなたにかけた呪いには、私の妖力を使いました。そこから私の記憶を読み取った……ということですか。そんな力が巫女にあったとは……」

「私と翠の子供を狙ったのは、天界に攻め入るための仲間が欲しかったから……それだけじゃないでしょう？」

「意地が悪い方だ。私の記憶を見たのなら、もう私の目的を知っているのでしょう？」

　口元には微かな、しかしはっきりそうとわかる冷笑が刻まれていた。

「天界の神と、その下僕の巫女の子をあやかしに堕とし、天界を滅ぼさせる……これほどの見せしめがありましょうか」

「青柳を神堕ちさせた大樹の神たちへの復讐ね」

「大樹の神だけではない。神とあやかしは結ばれてはいけない、その間に生まれた子は不穏分子だと考えている天界の者たち全員への復讐ですよ。常世には神堕ちで天界を追放された者が大勢いる。彼らを焚きつけるのは簡単でした」

　パチンッとヒサギが指を鳴らせば、どこに潜んでいたのか、あやかしが何体も茂みや木々の影から、そして空から姿を現す。

「なっ……」

　こんなにたくさんのあやかしが天界に恨みを持ってるの？

　突き刺すような殺意、重力が何倍にも膨れ上がったような圧を全身に感じる。彼らはヒサギの一存で、一気に襲いかかってくる。

　固唾かたずを呑み、私は翠の着物の裾を掴む。そんな私を、翠は片腕で懐に抱き寄せた。

「そしてもうひとつの目的……」

　ゆっくりとヒサギが腕を上げる。

「アセビの魂の器になりうる存在……それがあなた方の子供だったから、ですよ」

　手首を曲げ、『行け』と合図するヒサギ。あやかしたちが一斉に飛びかかってくる。

「きゃああっ」

「数を揃えりゃいいってもんじゃねえ」

　翠が眼前のあやかしのもとへ駆けていき、ぶんっと刀を振るう。あやかしを薙ぎ払うように斬り、悠々と一掃した。それに安堵したのもつかの間、私の立っている場所だけが陰る。慌てて振り返れば、大口を開ける巨大な赤ガエルのあやかしが。

「嫌っ――」

　お腹を抱えて蹲れば、ミャオが弾丸のごとくカエルの横っ腹に噛みついた。そのままドゴオオオンッと木に突っ込む。

「ミャオ!?」

「……平気、守るって決めてるから」

　神妙な顔つきのミャオと視線が交差する。その視線にとても大事な意味があるような気がして、目を離せないでいたら……。ミャオは困ったように笑い、戦いの中へと身を投じる。

　ミャオ……？

　今のはなんだったのか、それを問う時間はない。始まってしまった交戦の中、私は青柳を庇うように立つヒサギを見つめた。

「ヒサギの願いは、なに？」

　翠から離れようとしたとき、私もこう問われた。

『俺から離れたのも、神社を出ていったのも、全部他人のためだろ。なら、てめえ自身の願いはなんだ』

　あの言葉があったから、私は自分の心を犠牲にせずに済んだ。蓋をして厳重にしまい込んでいた本当の願いに気づくことができた。だから私は今、翠の隣にいられる。

「……先ほどもお話ししたでしょう。天界への復讐と……アセビの器を……手に入れること……だと」

　乱闘のざわめき、激しい風音、あやかしの悲鳴。この騒がしさの中でも、ヒサギの弱々しい返事は耳に届いた。

「それは、青柳の願いを叶えるために、あなたがしたいことでしょう？」

「それが願いだと言っているんです」

「それは本当の願いじゃないと、なぜ気づかないの」

　私とヒサギの間には距離があるはずなのに、動揺した息遣いが聞こえてくるようだった。それはたぶん、私の問いに彼が迷っているとわかっているからだ。

「私が聞いてるのは、ヒサギの願い。もう一度、自分に問いかけてみて。あの日、森の中で神堕ちした青柳を見つけたとき、愛する人のために堕ちるんじゃなくて、別の未来を思い描くことはなかった？」

「なにを知ったことを……私は、青柳様と同じところまで堕ちる。それ以外の願いなど、抱いたことは……っ」

　揺らぐ心がヒサギの震える声に、泳ぐ瞳に表れていた。

「青柳の心が荒れ、苦しむところは見たくない。穏やかに、それでいて笑っていてくれることこそが願い……。それを、あなたは叶わないと諦めた」

「それ、は……」

「あのとき、もしその願いを諦めていなかったら？　あなたはなにを望んだの？」

「もしもの話をしてなんになる！」

　ヒサギが振りかぶった手を勢いよく下ろす。すると炎の斬撃が放たれ、それを翠がすかさず叩き切り、守ってくれる。

「特別なことなどいらない。ただ、木漏れ日の下で……青柳様と昼寝をしたりして、どんなときも、どこへ行っても青柳様が隣で微笑んでくれる……。そんな日々を望んだ！　だが、手に入りはしない！」

　彼から消えた敬語は、素の心を晒してくれている証。放った言葉が痛いのは、それだけ強い祈りである証。

「ヒサギは犠牲なくして得られるものはないって言ったよね。あなたは……自分の願いすらも犠牲にしてしまったんだ」

「……っ」

　ヒサギがおぼつかない足取りで後ずさる。まるで、心が明かされるのを恐れるみたいに。

「でも、あなたが幸せじゃないと、誰かを幸せにはできない。だって、あなたが幸せにしたい相手も、あなたに幸せでいてほしいと思ってるはずだから」

　私が翠の幸せを願ったように、翠も私の幸せを願ってくれている。だからお互いに幸せじゃないと意味がない。

「青柳様、が……」

　ヒサギは後ろを振り返る。変わらずなんの表情も浮かべていない青柳は、ガラス玉のような瞳で死体の赤子をあやしている。

「あなたやアセビを奪われたくなくて、憎しみに心を支配された。その憎しみこそが、青柳があなたたちの幸せを願ってた裏返しでしょう？」

「てめえがすべきは、そこの女のために罪を重ねることじゃねえ。ましてや同じとこまで堕ちることでもねえ」

　隣に立った翠と目を合わせ、思いを通わせる。そしてきっと同じ気持ちで、一緒にヒサギたちを見やった。

「光ある場所に引き上げてやることだ」

「光ある場所に引き上げてあげることだよ」

　がんじがらめになっていた糸が一気にほどけるみたいに、ヒサギがはっと息を呑んだ。気づいてしまいたくなかったというように顔を歪め、項垂れる。

　いつの間にか、戦いの音がやんでいた。周りを見回せば、ミャオだけが立っている。ひとりで全員倒してしまったらしい。

「愚かなのは、私か……」

　ヒサギは青柳の前に、がくっと膝をつく。

「あのとき……私はあなたを止めなくてはいけなかった。けど……っ、それができなかった！　私は……怖かったんです！」

　感情のない人形のようになった青柳。ヒサギは懺ざん悔げするように、その白い手を取る。

「子供を亡くして神堕ちするほど絶望したあなたに、すべてを失ったわけではないと、私がいると……そう伝えてしまえば、無理に前を向けと言っているようで、余計に青柳様を追い詰めると思ったんです」

　大切な人だから、明かせない本心がある。私と翠も、お互いを傷つけたくなくて打ち明けられなかったことがたくさんあった。そうしてすれ違って、一度は離れそうになった。

　自分のことのように彼らの痛みを感じて、私は翠に寄り添う。なんとなく、彼のぬくもりをそばに感じたかった。それは翠も同じだったようで、肩を抱き寄せてくれる。

「けれど、本当の青柳様はお優しい方です。もし器が見つかってアセビが救われたとしても、必ず払った犠牲への罪悪感に苦しむ。わかっていたはずなのに……どこまでも不甲斐ない……」

　ヒサギの想いが彼女の心を動かしたのだろうか。これまで反応を示さなかった青柳の唇が動く。

「……さっきから、なにを言っておるのじゃ、ヒサギ。わらわはアセビを取り戻せれば、後悔などせぬ」

「いいえ、路頭に迷っているあやかしの面倒も見てしまうようなあなたですよ。絶対に胸を痛めます」

　青柳自身が見失っている本当の彼女の姿を、ヒサギは誰よりも知っているのだ。

「……青柳様、天界への復讐も、アセビの器探しも、もうやめましょう」

「なにを言っておるのか……わかっておるのか？」

　その問いは静かにヒサギを責め立てている。

「アセビの魂も解放してやらねば、生まれ変わることができません。私たちももう、憎しみから、悲しみから解放されてもいいんじゃないでしょうか。私はただ……あなたのそばにいたい。そして、その痛みを寄り添って癒やして差し上げたい」

　それが青柳のためではなく、ヒサギ自身の望む夫婦の形、本当の願い――。

「ヒサギ……そなたまで、わらわを裏切るのか……？」

　陽炎かげろうのようにゆらりと、青柳の身体が揺れる。肌に纏わりつくような生暖かい風が吹き、彼女の背後に立つ大樹がざわざわと騒ぎ出した。

　黒い木の葉が舞う中、陰湿なものが漂うこの場に青柳の声だけが響く。

「もう、アセビを救えるのはわらわだけになった……そういうことなのだな。ならば、もうこの子以外……いらぬ」

　とすっと、嫌な音がした。

「青柳……様……？」

　ヒサギの背中から突き出た黒いツル、その先に赤く滴る血。青柳がヒサギを貫いたのだと頭が理解するまでに時間がかかった。

「どう……し、て……ですか……」

　どさりと、ヒサギが倒れる。みぞおちを打たれたように、声も立てられなかった。私は震える吐息を呑み込んで、なんとか言葉を紡ぐ。

「青柳、誰を刺したのか……わかってるんですか……？」

「わらわにはもう、アセビしかおらぬ。おらぬのじゃ！」

　激しい叫び声が鋭く鼓膜に刺さった。大樹がゴゴゴッと揺れ出し、地面を突き破って根がいくつも顔を出す。木々に巻きついていたツルも、私たちに狙いを定めた。

「……妖気の密度が濃くなった……」

　ミャオが毛を逆立てる。

　一気に身体の怠さが増し、酸素が薄れたみたいに息苦しい。胸を押さえると、かさりと懐にしまってあった札が鳴る。取り出して確認すれば、この状況はキャパオーバーなのか、紙の端がところどころ切れていた。

「じじいの札は、呪いからくる痛みを鈍らせるので手一杯らしいな」

　さらに深く抱き寄せられた瞬間、翠から放たれた淡い金色の光に包まれて身体が楽になる。

　翠の神気だ……落ち着く……。

「今のてめえは、普段より妖気に弱くなってやがる」

　いつかの翠と逆だな。神堕ちしかけていたとき、翠は穢れに弱くなっていた。

　そして今度は私が妖気に弱くなっている。呪いや妊娠で神力を消耗しているせいで。

「許さぬ……許さぬ許さぬ許さぬ許さぬ許さぬ許さぬ！」

　髪を振り乱しながら頭を振り、半狂乱に呪詛を吐く青柳。その身体にツルが巻きつき、大樹に引き寄せられていくと……ずぶりと幹に飲み込まれていく。

「なに、あれ……青柳が木の中に沈んで……」

「自分の妖力を大樹に吸わせてるんだろ」

　翠の言うように、青柳を腰の辺りまで取り込んだ大樹は力を得たのか、真っ黒な葉を茂らせ、生き物のように枝やツルを蠢かせていた。

「グアアアアアアッ」

　獣のごとく咆ほう哮こうした青柳の目が黒一色になり、墨のような涙を流す。両腕も木に沈んでいるため、彼女はそれを拭うことすらできない。

「アアアアッ、アアアアアアッ」

　青柳の咆哮に合わせて、ぶんっ、ぶんっと木の枝が振り下ろされる。

　翠は私を横抱きにして次々と攻撃を避け、「暴走しやがったな」と舌打ちをしながら天高く飛び上がった。すると空中から、木のそばで倒れているヒサギが目に入る。

「あそこにいたら、ヒサギが潰されちゃう！」

「平気だ。見ろ、化け猫が動いてる」

　枝の下敷きになりそうだったヒサギをミャオが間一髪、口で拾い上げる。大樹から距離を取ったミャオの横に、私と翠も降りた。

「うう……青柳……様……」

　地面に下ろされたヒサギは、脇腹を押さえて立ち上がる。

「青柳様……このまま、常世を破壊するおつもり……ですか……」

　悲しみ、切なさ、動揺、憐れみ……それらが水すい煙えんのようにいっぺんにヒサギの表情に広がっている。

　居ても立ってもいられず、私はヒサギの手を取った。

「なら止めよう、青柳を」

「……なぜです？　私はあなたに呪いをかけました。あなたの子供を……奪おうとしたのですよ？」

「もちろん、その件に関しては怒ってるよ。だけど……青柳が子供を奪われて絶望する気持ちも、ヒサギが愛する人のためにした覚悟も、他人事には思えなかったの」

　バンッ、バンッと根やツルが地面を抉る。それを横目に、私は続ける。

「あやかしと神様、神様と人間……種族が違うからって恋しちゃいけないなんて誰が決めたの？　私たちの間に生まれてくる子が不穏分子？　そんなの、誰にも決める権利なんてない。生まれてきちゃいけない命なら、そもそもお母さんのお腹に宿ったりなんかしない」

　ヒサギの瞳から落ちた雫は、少しの濁りもなく透明だった。目を丸くしたヒサギは純粋な驚きと、例えるなら許された……というような安堵の表情を浮かべている。

「同情……ですか？　だとしても、私がした仕打ちを思い返せば、それも理解できません……」

「同情……ちょっと違うと思う。境遇が似てるから、自分のことみたいに怒りがわいたの。だから、私と翠が証明しようって」

　私は翠のほうを向く。翠は私をじっと見つめ、唇を緩めた。

「俺は静紀と出会わなければ、神として破滅していた。てめえがあの女に救われたみてえに、俺も静紀に闇の底から引き上げてもらったんだ。他の誰が俺たちの関係を禁忌と呼ぼうが、俺は静紀を愛したことを後悔なんざしねえ」

　もう二度と恋なんてできないと思っていた私に、命を懸けていいと思えるほどの愛を教えてくれた翠。不器用で優しいあなたが、いつしか大切で大切でどうしようもなくなっていた。

　翠を愛さなければ、私は神様の子を宿して死ぬ危険を冒すことはなかった。

　でも、翠を愛したから……愛される喜びを、家族ができる幸せを知ることができた。

　だから私も、世界中のみんなに否定されたとしても、翠を愛したことを後悔したりはしない。

「アセビは不穏分子なんかじゃないよ。生まれた場所も、種族も違うふたりが愛し合うだけでも奇跡なんだもの。その奇跡の積み重ねで生まれた希望なんだよ。その子がもたらしてくれるのは、神様もあやかしも人も手を取り合っていける未来」

「そんなふうに言ってくれる誰かが、あの頃の私たちのそばにいてくれれば……いえ、ないものねだりは……無意味ですね……」

　ヒサギの視線が青柳に移る。

「……ねえ、あの大樹……常世中の妖気を吸ってない？」

　ミャオの声には、微かな緊張の響きが混ざっていた。彼が仰いだ先、大樹の上空には黒紫色の煙のようなものが集まっている。

「なにあれ……」

「……妖気が目視できるほど集まってるんだよ。あやかしにとって妖気は、人間でいう生気みたいなものだから、吸い取られればあやかしも無事じゃいられない」

　全身が汗ばみ、ただならぬ事態に圧倒されて息を詰まらせた。そのとき、翠がヒサギの隣に並ぶ。

「あの女は元神だ、人間や動物があやかしになるのとはわけが違う。あの女の力なら、常世中のあやかしを大樹の養分にしちまえる」

　養分と翠が呼ぶだけあって大樹は常世中の妖気を吸い、枝をぐんぐん伸ばしていく。

「有り余る力は身を滅ほろぼす。あんなに妖気を溜め込んで、自我が保てるはずがねえ。このまま憎しみに任せて、狂ったように常世中のあやかしを殺し尽くすぞ」

「……青柳様に……これ以上、罪を重ねさせたくありません」

　ヒサギは話すだけでも傷が痛むのか、出血のせいで血色が悪い顔をときどきしかめながら、私たちの前に立つ。

「あなた方を苦しめておいて、こんな頼みをするのは図々しいと思うでしょうが……青柳様が溜め込んでしまった妖気を浄化してくださいませんか」

　深々と頭を下げるヒサギに、翠は渋じゅう面めんを作る。

「そう単純にはいかねえよ。ただでさえ一度癒着した妖気を無理に引き剥がす負担はでけえってのに、あの量の妖気だぞ。一気に浄化すれば、女は死ぬ」

　ヒサギの顔に憔しょう悴すいが這い上り、胸が締めつけられる。

「他に手立てはないの？」

「封印だ。一旦あの女を封印して、取り込んだ妖気が周囲のあやかしを暴走させたりしねえようにする。そんでもって、少しずつ妖気を浄化していくしかねえ」

「それなら青柳は助かるの？　なら、そうしよう！」

「……何百年、何千年と眠り続けることになるかもしれねえぞ」

「――っ、浄化に……そんなに時間がかかるなんて……」

　何百年、何千年？　途方もなさすぎる。ヒサギたちはこれでもかというほどの絶望を味わってきたのに、まだ幸せになってはいけないの？

「どうして……っ」

　悔しくて涙が出てくる。

　子供を失っただけでなく、愛する人と一緒にいる……そんな些細で平凡な幸せすらも叶わないというの？

　唇を噛んで俯いていると、「ありがとうございます」とヒサギの声が間近でした。顔を上げれば、私の肩に手を載せてヒサギが微笑する。

「あの方を失わない未来がある。それだけで、私にとってはこの上ない救いなのですよ。これ以上は望みません」

「……望んでいいんだよ……普通のことだよっ、特別なことじゃない！」

　感情のまま叫べば、翠が「静紀……」と宥める。これでは子供と同じだ。

　でも、当たり前のことを、ヒサギはまるでものすごく特別なことのように言うから。ヒサギが望んでいることは、誰もが願っていい幸せなのだと知ってほしくて、もどかしかったのだ。

「私のために泣くだなんて……若木のようにまっすぐな方だ。そういうところは、少し青柳様に似ています。でも、本当に私は悲観していないのです」

「どうして？　あなたはこれから途方もない時間、青柳の目覚めを待ち続けなくちゃいけないのに……」

「いいえ、私は待ちません」

　ヒサギの答えに、私たちは黙り込む。待たないとはどういう意味なのか、みんなの頭には同じ疑問が浮かんでいるに違いない。

「……私も、共に封印してください」

「な……にを……」

「青柳様が神堕ちしてから……百年余りあの方のそばにいたのに、私と青柳様の間には埋められない溝のようなものがありました……。同じ願いを抱いていたようで、そうでなかったから……なのでしょう……」

　天界への復讐や子を取り戻すことを望んだ青柳。ただ青柳のそばにいること、彼女が笑顔でいられることを望んだヒサギ。

　復讐に手を貸していたのも、青柳の願いだからしたことであって、ヒサギ自身が望んだことではなかった。そうやってボタンをかけ違えるみたいに、気持ちがすれ違っていたから、溝を感じたのだろう。

「ですから……何百年かかろうと、何千年かかろうと……あの方と眠り、目覚めたあとの幸福を思い描きながら……夢を見たいのです。今度こそ、同じ夢を」

　満足そうに笑うから、私はもうヒサギになにも言えなかった。ヒサギの心が決まっているのなら、私がそれを阻むことはできない。

「……僕が道を開く」

　ミャオが前に進み出て、鞭のごとく何度も地面を叩く枝やツルを睨みつける。

「何百年、何千年もかかる浄化なら、大量の神力がいるよね。それなら、私にも手伝わせて」

　胸に手を当て、ぽうっと灯る光の中から扇を取り出す。

「静紀、てめえが動き回れてんのはじじいの札があるからだ。その効力が切れりゃあ、これまでの負荷を一気に知覚することになんだぞ。今回ばかりはじっとしてろ」

　扇を持つ手を翠に掴まれたが、やんわりと振り払った。

「ごめん、それは聞けない」

　そう即答して、一歩前に出る。

「少しでも早く封印が解けるように、できる限りのことをしたいの。それで、私が生きてるうちにもう一度、ヒサギと青柳に会いたい」

　振り返って笑えば、私の周りに光の粒が集まってきた。産土神様たちの力で着ていた服が舞装束へと変わる。みんなは呆気にとられた顔をして――。

「諦めなよ、翠。静紀がじっと待ってるとか無理」

　眉を下げて笑うミャオにつられてか、ヒサギも頬を緩ませる。翠はというと、うなじに手を当て、観念したようにはあっと息をついた。

「――白拍子」

　翠に呼ばれ、すう……っと私の隣に静御前が現れる。

「静紀のことはてめえに一任する」

「承知いたしました。代わりにお守りいたします」

　静御前は流りゅう麗れいな動作でお辞儀をする。それを見届け、翠は私の頬に手を添えるや、ふにっと摘まんだ。

「てめえの命は俺のものだ。俺の命がてめえのものであるようにな」

「心配しないで、翠が悲しむようなことはしない」

　翠の頬を摘まみ返せば、切なげな笑みが返ってきた。数秒だけ視線を絡ませ、そっとほどく。

「始めるぞ」

　翠が暴走している青柳に向き直ると、私は大きく息を吸って扇を構えた。

　ミャオがウニャーッと鳴き、口から吐き出した青い炎で大樹の枝やツルを焼き払う。そうしてできた青柳への道を翠とヒサギが駆けていく。

「静紀、私はお前の魂の一部。私の神力は、お前のものでもある。存分に使え」

　静御前はパッと光の粒子になり、一本の剣となる。それを握った瞬間、ポカポカと身体が温かくなった。

　力が湧いてくる……ありがとう、師匠。

　空気と聞き手の心を震わせる笛や琴の音色。私は扇と剣を手に、雅楽の調べに身を委ねる。

「――天地の～、長き平和を～、祈り舞う」

　龍神の舞、この舞を披露するときは、いつだって翠との出会いを思い出す。空をうねるように泳ぐ赤い龍、その力強さと優美さを表現するのが私の龍神の舞。

「――息吹の笛に～、身をゆだねて～」

　剣と扇からこぼれ出る光は、翠の身体を包み込む。

　――ゴロゴロッ、ガッシャーン！

　天に立ち込める闇をふたつに裂く雷が翠に直撃した。その身体はパッと光の泡となって弾け、深紅のぎらついた瞳と赤い鱗を持つ龍へと変わる。

　生暖かい風が肌を撫で、たちまち曇り出す空。ポタッと頬に雫が落ちてきて、森に恵みの雨を降らす。

「うっ……」

　吉綱さんの札があっても、この疲労感……。まだ舞い始めたばかりだというのに、背中に鉛を入れられたような重さがある。

　私は深く息を吐いて、倒れるもんかと踏ん張った。

「グアアアアアアアッ、グアアアアアアアッ」

「青柳様……あなたがいちばんつらいときに、おそばにいられず申し訳ありません」

　神様とあやかしの恋は禁忌だと否定されたとき、天界で子供を失ったとき。青柳の心が砕けたとき、ひとりにしてしまったことを悔いているのだろう。

　青柳に近づいていくヒサギのすぐ近くに、幾度もツルや枝が振り下ろされる。そのたびに震える大地、吹き荒れる爆風。それをものともせず、ヒサギは両手を広げて青柳のもとへと向かっていく。

「これからは何百年、何千年でもあなたと共に在ります」

　ついにヒサギが青柳を抱きしめた。それを見計らい、ふたりのいる大樹に巻きついた翠は、黄金の輝きを放つ。妖気が繊細な蛍のような光へと変わっていき、少しずつ浄化されていくのがわかった。

「……準備、できたみたいだね」

　攻撃が止み、猫になったミャオが私の横にやってきた。

「うん……」

　額に汗が伝い、頭ががんがんと痛み出す。今でさえこんなにふらふらなのだ、札の効力が切れたらどうなってしまうのか。

　少しでも気を抜くと、不安の影が忍び寄ってくる。私は剣と扇を握り直し、舞にいっそう心を込めた。

　どうか、ヒサギの想いが青柳に届きますように――。

「青柳様、青柳様、私がわかりますか？」

　ヒサギの呼びかけに、青柳は獣のように叫ぶのをやめる。翠の浄化のおかげか、青柳は「あ……」と視線を彷徨わせ、やがてヒサギをしっかり見つめた。

「ヒサ……ギ……？」

「……ああ……よかった、よかった……っ。やっと、あなたと見つめ合える……」

　ひどい傷を負っているというのに、ヒサギはまったく苦痛など感じていないというように、幸せそうに微笑んでいた。

「ヒサギ……わらわは、わらわは……っ、そなたを傷つけた……っ」

　顔をくしゃくしゃにして泣く青柳に、ヒサギは緩く首を横に振ると、その頬に手を添えた。

「いいのです。これから……心にできた傷も、身体にできた傷も、一緒に癒やしていけば……」

　青柳が流していた墨色の涙はどんどん薄くなり……やがて透き通る。その瞳に確かな意思を宿す光が戻り、十二単も鮮やかな鶯色へと変わった。

「わらわは……アセビを失った悲しみにばかり目を向けて……そばにいてくれたヒサギのことも、見えなくなっていたんじゃ……」

「アセビのこと……巣立たせてやりませんか？」

「え……？」

「解放してやるんです、また生まれ変われるように。私たちの子ですから、来世でも強く生きていける。私たちのゆりかごで守ってやらなくても」

　顔に憂ゆう色しょくを浮かべる青柳だったが、ヒサギのなにも心配はいらないというような眼差しに背を押されたのだろう。

「……そうじゃな、私が子離れできていなかったんじゃ……っ、アセビを送り出してやろう」

　目に涙を溜めながら、青柳は気丈に笑う。すると、青白い光が青柳の胸元から飛び出して、ふたりの頬を交互に撫でた。

「アセビ……できることなら、あなたをひと目でも見たかったです……っ、私と青柳様の子……っ、うぅ……」

　ヒサギが咽むせぶと、青柳もまたしゃくりあげて泣く。

「ああ……ああ……っ、わらわもじゃ……っ、アセビと……何度も名を呼び、抱きしめてあげたかった……っ」

　視界がぼやけていくのがわかった。嗚咽が息遣いに混じり、苦しくてやるせなくて、せめてその悲しみに少しでも寄り添えればと舞う。

「ふ、ぅ……私と青柳様のように……いつか、すべてを捧げたいと思える誰かと愛し合ってくださいね……」

「わらわたちの……愛しい子……っ、来世が幸福であらんことを……」

　アセビの魂は別れを告げるように、ヒサギと青柳の頭上で回ると、天へと吸い込まれていった。

「ヒサギ……わらわたちはどうなるのじゃ？」

「封印されるのです……あなたの憎しみが癒え、溜め込んだ妖気が浄化されるまで」

「わらわに付き合わなくともよいのじゃぞ？」

　そう言いながら寂しそうにしている青柳の額に、ヒサギは自分の額を重ねる。

「私が青柳様といたいのです。置いていかないでください」

　そのひとことが彼女の罪悪感をいとも簡単に吹き飛ばしたのは、青柳の晴れ渡る表情を見れば明らかだった。

「……仕方ないのう、わらわはヒサギの願いに弱いのじゃ」

　切なさと喜びが混じった笑みを浮かべ、青柳は目を閉じる。

「青柳様、もう寒くはないですか？」

　いつか青柳がヒサギにかけ、ヒサギが青柳にかけた特別な言葉。

「ああ、ヒサギがおれば、どこにいても温かい……」

　光がふたりの身体を包み込む。その間際、ヒサギと青柳が浮かべた笑顔が目に焼きついた。

　ヒサギたちのいる大きな光の玉は幹へと吸い込まれていき、外へ漏れ出ていた妖気が完全に封じ込められたからか、大樹の葉も本来の青さを取り戻していく。

「常世なのに……ここだけ神聖な空気が満ちてる……」

　ミャオの言うように、ふたりが封印された大樹からは温かくて優しい力を感じた。

「終いだ」

　翠は大樹から離れると、人の姿へと戻って私の前に降り立つ。

「ヒサギ、青柳……目覚めたら今度こそ、幸せに……っ」

　何度も涙を拭っていたら、翠が私を抱き寄せてくれた。

「てめえにかけられた呪いも解けたみてえだな」

　言われてみれば、身体が少しだけ軽い。

　安堵の表情を浮かべる翠を見れば、これまでどれだけ心配をかけてしまったのかがわかって胸が痛む。

「うん、これも翠たちのおかげだよ」

　翠をひとりにしたくない、私も離れたくない。子供たちと、みんなと一緒にいたい。翠のぬくもりを感じると、そんな願いが強くなる。

　はらはらと落ちる新緑の葉からは、命の芽吹きを感じる。その光景を翠と寄り添って眺めているときだった。

「うっ……おえっ……」

　お腹の張りが強くなって、突然嘔吐してしまった。

「な――静紀！　気分悪ぃのか？」

　翠が私を支えながら、焦ったように顔を覗き込んでくる。

「なんか、お腹……押されてる気が……あうっ、ぁ……」

　続けざまにドゴンドゴンと痛みの拍動が下腹部を襲う。グリグリと内側から皮膚を切り裂かれるようだ。異変はそれだけではなく……。

　なに、尿漏れ……？

　下着がじわっと濡れている。尿漏れにしては量が多く、たらたらと内股を伝っていくではないか。

「これは……なにが起きてやがる……？」

　翠はぽたぽたと地面にできる染みを困惑しながら見つめ、私をゆっくりと地面に座らせた。

「う、ぅ……うぅっ……」

　汗が吹き出して、髪が顔や首に重たく貼りつく。生きてる中で、こんな痛みを味わったのは初めてだった。

「……静紀、顔が真っ青。もしかして、子供生まれるの？」

　おろおろとした様子で、ミャオが私を見上げる。

「それは早すぎるだろう、静紀は臨月に入ったばかりだ。だが――」

　普段ならゆったりと話す静御前が、早口だった。それだけ事態は切迫しているのだろうか。

「翠様」

　硬い面持ちの静御前に呼ばれ、翠の表情が強張る。

「静紀は……もしかしたら早産かもしれません」
















終幕　幸福の産声







　神社に戻ってくる頃には夜の帳とばりが下り、私の意識は薄っすらと霞かすんでいた。

「ぅっ、ふう……ううっ……」

「静紀、静紀！」

　翠の声が遠い……。

　返事をする余裕もなく、痛みの間隔が短くなっていく。痛みは腰からお尻のほうへと下りてきて、うめくことしかできない。目尻に涙の粒が浮かび、ぐっと拳を握りしめた。

「翠様、お尻の辺りを押して差し上げてくださいませ」

　静御前に促され、翠が私のお尻を押す。それに合わせて息を吐くと、だいぶ楽になった。

「こうでいいのか？　静紀、俺にできることがあるなら、なんでも言え」

「ありが……ううっ、う……手、握ってて……ほし……ふうっ……」

　翠のぬくもりが、私を生に繋ぎ止めてくれる気がしたのだ。

　痛みの波が引いたところで翠に手を伸ばせば、力強く握り返してくれる。

「静紀さんの容態はどうじゃ？」

　吉綱さんの声だ……無事だったんだ、よかった……。

　私を常世に送るために、あやかしの相手をひとりで引き受けた吉綱さん。安否がわかって安堵したものの、すぐにまた陣じん痛つうがやってきて、痛みを逃がすことしか考えられなくなる。

「双子は早産になりやすいのです。静紀様もおそらく……」

　答えたのは聞いたことのない女性の声だった。誰だろうとぼんやりする頭で考えていると、見知らぬ女性が顔を覗き込んでくる。

「ううっ……ふうっ……だ、れ……？」

　色白の肌に赤い口紅、そして頭から髪のように白い帯がいくつも生えている。人でないのは確かだ。

「静紀様、お初にお目にかかります。私は腹帯の付喪神、ヨリと申します。代々龍宮神社における龍神様と巫女様のお産を介助してきました」

　前に吉綱さんが話していた気がするが、今は記憶を手繰り寄せる余裕がない。

「ヨリ様は龍宮神社の神主に代々受け継がれている法ほう具ぐなんじゃ。助産師のような存在じゃから、どんと構えておっていいからのう？」

「は、い……」

　私が朦朧としながら頷くと、吉綱さんとミャオは桶おけに湯を張ったり、吸い飲みの水を用意したりと駆け回る。

　それを横目に、ヨリ様は私の着物をたくし上げた。

「おしるしもついておりますね。初めてのお産で、もう入り口が開いて……子がお生まれになる準備ができております。すぐにいきまなくては」

　お産が近づいて子宮口が開いたり、子宮が収縮したりすると卵膜が剥がれるために少量だが出血するらしい。それをおしるしといって、赤ちゃんがもうすぐ生まれるというサインなのだとか。

　初産は時間がかかるんじゃなかったけ……もういきむの……？

　展開の速さに、子供たちは大丈夫なのだろうかと不安が募る。それを繋いだ手から感じ取ったのか、翠は「子供らを信じろ」と励ましてくれた。彼の言葉は、弱気になる私をいつだって鼓舞してくれるのだ。

　首を縦に振ると、静御前が「膝を立てるぞ」と私の体勢を整えた。その途端、痛みが襲ってくる。

「うううう～～っ」

「静紀、目を瞑るな。腹を見ていきめ」

　経験者だからか、静御前の言ったようにすると、うまくいきめている感覚があった。でも、だんだんと身体に力が入らなくなる。

「っ、静紀……」

　翠に握られている手がふわっと光り、温かくなる。翠が子供たちに吸い取られて消耗した神力を補ってくれているのだ。

「はあっ、はっ……ぁ……」

　いきまないと……けど、さっきから意識が飛びそう……。

「静紀、頑張って……」

　ミャオが私の額を手拭いで拭うが、どんどん汗は吹き出して全身びっしょりだった。そして、再びやってくる痛みの波――。

「んううううううーっ、はあっ……はあっ……ううううううっ」

「頭が見えてきましたよ、静紀様。もう少しです」

　ヨリ様の「いきんで！」という声を合図に必死にいきもうとするけれど、うまくできない。ただ痛みだけがあり、早く解放されたいと何度も思う。

　でも、私が頑張らなきゃ……っ、この子たちに会えない……！

「んううううううーっ、はあっ……うううーっ」

　そうしてどれくらい、いきんでいただろう。

「静紀、頭が出てきたぞ」

　気力も体力も神力も尽きかけていたが、静御前の声で最後の力を振り絞る。

「うううううううーっ！」

　光が私の中から溢れ出て、身体の内側を灼熱感が走った。

　身体が……熱い……っ。

　吉綱さんが「翠様！」と叫び、翠が私の手を強く握る。

「死なせねえ、てめえも子供も」

　私の中から飛び出そうとしているのは、おそらく子供たちの神力。それを打ち消すように、翠が自身の神力をぶつける。その衝撃でバタバタと風が吹き荒れ、部屋の障子窓が吹っ飛んだ。

　子供たちは未熟ゆえに出産時、神力を加減なしで解き放ってしまう。巫女はそれが原因で命を落とすため、翠は子供たちの力を相殺しようとしているのだ。

「はあっ、はあっ……ううううーっ」

「くっ……静紀、負けるな。てめえは強い女だ」

　そうだ、私は翠の妻だ。こんなところで死にたくない、翠や子供たちとずっと一緒にいるんだ！

「ぐっ、ううううううーっ、うううーっ！」

　膨れ上がる神力が翠によって相殺される。力を込めた次の瞬間、私の身体と繋がっていたふたつの命が解き放たれる。

　昇り始めた朝日が室内を優しい光で照らす。『うぎゃああっ』とふたりぶんの力強い産声があがり、妊娠してからのことが頭を駆け巡った。

　ちゃんとお母さんになれるのか、無事に産んであげられるのか、たくさん悩んだ。呪いをかけられたり、いろいろ困難はあったけど……やりきったんだ……。

「はあっ……はあっ……ふ、ううっ……」

　私は今、世界でいちばん幸せな人間になれた。子供たちを世に送り出せた自分が誇らしくて、自然と涙が出てきて私は嗚咽をこぼす。

　うれしかった、赤ちゃんたちに会うことができて。うれしかった、お母さんになれて……。

「静紀様、翠様、おめでとうございます。早産で身体は小さいものの、彼らは神の血を引くお子。命に別状はありません」

　ヨリ様は双子の赤ちゃんをそばにいた静御前に託し、やるべきことを終えたとばかりにお辞儀をして姿を消す。代わりにふぁさっと、腹帯が畳の上に落ちた。

「静紀、見てみろ。翠様も、元気な男の子ですよ」

　静御前が私に双子を抱かせてくれる。赤ちゃんたちを見た途端、『愛おしい』『この小さな命をこれから守っていくんだ』という感情が込み上げてくる。

「綺麗……」

　この世の汚いものを映したことがないその瞳は、一点の濁りもなく澄んでいる。私は世界一、美しいものを目にしたような気持ちになった。

「よく頑張ったね……生まれてきてくれて……ありがとう」

　翠も私の胸の上にいる赤ちゃんたちを覗き込み、瞳を潤ませた。

「……っ、ああ。ずっと待っていた。静紀も……よく耐えたな」

　赤ちゃんごと私を抱きしめ、うれしそうに額を重ねてくる翠。私は『ありがとう』と返そうとしたのだが、なぜか口からもれるのは吐息だけだった。

　なんでかな……すごく寒い……眠い……。

　ぐったりしていると、異変を感じてか「静紀？」と翠が顔を離した。

「震えて……るのか？　なんでこんなに身体が冷えてやがる。しっかりしろ！」

「静紀、唇が真っ青……。どうしてっ、子供の神力は相殺したはずでしょ？」

　翠やミャオの焦った声が、水の中にいるみたいにぼやぼやと聞こえる。

　私、どうなっちゃうんだろう。このまま死んじゃうのかな……。そんなことになったら、翠はすごく……すごく傷つくんだろう。

「静紀……っ」

　翠の涙声を耳にして、視界がぐにゃりと歪んだ。

　新しい家族ができたのに、これからなのに……っ。悔しい、悲しい、到底受け入れられない。でも、これが最期なら……私は残さなくていいのだろうか。愛する人のために、なにかを……。

「……す、い……」

　一度だけでいいからと、気力だけで翠を呼んだ。

「――っ、なんだ、どうした？」

　泣きそうな顔で、翠が私の手を掴む。

　今日は、この子たちが生まれたおめでたい日。それが悲しい日になってしまうのは嫌だ。少しでも翠の喪失感が軽くなるようにと、残された力を振り絞って、その手を握り返しながら言葉を紡ぐ。

「私のために……悲しんでくれる人がいて……あなたと夫婦になれて……最期の瞬間がこんなにも……満たされてるんだから……私、幸せだった……よ……」

「最期だと？　そんな言葉は聞きたくねえ」

　私と翠の邪魔をしないようにするためか、ミャオも静御前も吉綱さんも涙を堪えながら静観している。

　本当は、ずっとふたりで歩いていきかった、死ぬことがこんなにも怖いことだと思わなかった。だけど、この心残りは全部持っていく。そして代わりに、あなたの心に愛を置いていく。

「あい……して……る……」

「逝くな……っ」

　握られた手が痛い。でも、それくらいがちょうどいい。痛みは私に生きていると実感させてくれる。

「大丈夫……ちょっとのお別れ……だから……。言った、でしょう……生まれ変わったら……会いに行くって……」

　また巡り合えるからと、かっこよく言えたならよかったのだけれど。やっぱり、潔く置いていける人生じゃない。もし……と願ってしまう。

　もし奇跡が起こるのなら、翠とこの子たちと生きたい。生きたいと――。

「俺は……っ、今をてめえと生きたいんだよ！　これからだろ？　これから、子供らと一緒に幸せになんだろうが！」

　寒くてたまらないのに、翠を想って流れる涙は私の肌に熱を灯す。

　ああ、やっぱり泣く。

　翠の下瞼にたまっていた涙が陽光を受けて、光の線となり頬を伝っていく。それはぽたっと私の顔に落ちていくのだが、次第にその温度を感じられなくなった。

「……ごめ、ん……も……う……」

　目を開けていられない。

「起きろっ、起きてくれ……っ」

　閉じていく瞼、懇願する愛する人の声、それに応えられない胸の痛み。私は少しずつ世界から切り離され、ただ翠を置いていかなくてはいけないことだけを心残りに眠りにつく……はずだった。

「――っ、これは……！」

　翠の驚く声がして、瞳に染みるほどの強烈な光を瞼越しに感じる。身体の奥が太陽を飲み込んだみたいに熱くなり、冷え切っていた身体にぬくもりの波が広がっていく。力が泉のように湧いてきて、指先までみなぎり渡り、ゆっくり瞼を上げると――。

「双子の、龍……」

　私の目の前を、赤い一対の小さな龍が交差するように飛んでいる。龍たちは父親とそっくりの神々しい金の輝きを放ち、私を照らしていた。

　この子たち、生まれたばかりの私の赤ちゃんだ……。

「……あ、見て！　静紀のペンダントが！」

　ミャオが身を乗り出して食い入るように見ていたのは、一年前に翠がくれた龍の鱗のペンダント。それが浮いてぷちんっと紐が千切れると、鱗は私の服の胸元に落ち……身体の中に入っていく。

「あ……」

　どくんっと、止まりかけていた心臓が強く拍動した。そこからとくんとくんと、規則正しく脈打つ。

「おおっ、静紀さんの顔色もよくなってきているのう！」

　弾む吉綱さんの声を聞き、なにが起こったのかと翠を見上げる。すると、翠も信じられないといった様子で、瞬きすら忘れているようだった。

「……てめえにやった鱗に、こいつらが力を注ぎこんだのか……？　そうか、鱗は静紀の心臓の一部になったのか！　それでまた、動き出した……！」

　翠はたまらずといった様子で、私を抱きしめる。

「静紀、てめえは助かったんだ！」

「そう、なんだ……うれしい……私、まだ……この世界にいられるんだ……っ」

　翠の両肩をぎゅっと掴み、うううっと泣く。

　翠と子供たちが、止まりかけていた私の心臓を動かしてくれた。まるで生まれ変わったみたいな気分だった。子供たちと同じように、私も今誕生したのではないかと思うほど世界が真新しく、美しくこの目に映る。

「ありがとう……っ」

　子供たちにも手を伸ばせば、小さな龍たちはぽわっと光って赤ちゃんの姿に戻り、私の胸に収まった。そのまま、すやすやと寝息を立てる。

「ひと仕事して、疲れたんだろ。安心しろ、てめえらも静紀も俺が守る」

「私も……翠のことも、あなたたちのことも、守るからね」

「てめえは変わらねえな。神であろうと癒やし、守ろうとする」

　向けられたのは愛しいものを慈しむような眼差し。

　翠と一緒になれてよかった。私は一生、翠や子供たちを愛し、守って生きていくんだな……。

　しみじみとそう思いながら広い背に腕を回し、胸の上にいる双子ごと翠を抱きしめた。すると、吉綱さんのおよよ……という泣き声が聞こえてくる。

「みんな無事でよかったのう。お子が生まれて、少し身体を休めれば、じきに静紀さんの力も戻るはずじゃ。これで天界の龍神様たちも、他の巫女を翠様にとは言わんじゃろう。いろいろ、めでたいのう。ふたりのお子は孫っ、わしの孫じゃ……っ」

「吉綱、泣きすぎ。……でも、ひやひやした」

　そばにやってきたミャオが赤ちゃんたちの頬をふにふにとつつく。

「静紀に似て、可愛い……と思う」

「将来はさぞ美男に育つのだろうな。舞い手として鍛えるのが楽しみだ」

　静御前の言葉を聞いていた吉綱さんが異論を唱える。

「神主になる、という道もありますぞ」

　舞い手にするか、神主にするかで勝手に盛り上がるみんなに、翠は「おい」と腕を組んだ。

「俺たちの子供の将来を勝手に決めんじゃねえ。まずは強い龍神に育てんのが先だ」

　私の可愛い赤ちゃんたち、みんながきみたちの成長を心待ちにしてるよ。

　ちゃっかり論争に参戦している翠にくすっと笑いつつ、赤ちゃんたちの頭を撫でていたら、ミャオが「ねえ」と話しかけてくる。

「……名前は？　決まってるの？」

　尋ねられるまで気づかなかった。私たちは子供たちの名前を、まだ一度も呼んでいなかったのだ。

　私は翠と顔を見合わせ、ふっと笑い、口を開く。

「ひとりは静しず流るだ」

　清く澄んだ水みたいに穏やかで、誰かの心の穢れを癒やせる子になりますように。

「もうひとりは永えい翠すいだよ」

　平和が、幸運な人生が、限りなく続きますように……。

（終）










あとがき




　こんにちは、涙鳴です。本作をお手にとってくださり、本当にありがとうございました。

　ありがたいことに、続刊を出すことができました！　これもひとえに読者様の応援のおかげです。本当にありがとうございました。

　今回は『妊娠』のテーマをいただきまして、どういう物語だったら世の中のお母さんたちやこれからお母さんになる方たちに共感してもらえるのかな？と考えながら執筆をいたしました。

　静紀がお母さんになるまでに、どんな試練があったら強くなれるのかな？と、ファンタジーではありますが、でもそこは現実的に書きました。

　お母さんになるって、幸せなことでもあり、でもそれと同じくらい怖いことなのですよね。私が看護学生だった頃に妊婦さんを受け持ったとき（そのときにお世話になった妊婦さんは本当に優しい方で、お産まで見せてくれました）、やっぱり妊娠中は身体の変化が目まぐるしいのでそれだけでもとっても不安そうで、わくわく！というよりは怖いなあとおっしゃっていたお母さんがたくさんいました。特に初産婦さん。

　母親学級なるものも妊娠中から始まるので、授乳の仕方やらオムツの換え方やら、沐浴のさせ方やら、覚えなきゃいけないこともたくさんあって、これからどうなっちゃうんだろうという表情が印象的でした。

　お仕事をバリバリやられていた方は特に、生活がガラリと変わりますよね。今の生活と子供たちとの間で葛藤したり、先行きの見えない不安を抱いたり……。静紀が命懸けの出産で、しかも巫女でいられなくなるかもしれない……の部分で、それが描けていたらいいなと思います。

　とにもかくにも、お母さんは偉大です！　もちろんお父さんも！




　最後になりますが、今作を書籍化するにあたり、一巻同様にイラストで物語に命を吹き込んでくださった月岡月穂様。担当編集の森上様、編集協力の藤田様、校閲様、デザイナー様、販売部の皆様、スターツ出版様。

　そして、なにより読者の皆様に心より感謝いたします。







涙鳴

















この物語はフィクションです。実在の人物、団体等とは一切関係がありません。
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